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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　日暮れ時。

　人ひと気けのない教会の前に、一人の男が立った。

　身の丈二メートル近い巨きよ軀く。夕日の残照に浮かぶ隙すきのないシルエットが、彼が上層階級に属する人種である事を雄弁に物語っている。

　しかし、すでに景色は闇やみに霞かすみ、男の面影は定かには分からない。

　男は教会の外観を見渡して、小さく舌打ちをした。

　この時間帯でも明かりの灯ともらない暗い窓。そして、引きちぎられたままになっている玄関のドア。現在、この教会には誰だれも住んでいない事は明白だ。

「……少し目を離した隙に………」

　男はドアのない入り口から、暗い屋内へと足を踏み入れた。手探りで玄関の電気を点つける。

　照らし出された玄関に、大きな血けつ痕こんがあった。点々と二階へ続いている。

　男は少し屈かがむと、乾いた血痕を指先で擦こすり取った。目を寄せ、鼻を近づけ、舌先で触れる。

　……人の血だ。

　男は確認すると、何故なぜか少しだけホッとした素振りを見せた。

　だが、男の『眼め』には、この血の主が何か低級な霊れいに唆そそのかされた痕跡が、そこはかとなく『見え』ていた。

「……鬼……か？」

　思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「……先走りおって。小物が……」

　苦々しそうに呟つぶやきながら、血の跡を辿たどって二階の寝室へ上がった。部屋の中央に大きな血ち溜だまりの跡があったが、それは玄関から続く血と同じ人間のものだ。室内に争った形跡はない。

　念のため他ほかも見て回る。

　二階のもう一つの空き部屋。屋根裏の物置部屋。そして一階の客間と食堂。

　居住空間のどの部屋にも人影はない事を確認すると、閉へい鎖さされてかなり経たつ礼拝堂をチラリと一いち瞥べつしてから男は外へ出た。

　西の空のわずかな残照もすでに消え、辺りはすっかり暗くなっていた。

　入り口を振り返って悔しそうに奥歯を嚙かみ締しめる。

「……やはり、目を離すべきではなかった。この私ともあろう者が……」

　争った形跡はない。しかし、玄関の状態、および室内の血けつ痕こんから見て、ここで何かあった事は疑いない。そして、住んでいたはずの人物は姿を消した。

　逃げたのか、さらわれたのか、あるいは……殺されたか。

「……まさか」

　男は最後に浮かんだ忌まわしい考えを払うように、大きく頭を振った。しかしその表情からは、不安の色が拭ぬぐえない。

　男は眉み間けんに皺しわを寄せたまま、イライラと教会を眺め回していたが、やがて自分に言い聞かせるように呟いた。

「……ここで考えていても始まらん。とにかく、探さねば……」

　無人の教会に背を向ける。

「無事でいてくれれば良いが……」

　地面を睨にらみつけるように俯うつむいたまま、男は足早に夜の闇やみへと姿を消した。
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　雨上がりの日曜日の昼下がり。

　高校生霊れい能力者の賀か茂も是これ雄おと、その守しゆ護ご霊である熾し天使アブデルは、家から一駅離れた隣となり町にいた。この町にあるはずの妖よう気きの溜たまり場を浄化しに来たのである。

「みきさんの『お筆先』によると、ここなんだけど……」

　賀茂是雄は、数年前に廃校になって放置されたままの中学校の校舎を見上げた。

　手元の紙と、目の前の古ぼけた建物を見比べる。紙には、『お筆先』という一種の自動書記による神託が記されていた。これは、たまと同じく賀茂の家に居候中の勘解由かでの小こう路じみきという巫女みこに占ってもらったものだ。

「ここって……」

　少し意外そうな表情で賀茂は呟つぶやく。

　この廃校は、よく知っている場所だった。ちょっと前まで、賀茂はここの宿直室で女の子にペットとして飼われていたのだ。というと不ふ謹きん慎しんな誤解を招きそうだが、その時の賀茂は人間ではなく子こ狐ぎつねだったので別に人倫上問題はない。ちなみに何故なぜ狐だったのかというと、ワケあって賀茂は一度死に、畜生道に落とされたのである。

　守護霊である熾天使アブデルが、校舎を霊視しながらうなずく。

「間違いあるまい。二階の教室から漏れる妖気が、ここからでも微かすかに『見え』る」

　そう言ってから、賀茂を小こ馬ば鹿かにするように横目で見た。

「しかし、ここでペットとして飼われていながら、何も気づかなかったとは迂う闊かつなヤツめ」

「しょうがないだろ。宿直室以外は入った事なかったんだから……」

　賀か茂もはムスっとした顔で言い返す。

「アブデルこそ、最高位の熾し天使とか威い張ばっときながら、みきさんの『お筆先』に霊れい視し能力負けてるじゃないか」

「それはやむを得ん。みきの筆に宿って神託を下す奴やつ等らと違って、俺おれはこの世で活動するために受肉しているのだからな。穢けがれた肉の身を纏まとえば、純粋な霊体を本質とする我らの能力が阻害されるのは致し方ない事だ」

　アブデルはそう言うと、塀へいの縁ふちに片手をかけて、二メートル以上ある高さを軽々と跳び越えた。着地してから、不満そうに首を鳴らす。

「……やはり、肉体というのは鈍重なものだな……」

「……それってイヤミか」

　アブデルの後を追って必死に塀をよじ登りながら、賀茂は呟つぶやいた。

　ちなみに賀茂は道端で占い師をして小遣いを稼かせいでいる高校生霊媒師だが、ここに来たのは金をもらっての仕事ではない。家に居い候そうろうしている悪あく魔まっ娘こが漏らした妖よう気きの、いわば尻しり拭ぬぐいである。桂かつらたまという彼女が無意識のうちに漏らした強烈な妖気は、現在世界各地に散らばって謎なぞの心霊スポット化しており、彼女と知り合ってしまった賀茂は、成り行きでその後始末をしているのだった。

　ちなみに当事者であるたまはここには来ていない。理由は簡単である。足手まといなだけだからだ。たまは悪魔のくせに魔術も何も使えないどころか、極度の怖がりでオカルト関係全般が大の苦手なのである。下手へたに連れてきて、恐怖の余り失禁でもされたら後始末が大変だ。そんなわけで今日は、たまは夕食の買い物を言いつけられて厄介払いされていたのだった。

　賀茂とアブデルの二人だけで来たのは、大体以上のような事情である。

　さて、なんとか賀茂が塀を乗り越えると、二人は埃ほこりっぽい校舎の中に入り、外から確認していた二階の教室へ向かった。

　目指す教室は、窓ガラスもほとんど割れて落ち、教室の壁かべもまるで腐食したように崩れ落ちていた。部屋の隅には、どこから入り込んだのか、犬や猫ねこの死し骸がいがいくつも横たわっている。妖気に耐えられずに死んだのだろう。

　賀茂は思い出したように呟いた。

「そういや真ま央おって、人間に化けるためにここで妖気を吸収したって言ってたっけ」

「真央ちゃんというと、お前の飼い主だった、例の猫耳娘か？」

「そう。そいつ。確か、ここの教室のどこかが最近『猫ねこ岳だけ』代わりの場所になって、そこで一晩明かして人の姿に化けたって話を聞いた記き憶おくが……」

「何？　そうだったのか？　それは初耳だ」

「まあ、そんな事どうでもいいけどな。さっさと祓はらって帰ろう」

　除じよ霊れいの準備に入ろうとしている賀か茂もを、アブデルが突然止めた。

「ちょっと待て、賀茂！　それが本当ならば、妖よう気きを祓ってしまう前に少し『見て』おきたい。気になる事がある」

「気になる事？」

　首を傾かしげる賀茂に、アブデルは真剣な顔でうなずいた。

「うむ。お前も分かっていると思うが、特定の目的に向かって集中された『魔ま力りよく』の状態と違って、妖気というのは非常に曖あい昧まいなものだ。その影えい響きよう力は本来、『漠然と秩序をかき乱す』程度のものでしかない。なのにそれが、化ばけ猫ねこになるのを促進したり、人に化けるのを助けるというのは妙ではないか？」

「そ、それはまぁ。けど、たまちゃんの妖気の強さは普通じゃないし、それくらいの事はあってもおかしく……」

「いや。いくら強力な妖気であろうと、秩序をかき乱す力が増すだけだ。影響力の働く方向性は曖昧なままのはず。もちろん妖怪化するのも普通の生き物からの逸いつ脱だつだから、妖気に晒さらされるだけで妖怪になる事だってないとは言わんが、通常ならばこの教室に転がっている犬猫同様に死ぬのがオチだろう？　上手うまい具合に化け猫化を促進するなど、ほとんど奇跡に近いと思わんか」

「あ、確かに。言われてみれば、ちょっと不自然かも……」

「だから片づけてしまう前に、真ま央おちゃんが人に化けたところを『見て』、確認しておきたいのだ。妖怪化を促進するように、何者かが手を加えた可能性もあるからな」

「何者かって、だけどわざわざそんな事する奴やついるか？　この妖気の強さじゃ、近づくだけでも結構危険なのに」

　賀茂は教室の隅に転がっている犬や猫の死体を横目で眺めた。

「そりゃいるに決まっている。これだけ科学技術の発達した現代では、魔物や妖怪はほとんどがレッドゾーンの絶滅危き惧ぐ種だからな。これだけ強力な妖気溜だまりだ。利用して妖怪どもの個体数を増やそうと、どこぞの妖怪愛あい護ご団体が活動していても不思議はない」

「そんな愛護団体があるのか。魔物の世界もつくづく暇だよな……」

　何となく呆あきれ顔で呟つぶやく賀茂。

「でもまあ、愛護団体が手を加えてようが、別にいいんじゃないの？　どうせ清めてしまえば一緒だろ？　さっさと祓って帰ろう」

　気楽な調子でそう言った賀茂を、アブデルは真ま面じ目めな顔で諫いさめた。

「そういうわけにはいかん。もしたまちゃんの漏らした妖気が、その手の団体に目を付けられていたとしたらどうする？　当然そいつらは、妖気を漏らした元である彼女にも接触を図ってくるだろう。彼女が魔物どもの魔の手に晒されていないかどうか、晒されているとしたら相手はどんな奴やつなのか。それを確かめるまでは、安易に祓はらってはならん」

　アブデルの真剣な口調に、賀か茂もはなるほどとうなずいた。

「そうか……。けどさ、『見え』るかな？　こんな強力な妖よう気きなのに」

「やってみなければ分からん。まぁ、今のお前には無理だな。下がってろ」

　アブデルはそう言うと、賀茂を押し退のけて前に出た。

　そして『眼め』を開いて、教室内の過去を少しずつ遡さかのぼっていく。この世の出来事はすべて原因と結果のつながりで出来ているのだから、その因果関係を辿たどる事で過去の様子を『見る』事が可能なのだ。

　ただし、妖気や魔ま力りよくといった代物は、この因果系列を無視していきなり事物に影えい響きようを与える力だ。強力な妖気の籠こもった室内では、当然ながら因果の系列はひどくかき乱されている。

　アブデルは眉まゆをしかめながら、錯さく綜そうした連れん鎖さを解きほぐすように『見て』いったが、やがて忌ま忌ましげに舌打ちした。

「くっ。受肉した状態ではこれが限界か……。後ほんの少しというところで……」

　歯ぎしりしながら、賀茂に場所を譲ゆずる。

「もういいぞ。さっさと祓ってしまえ」

「え？　いいのか？」

「うむ。あと一息で、真ま央おちゃんが今の姿に化けた瞬しゆん間かんが『見れ』そうだったのだが、残念ながら連鎖が完全に断裂していた。あれではちょっと辿れん」

　無念そうに首を振るアブデルに、賀茂はちょっとポカンとする。

「は……？　真央の化けた瞬間って？　誰だれかがこの妖気に手を加えてないかどうか確かめてたんじゃ……」

　賀茂の呟つぶやきに、アブデルはハッとして弁解した。

「そっ、それはだな……、要するにつまりその、アレだ。妖怪化させる仕掛けが施してあったのなら、それが作動した時が一番『眼』に『見え』やすいだろう？　だから、その瞬間をなんとか捉とらえようと……」

「ああ、なるほどな」

「そうだとも。何も、化けた直後であれば服もないだろうから、一糸纏まとわぬ猫ねこ耳みみ娘の姿態が拝めるのでは、などというつまらん下心は微み塵じんも……」

「それが本音かっ！」

　思わずツッコむ賀茂。

「アンタなぁ。もうちょっと真ま面じ目めにやれって。たまちゃんが魔物に狙ねらわれてたりしたら、アブデルだって困るんだろ？」

「む。それは無論だ」

　アブデルは大真面目にうなずいた。たまは、アブデルの趣しゆ味みに完全に一致した類たぐい稀まれなる美少女なのである。

「だったらもう一回、怪しい奴やつの手が加わってないかどうか確認して。ほら」

　賀か茂もがアブデルの背中を押しやる。

「くっ。人使いの……、いや、天使使いの荒い奴め……！　たかが人間のくせに、天使の階級でも頂点である熾し天使の俺おれに指図するとは」

　アブデルは不平を垂れつつも、再び教室内に『眼め』を向けた。

「……まぁ確かに、俺のたまちゃんに何かあっては一大事だからな。『見て』みるとするか……」

　再び、今度はさっきより広範はん囲いに『見』渡してみる。

　そうやってしばらくアブデルは無言で霊れい視しに集中していたが、突然その顔が引き締しまった。

「こっ、これは……っ!?」

「どっ、どうしたアブデル？」

　思わず賀茂は、アブデルに身を寄せて尋ねる。

　アブデルは驚おどろきに目を見張ったまま、こめかみの汗を拭ぬぐった。

「ばっ、馬ば鹿かな……っ！　信じられん……っ。まっまさか、こんな所にこんな……！」

「なっ、何が『見え』たんだ？　ちょっと、おい？」

　アブデルの動揺した様子に、賀茂は答えを急せかす。

　アブデルは、未いまだ自分の『眼』が信じられないといった面持ちのまま、賀茂を振り返った。

　開いた唇を微かすかに震ふるわせ、かすれたような声で言う。

「……眼鏡めがねっ娘こだ………！」

「はぁ……？」

　たっぷり十五秒ほど間を置いてから、賀茂は正気に戻った。

「め、眼鏡っ娘って、アンタ何『見て』んだっ？　っていうか、そんなモンでいちいちシリアスな反応すんなっ！　何かあったのかって、本気で心配するじゃないかっ！」

「落ち着け賀茂。もちろん俺だって、単に眼鏡をかけただけの普通の眼鏡っ娘に、いちいち騒さわぎ立てたりはせん」

　アブデルはあくまで真剣な顔で賀茂をなだめた。

　賀茂は少し落ち着きを取り戻して尋ね直す。

「って事は、その眼鏡っ娘は普通じゃないって……」

「そのとおり」

　アブデルは大きくうなずく。その視線に、賀茂は思わずツバを飲み込んだ。

「じゃ、じゃあ、もしかして……」

　アブデルは賀茂を見み据すえたまま、勢い込んで叫んだ。

「そう！　その子はなんと、フレームレス全盛のこの時代に未だに黒くろ縁ぶちの四角いフレームだったのだっ！」

「………は？」

「しかもっ！　しかもだぞ、賀か茂も！　今時珍しいセルロイド製黒くろ縁ぶち四角フレームというにとどまらず、その娘この眼鏡めがねは半分ズレて下がっていたのだ！　更に加うれば、髪型は長めの二つお下げ！　どこぞの女学校にでも通っていそうな、古典的なお嬢じよう様タイプの眼鏡っ娘なのだっ！」

「ちょ、ちょっと待て！　それ、どう聞いてもタダの眼鏡っ娘じゃないかっ！」

「何を言うか愚か者っ！　こんな古典的な古き良き眼鏡っ娘はもはや希少種だぞ！　もしかしたら、あれが地球上で最後の一人かもしれん！　恐らくはここの元生徒であろうが、だとしたらあれはもう数年前の姿だ。まだ生き残っているかどうか気にかけるのは当然だろうが！」

「…………」

　返事に困る賀茂を脇わき目めに、アブデルは感極まった調子で拳こぶしを握った。

「あの太い縁の眼鏡が半分ずれ、そこから微かすかに瞳ひとみが覗のぞいた様は、まさに顔面チラリズム！　完全にズレてもならんし、きちっとかけすぎてもいかん。あの絶妙のズレ具合！　究極だ！　嗚呼ああ、絶滅する前になんとかこの手で大切に保ほ護ごしてやりたいものだが……！」

「保護ってなぁ……」

　賀茂が呆あきれた調子で呟つぶやくと、まだ『眼』を凝こらしているアブデルを引っ張った。

「もういいだろ。怪しい奴やつが『見え』なかったんなら、それで問題なしだ。さっさと片づけて帰ろう」

「そう焦るな。この眼鏡っ娘の所在が辿たどれるまで待て。あと一息なのだから」

「やめんかっ！」

　賀茂は強引にアブデルを押し退のけた。所在を突き止めたら、次は保護しに行くに決まっている。だがアブデルにとっては『保護』でも、一般的に言えばそれは『拉ら致ち』と言うのだ。

　しかし、賀茂が押しやるのと同時に、アブデルは自分から飛び退いた。

「ぬっ、ぬおぉぉぉっっ……!?」

「どうしたっ？」

　思わず大声を出す賀茂。

　だがアブデルは答えず、口を押さえたままトイレに駆け込んだ。そして激しく嘔おう吐とする。

「ちょ、ちょっとアブデル？　どうしたんだ一体……？」

　アブデルは肩で息をしながら、げっそりした顔で呟いた。

「この世で最悪に悍おぞましいモノを『見た』……」

「最悪に悍ましいモノ……？」

「うむ……。毛むくじゃらのマッチョな髭ひげ親父おやじが、急角度のビキニパンツの脇から………、いや、これ以上俺おれの口からは言えん……」

「マッチョな髭ひげ親父おやじ？　何なんだ一体？」

「勘弁してくれ。これ以上言うと口が穢けがれる……。何がはみ出していたかは、お前の想像に任せる」

「は……、はみ出してたって……？」

　フラフラと立ち上がると、アブデルは頭を振った。

「そんな事より賀か茂もよ。悪い予感が的中だ……。今『見た』マッチョ親父の姿、確かに見覚えがある」

「悪い予感って、じゃあまさか……」

「そうだ。今俺おれの『眼め』が捉とらえた男。あれはまさしく、地獄の王の一人、ベリアルだ……！」

「ベリアル？　地獄の王の一人って……！」

　賀茂の表情に緊きん張ちようが走った。

　アブデルは真剣な顔で説明する。

「堕天使ベリアル。天から墜おちた者のうちで、ヤツほどに端たん麗れいな者は他ほかにいなかったと称されるほどの男だ。ルシファーの次に創造されたとも言われるあの男は、生まれつき威い厳げんに満ち、高こう邁まいで、弁論の才に長たけており、反逆の天使の大半はヤツのせいで神に背いたと言っても過言ではない……」

「そ、そんな大物が……」

　賀茂のこめかみを汗が伝った。

「だが！　ヤツの本当の恐ろしさはそこではない！」

　アブデルは一層険しい目で賀茂を見み据すえる。

「何よりも恐るべき事は、あの男は、かつて悪徳の都ソドムで最も崇拝された悪あく魔まだという事実だ……！」

「ソドムって……？」

「知らんのか？　ヨーロッパで男色がソドミーと呼ばれるのは、かの背徳の都の名が語源となっているのだぞ」

「な……っ？　つ、つまりそれって……」

「そういう事だ。ヤツこそは、我らが神に対する最大の冒ぼう瀆とく者。本来全すべてである神に異議を申し立て、男性原理一辺倒を主張した、赦ゆるすべからざる反逆者なのだ……！」

　怒りと興こう奮ふんで、アブデルは拳こぶしを震ふるわせた。

「……い、いや、っていうか、天使の大半を神に背かせた事よりも、男色家だって事のほうが恐るべき点なのか……？」

　ふと我に返って尋ねた賀茂を、アブデルは激しい調子で怒鳴りつけた。

「当然だろうがっ！　愚かな反逆の天使が何人に増えようと、そんなものはこの拳で修正してやればすむ話。だが！　ムキムキの肉体にビッシリと剛毛を生やした中年親父が、全身を汗でヌラヌラとテカらせながら迫ってくる様子を思い浮かべてみろ！　そして、髭ひげを生やした口元を耳に近づけて、熱い吐息混じりに囁ささやく様子を想像してみるがいいっ！　お前はそれに恐怖しないというのかっ？」

「そ、それは確かにある意味怖いけど……、それこそ問答無用でぶちのめしてやったらすむ話なんじゃ……」

「この愚か者がっ！　少しは考えろ！　ぶちのめすためには、汗まみれの男の肉体にこの手をじかに触れねばならんのだぞ？　そんな穢けがらわしくも悍おぞましい行為が誰だれに出来るというのだぁっ！　美少女の汗はダイヤモンドの輝かがやきだが、中年男の汗はガマガエルの粘液以下なのだぞぉぉぉぉっっ！」

　激げつ昴こうして涙まで流しながら、アブデルは賀か茂もの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「わ、分かった。分かったから手を離せって……」

　余りの剣けん幕まくに少しビビりながら、賀茂は何とかアブデルをなだめる。そして咳せき込みながら尋ねた。

「けどアブデル。話を戻すけど、何でそんな大物が、わざわざ自分からたまちゃんの妖よう気きの漏れた跡なんかに……？」

　アブデルは賀茂から手を離すと、顎あごに手を当てて考え込んだ。

「はっきりとは分からんが、直接接触する前の下調べとして妖気の程度を実況検分に来たのではないか？　実力のある悪あく魔まを集めて、何か良からぬ企たくらみがあるのかもしれん。魚座の時代の終しゆう焉えんも近づいている事だしな」

「魚座の時代……？」

　賀茂が首を傾かしげる。家が民間陰おん陽みよう道の系統のため、西洋の占星術関連には少し疎うといのだ。

　アブデルが面めん倒どう臭くさそうに髪をかき上げた。

「黄道の十二宮というのは分かるな？　星占いの十二星座のアレと同じだ。大ざっぱに言うと、春分の日に太陽の後ろにある星座がその時代を支配するのだが、地球の自転軸が歳さい差さ運動している関係で、二一六〇年毎に支配する星座は移り変わる。現在は、主の生せい誕たんと同時に始まった魚座の時代、キリストの時代だが、それは二十二世紀の半ばには終焉を告げる。時代の変わり目であり主の影えい響きようの弱まるその時を狙ねらって、懲こりない悪魔どもが暴れ出す事は十分予想出来る」

「二十二世紀半ばって、随分先の話だな……」

「人間の寿命ではそうかもしれんな。だが、奴やつらの感覚ではもうすぐだ。何らかの準備を始めていても不思議はない」

「………」

　アブデルの緊きん張ちようした口調に、賀茂は黙だまり込んだ。

　そんな賀茂を、アブデルが軽く小突く。

「まあ、とにかく早めに気づいて良かった。今後、少し警けい戒かいしたほうがいいかもしれん。とりあえず、あの教室を片づけたら今日は早めに帰るとしよう」

　賀か茂もはうなずくと、さっきの教室の入り口に引き返した。

「熾し天使アブデルの名の元に命ず。穢けがれたる力よ、去れ」

　命じると同時に、賀茂を通じてアブデルの霊れい力りよくが流れ出す。そして教室に籠こもっていた妖よう気きを、数秒のうちに綺き麗れいに片づけた。

　その様子を見てアブデルがうなずく。

「よし。かなり俺おれの力の制御にも慣れてきたようだな」

「まあね」

　賀茂は、少し照れたようにうなずき返した。たとえアブデルからでも、術に関して褒ほめられるのはまんざら悪い気はしない。

　廃校となった校舎を後にすると、寄る所があるというアブデルと別れて賀茂は一人家路を急いだ。アブデルが『見た』という悪あく魔まベリアルの事が気になっていた。

　もちろん、これまで姿も見せなかったのに、今日明日にいきなり現れるとは考えにくい。だが、怪しい影がたまに近づいていると思うと、つい足が速くなる賀茂だった。







[image: 第２章　下帯と我が子の面影]







　賀か茂もたちが廃校となった中学校を後にしたのとほぼ同じ頃ころ。

　自らの溢あふれ出す妖よう気きでその中学校を廃校にしてしまった悪の元凶、桂かつらたまは、夕食の材料を買いにスーパーへ向かっていた。

「賀茂さん家ちに来てから初めての一人だけでのお買い物……。やっと私も一人前の家族の仲間入りかな～」

　たまは渡されたメモの紙をぎゅっと握り締しめて、紅こう潮ちようした顔を空に向けた。夜中から今朝けさにかけて降った雨に洗われて、街がい路ろ樹じゆは瑞みず々みずしい緑色を陽光に輝かがやかせている。雨粒に大気中の塵ちり芥あくたを洗われた空は、どこまでも青く澄すみきっている。まるで、うきうきしたたまの心をそのまま映し出しているかのようだ。濡ぬれ落ち葉と泥と水みず溜たまりに汚れた地面から目を背けている限り、実にさわやかな雨上がりの午後である。

　今回のお使いは厄介払いの口実でしかないのだが、もちろんたまは、そんな裏の事情など露つゆほども知らない。珍しく家の役に立てると思い込み、大張り切りで家を出てきたのだった。

　スーパーに着くと、メモに書かれた品を全すべてカートの上のカゴに放り込んで、レジをすませる。そして、持ってきた大きめの買い物袋に、崩れないように詰めた。このスーパーは、袋を持参するとビニール袋代を引いてくれるのだ。

　大きめの袋を持ってきたはずだが、買った物を詰め終えてみるとぎりぎり一杯だった。

「買いすぎたかな……？」

　たまは袋を見て、ちょっと不安そうな顔になった。

　多すぎて持ち帰るのが大変そうだったら、全部買う必要はないと、メモを渡された時にみきから言われた事を思い出す。現在、賀か茂も家にはたまを含めて六人もの人間がいるため、必然的に買う量も多くなるのだ。

　だが今日は、初めてのたった一人でのお使いだ。頼まれた物を買い残して帰るような情けない真似まねはしたくない。少々重かろうと、なんとか持って帰るしかない。

　たまは小さな拳こぶしをきゅっと固めて、決意に満ちた目で袋に手をかけた。

　袋を台の上から引きずり下ろし、両手で抱えるようにして持つ。悲しいほどに平らな胸も、こういう時は安定して便利だ。上体をえび反らせて胸全体で重量を受け止める。

「ん……しょ……っ！」

　荷物をしっかり抱え持った事を確認すると、たまはよたよたと足を踏み出した。

　しかし、この持ち方には非常に重大な欠点があった。

　袋で前が見えないのである。

　しかも、抱き締しめている位置が袋の中ほどのため、そこから袋がひしゃげて上のほうの荷物がバランスを崩し始めた。

「あわわわわ……っ！」

　崩れ出した荷物に気づいたたまは慌てたが、両手で持つのに精一杯で荷崩れを直す余裕はない。崩れようとする方向へ足を踏み出して何とかバランスを取りながら、たまはスーパーから歩道へとよろめき出た。

　そして。

　ドン。

「きゃっ!?」

　前が見えない上に重い荷物がバランスを崩していたという悪条件が重なって、たまは通行人に真っ向からぶちかましを食らわせた。その反動で、後ろにひっくり返って尻しり餅もちをつく。

　幸い、たまが転んだ場所はほとんど乾いていたが、地面に突いた手が水みず溜たまりの中に突っ込んでしまった。跳ねた泥水が数滴、たまの顔にかかった。

「おっと。これは失礼。大丈夫かね？」

　ぶつかった人物が声をかけてきた。見上げると、たまの二倍はありそうな長身にがっしりとした体格。歳としの頃ころは四十代と見られる、いかにも紳士然としたナイスミドルである。髪はオールバックで、お洒落しやれに刈り込んだ口くち髭ひげを生やし、渋いスーツをビシッと着込んでいる。

　紳士はポケットから真っ白な木も綿めんの布を取り出すと、屈み込んでたまの顔をそっと拭ふいた。

「申し訳ない。子供とはいえレディを突き飛ばしてしまった上に、大事な顔に泥水を跳ね上げるとは。この菜な間ま尺しやく八はち郎ろう、紳士として一生の不覚。……立てますかな？」

　菜間と名乗った男は、立ち上がると大きな手を差し伸べた。

「あ、だ、大丈夫です……。すみません……」

　菜な間まの手に縋すがって立ち上がると、たまは真っ赤になって頭を下げた。

「あの、ごめんなさい。私がちゃんと前を見てなかったせいで……」

　頭を下げた拍子に、紳士の右足が目に入った。磨みがき上げられた革かわ靴ぐつは泥に塗まみれ、ズボンの裾すそもビショビショに濡ぬれている。ぶつかった弾みに、水みず溜たまりに踏み込んだらしい。

　たまは、動転してわたわたとハンカチを取り出した。

「あっ、すっ、すす、すみませんっ。あのっ、私っ、すっ、すぐ拭ふきますから、その……っ」

　だが、口くち髭ひげの紳士はやんわりと微笑ほほえむと、たまを押しとどめた。

「いや、これくらいどうということはない」

　穏おだやかな笑みを浮かべたまま、紳士はたまの顔を拭いた布で靴とズボンを綺き麗れいにした。顔を拭かれた時には分からなかったが、布は随分長さがあるらしく、端はポケットに入ったままだった。

　不思議そうに見つめるたまの視線に気がついて、菜間は少し得意げな表情を浮かべた。

「これかね？　これは『下帯』という物だよ」

「シタオビ……ですか？」

「うむ。本来は日本の伝統的な男性用装束なのだが、長さといい厚みといい、ハンカチなどよりよほど使い勝手がいいのでね。日ひ頃ごろから愛用している」

　下帯をポケットに戻すと、菜間は改めてたまに向き直った。

「それより、怪け我がはなかったかね」

「え？　あ、はい。おかげさまで」

　にっこりと笑顔でお辞じ儀ぎをしてから、たまは再び申しわけなさそうな表情になる。

「それより、いきなりぶつかってすみませんでした。それに高そうなズボンと靴なのに、汚しちゃって……」

　謝あやまりかけたたまを、菜間の深みのある声が遮った。

「それは良かった。女性に怪我を負わせたなどとなれば、それこそこの菜間尺しやく八はち郎ろう、紳士として一生の名折れですからな」

　たまはなおも気遣わしげにしていたが、紳士は取り合わず、路上に散乱した買い物袋の中身を拾い始めた。

　それを見て、たまも慌てて地面にしゃがみ込む。しかし、たまがもたもたと大根を一本拾っている間に、菜間はきびきびとした動作で全すべて拾い終えていた。

「あっ、あの……、どうもありがとうございます……。すみません……」

　たまは両手で大根を抱えたまま、すっかり恐きよう縮しゆくして頭を下げた。

　菜間はやんわりと手で制する。

「いや、謝る事はありません。転ばせてしまったお詫わびだと思っていただければいい」

　それから笑って手元の買い物袋を持ち上げた。

「お詫わびついでに、この荷物を君の家まで運ばせていただこうかと思うのだが、構いませんかな？」

「えっ？」

　唐突な申し出に、たまは驚おどろいて手を振った。

「そっ、そんな、そこまでお世話になれないです。だ、だって、そもそもぶつかっちゃったのは私のほうなのに……」

「なに、遠えん慮りよする事はない。レディ・ファーストは紳士の基本ですからな」

「でっ、でも……」

「それに、こんな重い荷物を君一人ではとても運べんでしょう？　またふらついて、誰だれかにぶつかるかもしれん。今回は私だったから良かったが、これが車だったりしたら大変だ。予測される事故を事前に予防するのは、市民の義務というものです」

　菜な間まはそう笑うと、たまの返事も待たずにさっさと歩き出した。

「あっ、あの……っ」

　たまは慌ててちょこまかと菜間に追いつくと、横に並んで歩く。そして、話題を探しながらたまが菜間の顔を見上げると、菜間のほうから快活そうな笑顔で話しかけてきた。

「今日は買い出しかね？」
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「あ、はい。買い出しって言っても、今夜の晩御飯の分だけですけど……」

　たまの返事に菜な間まは驚いた顔をした。

「なんと？　その小さな体で、一晩でこんなにたくさん食べられるのかね。いや、それともこれから大きくなる前兆ですかな」

「え？　あ、あのこれ、一人分じゃないですよ。お家うちの人全員で、六人分……」

　その言葉に、菜間はハッとした。そしてごまかすように照れ笑いを浮かべる。

「あ、ああ、そうか。そうですな。いくらなんでも、一人でこの量はありえんですな。第一、君くらいの年とし頃ごろの少女が一人暮らしというのも普通はありえない。いやはや、私とした事が……。そうか。家族の分か……」

　うんうんとうなずくと、わざとらしく話を変えた。

「……それにしても、君のような小さい体の子にこんなにたくさん買い物させるとは、随分とひどい大人おとなだな。持てる量かどうかくらい、ちょっと考えれば分かりそうなものだが」

　顔をしかめる菜間を見て、たまは自分が叱しかられたみたいに弁解した。

「あっ、す、すみません……。あの、持てそうになかったら、全部買わなくてもいいって言われてたんですけど、ついうっかり張り切りすぎちゃって……」

　恐きよう縮しゆくするたまを見て、菜間は慌てて表情を緩ゆるめると話題を逸そらした。

「だがまあ、いずれにせよ、君のような見るからに非力な子にこういう肉体労働はキツかろう。家事を手伝いたいのであれば、買い物などよりも、台所仕事とかそういう方面で手伝える事を探したほうが良いのではないかね？」

「あ、いえ、私、お料理とか食器洗いとかはしなくていいって言われてて……」

「ほう？　それはまたどうして？」

「さあ、よく分からないです……。多分まだ、お客様扱いされてるって事じゃないかな、って思いますけど……」

　たまは不思議そうな顔で首を傾かしげた。ちなみに、手伝わなくていいと言われている本当の理由は、毎日のように食材を黒焦げにされたり食器を割られていては、家計が持たないからである。そこにあるのはただ経済的合理的判断のみであって、たまへの気遣いのようなものは一切含まれていない。苦しい財政を切り盛りするにあたっては、温情主義の入り込む余地などないのだ。

　しかし、本当の理由を知らされていないたまには、そんな事は知る由もない。知らないのであれば、好意的に解釈しておくのが幸せへの近道である。

「でも私、タダで居候させていただいてる身なのに、そんな気遣いされちゃったらちょっと心苦しくて……」

「それで、今日は珍しくお使いを引き受けたもので、つい張り切りすぎたというわけか」

「そういう事です……」

　たまはうつむいて赤くなる。

　その様子を、菜な間まは無言で微笑ほほえみながら眺めた。

　そのまま二人は黙だまって歩き、やがて町外れの賀か茂も宅に到着した。

「ここに住んでいるのか……」

　菜間はしばし無言で、古ぼけた和風の一軒家を見つめた。先ほどまでの温厚な様子と打って変わって、射抜くような鋭するどい視線。その眉み間けんに、少し皺しわが寄った。

　突然様子の変わった菜間に、たまが恐る恐る尋ねる。

「あ、あの……、どうかしましたか……？」

「え？　あ、ああ、いや、別に……」

　たまの問いに、菜間はハッと我に返った。

「失礼。何でもありません」

　ごまかすようにゴホンと咳せき払ぱらいをすると、ポケットから下帯を取り出して額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「とにかく、荷物はここに置いておけばよろしいですな。では、私はこれで」

　門の前に荷物を置いて、菜間は軽く会釈すると、そのまま立ち去ろうとした。慌ててたまは引き止める。

「あの、良かったらお礼にお茶か何か……」

「いや、お構いなく。先ほどの話では、君は居候の身なのでしょう？　私としても、家の人に何の連絡もなくお客に招かれるというのは、少々気兼ねするところがありますのでね」

「あ、そ、そうですね……。言われてみれば……。じゃ、じゃあ、後でお礼に伺いますから、連絡先か何か……」

「いや、気にしないでよろしい。紳士たるもの、見返りを期待しての親切などはしないものです」

「でも……」

　心残りな目で見つめるたま。

　しばらく菜間は、たまを静かに見返していたが、やがて大きく一つ息を吐いた。

「……いや、本当に構わんのです。荷物を運ぶのを手伝わせていただけただけで、私は十分に満足しておりますので」

　視線を落として小さく苦笑すると、菜間は呟つぶやくような声で語り始めた。

「……実は、私には、ずっと昔に離れ離れになった娘がいましてね」

「………？」

　唐突な話に、たまは不思議そうな顔で菜間を見る。

　菜間はその視線に気づくと、照れたように少し顔を背けた。

「その子が……、つまり何だね、その……、君にそっくりなのですな。瓜うり二つと言ってもいい。……ああ、もちろん、幼い頃ころに別れたのだから、現在の顔を正確に知っているはずなどないのだが、要するにその、面影というか雰囲気がだね、なんとなく……。いや、雰囲気がなんとなく瓜うり二つというのは、随分とおかしな物言いかもしれんが……」

　もどかしそうな調子で菜な間まはオールバックの髪をかき上げた。

「……ともかく、君が他人に思えなかった。こんな重い荷物を持たされていると知って、放っておけなかったのです。それで、思わず手を貸した。……いや、というよりもむしろ、荷物を運ぶ間だけでも、一緒にいられたらと思ったというのが正直なところでしょうな。……自分でも、くだらん感傷とは思いますがね」

　菜間は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「君からすれば、私の申し出など大きなお世話だったかもしれませんな……」

　それからたまのほうに顔を戻すと、穏おだやかな微笑を浮かべた。

「まあ、そういうわけですから、君は何ら引け目を感じる必要はない。私が好きでやっただけの事ですからな」

「そ、そうですか？　でも、すごく助かりました。ホントです」

　そう言ったたまを、菜間は突然真剣な目で見つめた。急に見み据すえられて、たまは言葉を吞のむ。

「一つ、聞いてもよろしいかね？」

「はい。何ですか……？」

「……今……幸せかね？」

「え？　あ、はい。幸せですよ」

　何も考えず素朴に答えてしまってから、たまはふと顔を曇くもらせた。

　以前たまは、知らずに漏らした妖よう気きで十万人に及ぶ被害を出している。大事な友人や、養よう父ふまでも死なせているのだ。その罪の意識が、幸せな今の自分への呵か責しやくとなって、たまの言葉を詰まらせた。

「幸せです……けど……」

　語尾が消え入るように小さくなって、たまは菜間から目を逸そらした。

　そんなたまの様子に、菜間は眉まゆ根ねを寄せた。

「……けど、何かね？」

　その心配そうな声に、たまはハッと我に返る。そして、屈託のない笑顔に戻ると慌てて言った。

「あっ、いえ別に、何でもないです。今は幸せですよ。すごく。本当ですよ。心配いらないです」

「………」

　菜間は、たまの笑顔をしばし無言で眺めた。そして何か言いたげに、唇を震ふるわせた。

　しかし結局何も言わず、菜間は目を優しく細めて軽い吐息を漏らした。

「……そうですか。ならば、いい」

　そして、思い出したように背広のポケットから包みを取り出して、たまに差し出した。

「そうだ。もし迷惑でなければ、娘の代わりに受け取っていただけませんかな」

「……？　何ですか？」

「下帯です」

「シタオビって、さっきの……？」

「うむ。……君なら、きっとよく似合う」

　菜な間まは押しつけるように包みを手渡すと、大きな手でたまの頭を優しく撫なでた。

「では、私はこれで。縁えんがあれば、またお会いしましょう」

「あ、はい。色々ありがとうございました」

　ペコリとお辞じ儀ぎをしてからたまが頭を起こすと、そこにはもう菜間の姿はなかった。

　慌てて辺りを見回すと、来た道を戻っていく菜間が見えた。

「ありがとうございましたーっ」

　小さくなる背中に向かってもう一度お礼を言うたま。

　菜間は振り向かず、片手を上げて応こたえた。

　遠ざかる後ろ姿が見えなくなるまで、たまは菜間を見送っていた。




　たまが玄関の戸を開けて荷物を中へ入れようとしたところへ、賀か茂もが帰ってきた。

「あ、賀茂さん。おかえりなさい。あれ？　一人ですか？」

「うん。アブデルが寄る所があるのを思い出したって言うから、先に帰ってきたんだ。それより、荷物持とうか」

　そう言って賀茂は買い物袋に手をかけた。そして持ち上げようとした途端に顔色が変わる。

「なっ!?　重……っ！」

　両手で何とか持ち上げながら、思わずたまのほうを振り返る。

「よ、よくこんな荷物、一人で持って帰ってこれたね……」

「あ、いえ、実は、たまたま親切な人が手伝ってくれて……」

　たまは荷物を持つのを手伝いながら、簡単にいきさつを説明した。

「口くち髭ひげにオールバックで、ホントに見るからに紳士って感じの人だったんですよ。ちょうど賀茂さんと入れ替わりに帰っちゃったんですけど、すれ違いませんでした？」

「いや、見かけなかったけど。とにかく、気が優しくて力持ちな人にぶつかってラッキーだったね……」

　そのドカベンみたいな紳士にぶつからなかったらどうやって持って帰るつもりだったんだ、などと内心呆あきれながらも、賀茂は笑ってうなずいた。そして心の中で、いかなる事情があろうとも、今後たまを一人だけでお使いに行かせるのはやめさせようと固く誓った。

「それでその人は？　こんな重い物持たせて、何のお礼もなしってわけには……」

「私もそう思ったんですけど、気兼ねしちゃうからいいって、さっさと帰っちゃって……」

「そっか。じゃあしょうがないか。ま、運良くどこかで出会ったら、その時にちゃんとお返しすりゃいいかな」

　買ってきた荷物を冷蔵庫に片づけ終えると、居間で一服する。

「あ、そういえば、その親切な人からこんなものもらっちゃったんですよ」

　たまは思い出したように菜な間まからもらった包みを取り出すと、賀か茂もの目の前で開いた。

「私がその人の娘さんによく似てるから、記念に受け取ってほしいって……」

　出てきたのは、長さ六尺の真っ白なさらしの木も綿めん布。ちなみにこの場合の『尺』は呉服尺なので、一尺およそ三十六センチである。

　賀茂はさらし木綿の端をつまみながら尋ねた。

「何これ？　ただの白い布みたいだけど……」

「えっと、確か『シタオビ』って言ってました。装束の一種だって……」

「シタオビ？　何だろ？　スカーフみたいにして使うのかな……？」

「さぁ？　その人はハンカチ代わりに使ってるって言ってましたけど……」

　とりあえず、マフラーのように首に巻くと、たまは賀茂の前に立った。

「どうですか？」

　ちょこんと小首を傾かしげる。

「どうって……」

　変だ。

　反射的に心の中で即答してしまった賀茂だが、もちろん口には出さない。少し目線を泳がせながら答えた。

「えーっと、そうだな……。見習い忍者みたいかな……」

「忍者ですか？」

「ホラあの、速く走る修行で、長い布を背中に付けて地面に着かないように走るとかいうのが……。知らない？」

「よく知らないですけど……。それってカッコいいですか？」

　本質的なところを突かれて賀茂はギクッとした。

「えっ、えっと、その、たまちゃんはカッコいいって言うより、ホラ、その、どっちかって言うと可愛かわいい系だから、つまりその……」

「か、可愛い……ですか」

　文脈を無視して一つの単語に過剰反応するたま。ボッと赤くなりながらも、まんざらでもなさそうな表情を浮かべる。

　それを見て、何故なぜか賀茂は慌てて訂正した。

「い、いや、そうじゃなくてつまり……って、いや、別にその、そうじゃないってのは何も可愛くないって言ってるわけじゃなくて、っていうか、今話してるのは、その『シタオビ』の着こなし方だろ……」

　純情な年とし頃ごろなのである。

　賀か茂もが四苦八苦していると、この家のもう一人の居候、勘解由かでの小こう路じみきが入ってきた。

　みきは巫女みこ装束を普ふ段だん着ぎにしている筋金入りの巫女さんであり、巫女装束しか服を持っていない筋金入りの貧乏人だ。ちなみに賀茂と同い年か年下くらいのはずだが、わけあって正確な年ねん齢れいは明らかにされていない。

　たまと違って器用なみきは、出張で家を空ける事の多い賀茂の両親に代わって、この家の家事を取り仕切っている。

　ちなみに賀茂の両親は今夜からロンドンへ飛ぶ事になっていて、現在、出発直前に激安価格で放出される航空券を買いに外出中だ。

　それはともかく、みきは居間に入ると、白い布を巻きつけているたまに声をかけた。

「たま様。何をなさっておられるのです？」

「あ、みきさん」

　たまは振り向くと、両手に摑つかんだ下帯を示した。

「実はさっき、こんなものいただいちゃったんですけど……」

　簡単に、お使いの帰りのいきさつを話す。

「……で、別れた娘さんと私がよく似てるからって、これをくれたんです。日本の伝統的な装束って言ってましたけど、どうやって使うのかよく分からなくて……。みきさんだったら分かりますか？」

　みきは六尺の白木も綿めんを手に取って首をひねった。

「……さらし木綿ですね。装束ですか……。何でしょう……」

「あの、シタオビって言ってましたけど……」

「下帯？」

　みきは驚おどろいてたまを見た。

「しっ、下帯といったら、ふんどしの事ですよっ！」

「ええっ!?　ふ、ふんどしっ!?」

　たまと賀茂は同時にみきを見た。

「む、娘の代わりにって渡したのが、ふんどし？　その人、一体何考えてんだ……？　っていうか、それって紳士なのか……？」

　賀茂は呆あきれながら、たまの首から垂れた白木綿を眺めた。

　一方たまは、大慌てで首から下帯を外す。

「ふ……、ふんどしって……みきさん……」

「この長さ、この素材から見ても間違いありません。六尺の白木綿といえば、ふんどしの代名詞です」

「ちょ、ちょっと、どうしましょう……っ。私、くっ、首に巻いたりしちゃいましたよぉ……っ」

　目に涙を浮かべて、たまはみきの袖そでにすがった。

「お、落ち着いてください、たま様」

「落ち着けって、だってふんどしですよ……？　私……」

「よろしいですか？　先ほど伺ったお話では、これは新品だったのでしょう？　包みに入ったまま渡されたと、先ほどおっしゃっていたではありませんか。そうですよね、是これ雄お様？」

「うん。確かに開封したのはたまちゃん自身だけど」

　賀か茂もがうなずくのを見て、みきは再びたまに向き直ると、なだめるように言った。

「ならばこれは、ただの木も綿めん布と一緒です。使用前であれば、断じて汚くなどありません。そうでしょう？」

「そ、それはそう……ですけど……。でも、ふんどし……」

　まだ落ち着かない様子で、直接肌に触れた首筋の辺りを気にするたま。

　たまをなだめているみきの隣となりで、賀茂は床の下帯を拾って眺めた。

「しかし、ふんどしをハンカチ代わりに使うか普通……」

　その瞬しゆん間かん、たまはあっと叫んで血相を変えた。

「そ、そういえば私、顔拭ふかれちゃいました……！」

「顔……？　誰だれに拭かれたのです？」

「その、さっき言ってたナイスミドルな紳士の人に……。ポケットから出してきた下帯で、顔に跳ねた泥水を……」

　おろおろと半泣きになりながら、たまはほっぺたに手をやった。

「確かあの時、端がズボンのポケットに入ったままだったんですよ……。私、てっきり布が長いせいだと思ってたんですけど、もしかしたらポケットに穴が開いてて、そこから中につながってたんじゃ……。だから引っ張っても出てこなかったんじゃ……」

「……という事は、まさか着用中の下帯だったと……？」

　賀茂とみきが顔を見合わせる。たまは跳ね上がるように立ち上がった。

「と、とにかく私、顔洗ってきますっ！」

　部屋から飛び出すと、ばたばたと洗面所へ駆け込む。賀茂とみきもその後に続いた。

　たまが蛇口を一杯に開いてバシャバシャと顔を洗っていると、アブデルが『コミック・タイガーマスクの出身地』と書かれた袋を手に帰ってきた。

「何事だ？　騒そう々ぞうしいな」

「あ、アブデル兄様。実は、たま様がお買い物の帰りに下帯で顔を拭かれたとかで……」

　洗面所の入り口に立っていたみきが軽く説明した。

　ちなみに何故なぜみきがアブデルの事を『兄様』と呼ぶのかというと、みきの目から見てアブデルは、今は亡き実兄に瓜うり二つなのである。アブデルは、どうせ肉体を持つのならとこの世の限界ぎりぎりまで美しい姿を取っているため、みきの思い出の中でどこまでも美化された故人の記き憶おくとピタリと一致しているのだった。

　それはともかく、アブデルはみきの言葉に眉まゆをしかめた。

「ふんどしで顔だと？　変質者か何かか？」

「さあ……。詳しい事は……」

　みきは首を傾かしげた。

　隣となりから賀か茂もが口を出す。

「いや、少なくとも見た目や振るまいは、実に立派な紳士だったみたいなんだけど。物腰も穏おだやかで、買い物袋を持ってくれたり、何かと親切だったって。ふんどしも、単にハンカチ代わりに使ってただけらしいんだけど……」

　アブデルは賀茂の言葉に顔色を変えた。

「ちょっと待て……。実に立派な紳士がふんどしだと……。まさか……」

「ん？　どうかした？」

「一つ聞くが、その紳士とやらは、たまちゃんの顔をふんどしで拭ふいただけか？　他ほかに何もしていないだろうな？」

「え？　あ、そういえば、別れ際にふんどし一本プレゼントされたって。昔別れた娘にたまちゃんがそっくりだからって、君ならきっとよく似合うとか言ってたらしいんだけど」

「な……っ！　その紳士、もしや口くち髭ひげにオールバックではなかろうな……？」

「そういえばそうだったらしいけど、何で……？」

　アブデルは鋭するどい目で賀茂を見み据すえた。

「鈍いぞ賀茂。ふんどしといえば『男』の象徴！　神み輿こしを担ぐ野郎どもも、荒海に立ち向かう海の男も、『さ部』の巻頭カラーグラビアも、全すべてふんどしを締しめている事を知らぬわけではあるまい」

「い、いや、巻頭カラーグラビアはよく知らないけど……。それよりその、やたらと男の香りが濃のう厚こうだけど、そいつってもしかして……」

　賀茂の表情に俄にわかに緊きん張ちようが走った。

　アブデルは重々しくうなずく。

「そうだ。さっき、あの廃校で『見た』ベリアルだ。日ひ頃ごろからふんどしを愛用するだけでなく、人にまで押しつけたがる暑苦しい性せい癖へき。それでいて見た目は寸分の隙すきもない紳士。そんな男はヤツしかありえん」

「兄様、お知り合いなのですか？」

　脇わきで聞いていたみきがアブデルの顔を覗のぞき込む。

「うむ。実はな……」

　アブデルは、たまの妖よう気き跡で『見た』ベリアルについて手短かに話した。

　説明を聞いて、みきの顔が青ざめる。

「……そんな大物が……！」

「しかし、こちらが向こうの動きに気づいたちょうどその日に接触してきたとはな。ギリギリで先手を取られずにすんだが、危ないところだった……」

　アブデルは空いている左手で額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　みきが考え込むように目を横に走らせる。

「今後、少し警けい戒かいせねばなりませんね。たま様にも、気をつけるようお伝えしたほうが良いのでは……？」

「そうだな。だが、怖がりの彼女を余り怯おびえさせて、日常生活に支障をきたしてもいかん。今日の接触でも、強引に拉ら致ちするような気け配はいはなかったのだろう？　それとなく注意を促す程度に留とどめておきたい」

「そうですね……。ではとりあえず、知らない人にはついていかないように、後でよく言い含めておく事にいたしましょう」

「それが良さそうだな。頼むぞ」

　アブデルに肩を叩たたかれて、みきは神妙にうなずいた。

「知らない人にはついてかないようにって……。たまちゃん、あれでも一応高校生なんだけどな……」

　完全に小学生扱いしている二人を見て、賀か茂もはボソッと呟つぶやいた。

　みきとの話が終わると、アブデルが賀茂を振り返った。

「渡されたふんどしも、早めに処分してしまったほうがいいだろう。何が仕掛けてあるか分からんしな。今、どこに置いてある？」

「えと、居間に投げ捨てたまんまだけど……」

　賀茂は居間のほうを振り返った。

「それより、たまちゃんのもらった物なのに、無断で処分しちゃっていいのかな」

「事後承しよう諾だくで十分だ。疑わしい物は出来るだけ早く排除するに限る。それに余り長い間置いておくと、罠わなの可能性を忘れて、ついフラフラと締しめさせてみたくなる危険が大だろう？」

「そんな危険はないっ！　大体、女の子にふんどし締めさせて何か嬉うれしいか？」

　賀茂は呆あきれた声でそう言うと、さっさと居間のほうへ足を向けた。

　居間へ向かおうとした二人に、後ろからみきが声をかける。

「あの、兄様、是これ雄お様。私も何かお手伝い出来る事があれば……」

　賀茂が振り向いて答えた。

「じゃあみきさんには、たまちゃんの事お願いしていいかな」

「たま様の身辺警けい護ご……ですね？　しかと承り……」

「いや、そうじゃなくて、洗面所の後始末とか……」

　うんざりした苦笑いを浮かべて賀か茂もは洗面所を指差す。みきが見ると、激しくしぶきを上げながら一心不乱に顔を洗うたまを中心に、室内はいつの間にやら水浸しだった。

「……な？　け、今朝けさ掃除したばかりだというのに……」

　顔を引きつらせたみきの背景に、一いつ瞬しゆん『がび～ん……！』と描かき文字が踊る。

「風邪かぜ引かないように、服もちゃんと着替えさせといてね。じゃ」

　呆ぼう然ぜんとするみきに向かって賀茂はそう言うと、アブデルと一緒にそそくさとその場を立ち去った。

「……はぁ。かしこまりました……」

　二人の背中に空うつろな返事を返すと、みきはあきらめた表情で白足袋たびを脱いだ。
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　翌日、月曜日の朝。

　週明けからどんよりと曇くもった空の下を、賀か茂も、アブデル、たまの三人が学校へ向かっているところへ、賀茂の同級生である佐さ々さ木き律りつ子こがやってきた。

「おはようございます、あぶでる様。今日もご尊顔うるわしゅうございますわ～っ」

　元・あぶでる様ファンクラブ会員ナンバー一号（註・総会員数一名）にして現在側室一号を僭せん称しようしている彼女は、当たり前のような顔をしてアブデルの隣となりをキープする。一見して、美男美女の組み合わせである。

　だが、アブデルは露ろ骨こつに嫌な顔をすると、絡ませてきた律子の腕を取って腕かいな捻ひねりを決めた。美女はもはや美少女にあらず。律子の美少女としての盛りは、すでに三年前に終わっているのだ。

「ぬわっっと！」

　投げ飛ばされた律子は、すんでのところで素早く体たいを入れ替えて着地した。

「さすがあぶでる様。技の切れは今日も一段と冴さえ渡ってますわね！」

　アブデルは以前律子に極きめられた手首をコキコキと鳴らした。

「ふん。そうそう何度もキサマに俺おれの右の座を占めさせるほど甘くはない！」

　不敵な笑みを交差させる二人。

　傍観していた賀茂が呟つぶやく。

「なんか、強敵と書いて友と読ませる世界だな……」

「お二人とも仲良しですよね」

　たまが吞のん気きに応じる。

　そこで律りつ子こは賀か茂もとたまに気づいたように顔を上げた。

「あ、たまちゃんと賀茂くんもいたの？　おはよ」

「おはようございます」

　たまは素直に頭を下げたが、賀茂は呆あきれて言った。

「っていうか、『いたの？』って今いま頃ごろ気づいたのか？」

「まぁね。ホラ、私って『どんな時でも一いつ生しよう懸けん命めい』がモットーだから。余計なモノは視界に入らないのよ」

　賀茂とたまは余計者だとさりげなく断言してから、律子は話を変えた。

「ところでさ。知ってる？　ウチの校長、辞任したらしいって」

「え？　何で急に？」

　唐突な話に驚おどろく賀茂とたま。

「いや、それがね。なんか『新しい人生に目覚めた』とか言って、突然自分から辞めたんだって。これからは南の島で一年中ビキニに身を包んで過ごすとかって」

「はぁ……？　な、なんだそりゃ？」

「なんだって言われても、言葉どおり『新しい人生』とやらに目覚めちゃったんでしょ」

　律子は困ったように頭を搔かいた。

　そこにアブデルが割り込んだ。

「ちょっと待て律子。詳しい話を聞かせろ……いや、詳しくなくていい。少しだけ、俺おれの質問に答えろ。お前が知っている範はん囲いで構わん」

「何でございますの？　あぶでる様のお役に立てるんでしたら、どんなプライベートな情報でもリークいたしますわよ」

「いや、五十親父おやじのプライベートに興きよう味みはないが。まず一つ。校長のビキニは男物か？　それとも……」

「あ、それは女物の、しかもかなりきわどいハイレグビキニだそうですわ」

「おっ、女物っ？　しかもハイレグ……？」

　傍かたわらで聞いていた賀茂が、思わず想像して素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　だがアブデルは一層真剣な目つきになる。

「次の質問だ。校長はその趣しゆ味みに自分から目覚めたのか？　それとも誰だれか先達に導みちびかれたという事はないか？」

「ああ、そう！　そうなんですの。さすがあぶでる様、よくお分かりで。実は校長、偶然バーで同席した男と意気投合して話し込んでたんですけど、その時に誑たぶらかされたんですのよ。ここにその時の様子を収めたＭＤが」

「は？　ちょっと待て。なんでそんなもの録ろく音おんしてんだ？」

　思わず賀か茂もが口を出す。

「いや、実はここんとこ、しばらくチェックしてたから。何か弱みでもないかなーって」

　律りつ子こは得意げにＭＤを取り出すと笑った。

「校長の弱みなんか握って一体何をするつもりで……」

「いや、ウチで引き取った真ま央おちゃんの事で。一応今の世の中、高卒くらいの資格は取らせてやりたいじゃない？　んで、なんとかウチの学校に押し込めないかなーって思ってさ。校長の弱みとか握ってたら、色々と融ゆう通ずう利かせてもらえそうじゃない？」

　真央とはもちろん前述の、賀茂の元飼い主の猫ねこ耳みみ娘である。彼女は現在律子の許もとに引き取られて暮らしているのだ。

　賀茂は呆あきれたように呟つぶやいた。

「融通って、何も無理に裏口で入れなくても、普通に編入手続きしたらいいだろ」

「そんなの無理に決まってんじゃん」

　即答する律子。

「む、無理ってなぁ……。そりゃ確かに、真央の頭で編入試験は難しいだろうけど……」

「うわ、賀茂くんアンタ何気にひどい事言うわね。仮にもお世話になった元飼い主に対して、完かん璧ぺきな馬ば鹿か扱い？　信じらんなーい。サイテー」

「そ、そっちだって無理に決まってるって言ったじゃないか」

　からかわれていると分かっていても、つい賀茂はムキになって言い返した。

　しかし律子はそんな賀茂を鼻であしらう。

「ふっ。私は、試験に通らないから無理だとは一っ言も言ってないわよ」

「い、いやその、それは……、けど、じゃあ何で無理なんだよ」

「だって編入手続きって、試験だけじゃなくて前の学校の成績証明書とかも要るのよ。けど真央ちゃんってそもそも高校行ってないから、そんな物ないでしょ」

「あ……そうか」

　賀茂は納得してポンと手を打った。

「だから、その辺を大目に見てもらえるようにお願いする必要があるわけよ。で、交渉に際しては、相手の情報が多いほうが何かと有利でしょ？　そんなわけで、ちょっと校長の身辺をチェックしてたわけ」

「なるほど……。真央ちゃんのために一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってるんですね。さすが律子さん」

　単純に感心するたま。

「ま、人間、義理と人情をなくしちゃお終しまいだからね。それに日中だけでもちゃんと学校で監視してもらえると、飼い主としての負担も軽減されるし」

　律りつ子こはそう言うと、うんざりした調子でぼやいた。

「ホントにもう、猫ねこを飼うって大変よ～……」

「そんな事より、早くそのＭＤを聞かせろ」

　待っていたアブデルが急せかす。

「あ、はいはい。私とした事が、ごめんあそばせ」

　律子は慌ててポータブルの録ろく再さいプレイヤーを取り出すと、接続していた集音マイクを外してからアブデルに渡した。

「賀か茂も。お前も一緒に聞け」

　アブデルはイヤホンの片方を賀茂に差し出すと、再生ボタンを押した。

　サーっというノイズにまぎれて、男の声が聞こえる。校長の声ではない。同席した男が喋しやべっているらしい。録音環かん境きようのせいでくぐもっているが、深くて落ち着いた声だ。

『……なるほど。あなたのお気持ちはよく分かります。大切な肉親が自分の許もとからいなくなるのは、誰だれしも寂しいものです。あの寂しさ、あのポッカリと胸に穴の開いたような喪失感は、時が癒いやせるものではない。経験した者であれば、何年も前の事を未いまだに引きずっているからといって笑う事など出来ません……』

　コトッとグラスを置く音。

　しばらく店内の雑音だけが続く。

　やがて、氷がカランと音を立てるとともに、男の声が再び喋り出した。

『……実は私も、娘を失った身でしてね。……いや、あなたとは違い、もっと幼い頃ころに生き別れてしまったのですが。それも、私の些さ細さいな過失から……。正直、かなり塞ふさぎました。その年の夏には海へ連れていってやる約束をしていましてね。娘には少し早すぎるようなビキニの水着を、ねだられて買ってやったばかりでした。私は部屋の隅にうずくまり、着る者のいなくなった水着の包みを抱えて、何日もずっと惚ほうけたように無駄な日々を送っていました。娘のいなくなった痛手から立ち直れる日が来るとは思えませんでした。いや、立ち直りたいとさえ思いませんでした。ずっとそうやって、悲しみに打ち沈んでいたいと思っていました……』

　そこで再び沈ちん黙もく。

　だが、今回の沈黙は短く、すぐに男は続けた。

『……そんなある日です。私は手に持った水着を眺めて思いました。この水着も、せっかく買ってもらいながら結局このまま誰にも着られる事なく朽ちてゆくのかと。それはそれで、何か可哀想かわいそうな気がしました。そして……こういうのを天啓とでもいうのでしょうか……私の脳裏に突然ある考えがひらめいたのです。あの子が着るはずだったこの水着を、私が着てみたらどうなるだろうか、と』

「はぁ？　な、何でそういう発想にいくんだ、このおっさん？」

　じっと真剣な気持ちで耳を凝こらしていた賀茂が、思わず声を上げる。だが、アブデルが静かにするよう無言で威圧した。

『……初めて身につけた女物のビキニの水着は、今までに感じた事のない疼うずくような興こう奮ふんを与えてくれました。そう、まるで、それまで悲しみの檻おりに閉じ込められていた心が、開放的な水着とともに自由に解き放たれていくような……。それ以来私は、常にスーツの下にビキニの水着を着るようになったのです……』

　そこで座り直したのか、椅い子すがきしむ音がした。

『……人生、長く生きていれば落ち込む事もあります。ですが、何が立ち直るきっかけになるか、分からないものです』

　一拍の間が空く。校長の、声にならない息が微かすかに聞こえた。

　やがて男の、温かく包み込むような声が響ひびいた。

『……着てみませんか？　ビキニ』

「って、なんなんだ、この一連の語りはっ！」

　耐え切れずに再び賀か茂もがツッコミを入れた。

「せ、せっかく途中まで、いい話なのかと思って聞いてたのに……」

「そりゃ思う賀茂くんが悪いわ。初めから、校長を『新しい人生』に目覚めさせた男の録ろく音おんだって言ってあったでしょーが」

　律りつ子こが小こ馬ば鹿かにしたように言う。

「ちなみにこの日の晩に帰宅してから開口一番、ビキニ着て南の島で暮らすって宣言したらしいわよ」

「って事は、これで校長は説得されたのか……？　大丈夫か、校長？」

　賀茂は信じられないといった顔でＭＤプレイヤーを見た。

「まあ、人間、心の隙すき間まに付け入られたら、脆もろいものだからな」

　アブデルがイヤホンを外しながら、悟ったように息をつく。

「それより律子よ。この男の外見については、何か情報はないか？」

「あ、はい。それが、結構立派な服着た紳士でございまして。口くち髭ひげなんか生やしたりして、いかにもなジェントルメ～ンでございましたわ」

「そうか。十分だ」

　アブデルはうなずくと、賀茂を近くに引き寄せた。

「聞いたな、賀茂よ？　この変態趣しゆ味み、そしてその紳士的な容よう貌ぼう。間違いなく、ヤツだ」

「や、ヤツって言うと、やっぱベリアル……？　でも校長なんか誑たぶらかしてどうするんだ？」

「一つにはヤツの趣味だ。他人の人生で遊ぶのが何よりも好きな男だからな。そして二つ目は、同好の士を増やそうというのだろう。世間で肩身の狭い趣味を持つ者ほど、仲間を欲しがるものだ。かつてヤツが天にいた頃ころも、似たようにして誑かされた天使が数え切れぬほどいたものだ。俺おれも一度、スクール水着を着てみないかと誘われた記き憶おくがある」

「アブデルも……？」

「もちろん、神に最も忠実なる俺おれは、ヤツの囁ささやきなど断固として退けたがな。美少女が着るためだけに存在している神聖なる着衣を、野郎の分際で身に纏まとうなど、神への冒ぼう瀆とくに他ほかならん」

　苦々しい顔でアブデルは吐き捨てた。

「それよりアブデル。昨日たまちゃんに接触したのと重なる時期に、学校の校長にも手を伸ばしたって事は、やっぱ何かつながりあるのかな……？」

　賀か茂もは少し緊きん張ちようした面持ちで尋ねた。

「うむ。もちろん無関係ではなかろう。前の校長を辞任させた後あと釜がまに、自分の息がかかった者を送り込んでくる腹積もりかもしれん。というよりむしろ、それが本来の目的なのではないか？　狙ねらいは当然ながら、たまちゃんを常時身近に監視するために違いない」

　アブデルの言葉に、賀茂は汗を浮かべた。

「恐れるな。こうやって遠回しに様子見をしているという事は、いきなり行動に出るつもりはないという何よりの証あかし。彼女の安全は当面保障されていると考えていい。ここは俺たちとしては、焦ってむやみに事を荒立てるより、奴やつらを泳がせて様子を見るほうが賢けん明めいだ。まだ、向こうの最終的な狙いや、どのくらいの規模の人数が動いているのかなど、何一つ摑つかめておらんのだからな」

「そうだな。何も知らないふりをして、それとなく相手の動向を探るのが一番か」

　真剣な顔で賀茂はうなずく。

　一人遅れてＭＤを聞こうとしていたたまが、様子に気づいて賀茂の顔を覗のぞき込んだ。

「どうかしたんですか？　二人で真剣に話し合ってますけど……？」

「え？　あ、いや別に、なんでもない。ただその、校長が辞めたっていうから、新しい校長はどんな人かなって……」

　慌ててごまかす賀茂。

「あ、そうですね。ちょっと楽しみですね。今日、月曜日だから朝礼で見れるかも。どんな人が来るんでしょうね」

　あっさりとごまかされると、たまはちょっとわくわくした調子で賀茂たち三人を見回した。

　その頭をポンと叩たたきながら律りつ子こが言う。

「そんな急には来ないでしょ。私はこのまま校長不在で今日の朝礼がなくなる事を期待するけどね」

「ボクとしても、今日はまだ来ないほうがいいな」

　律子とはまた違った理由で、賀茂は呟つぶやいた。

　そのまま新しい校長についての勝手な予想を話題にしながら四人は学校へ向かったが、賀茂は不安が先立ってしまって、終始うわの空だった。




　残念ながら律りつ子こや賀か茂もの期待もむなしく、朝礼はなくならなかった。それどころか、早くも新任の校長の挨あい拶さつがあった。

　壇だん上じように姿を現したのは、お洒落しやれに刈り込んだ口くち髭ひげを生やし、髪を綺き麗れいなオールバックに撫なでつけたナイスミドル。オーダーメイドのスーツを寸分の隙すきなく着こなした彼は、完かん璧ぺきな身振りでマイクの前に立つと、深みのあるバリトンの声を響ひびかせて挨拶した。

「おはようございます、皆さん。私が、今日から新しくここの校長を務めさせていただく事となった、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうです」

　それを聞いたたまは、思わずあっと声を上げそうになった。

「き、昨日のあの人、新しい校長先生だったなんて……」

　校長として挨拶したその紳士は、間違いなく昨日荷物を運ぶのを手伝ってくれた人物に相違なかった。壇上からたまの姿を見つけたらしく、一いつ瞬しゆんニコリと微笑ほほえみかける。

　たまはなんとか小さな会釈を返すと、どぎまぎしながら顔を紅こう潮ちようさせた。

「こ、これでちゃんと、昨日のお礼が出来るかも……。後でご挨拶に行ったほうがいいかな……。でも、学校の中でそういう個人的な事って、あんまり話さないほうがお行ぎよう儀ぎいいような気もするけど……」

　ちらちらと壇上の菜間校長を見ながら、ぶつぶつと独り言を呟つぶやく。

　一方、菜間の姿を見たアブデルも、サッと顔色を変えた。

「あの姿……。まさか、ヤツ自身が乗り込んでくるとは……！」

「や、奴やつって、ベリアル本人……？」

　賀茂が小さい声で聞き返す。

「うむ。しかし生尺とはまたなんという卑ひ猥わいな名を……」

「生尺じゃなくて菜間・尺八郎だろっ！　女子もいるのに、朝っぱらから変な事言うなっ！」

　囁ささやき声でツッコみながら、周囲を気にする賀茂。だが幸い、他ほかの生徒たちは私語に夢中で聞かれてはいなかったらしい。

「それより、本人が校長になったってのは、案外向こうは単独行動だったりするんじゃないのかな？」

「ううむ……。ヤツは、地獄の全権大使を務めるほどの大物。単独で動くとは考えがたいが……。だが、確かに今のところ、全すべてヤツ自身が一人で動いているのも事実だ。何かの事情で隠おん密みつ行動を取っているのかもしれん。まずはそこから探る必要があるな」

「うん」

　賀茂はうなずくと、菜間に向かって『眼め』を開いた。アブデルが語ったとおりの上級悪あく魔まであれば、賀茂の霊れい視し能力では何も『見え』ないだろうが、ダメ元でやってみても損はない。

　しかし、その様子に気づいたアブデルが慌てて賀茂の肩を摑つかんだ。

「賀茂！　何をやってる？」

「な、何って、ダメ元でちょっと『見て』みようかと……」

「馬ば鹿か者！　よせ！　後悔しても知らんぞ！」

「こ、後悔って…………。え？」

　その瞬しゆん間かん、視線に気づいたのか、菜な間ま校長は賀か茂もたちのほうへ目を寄よ越こした。その口端に、余裕のある紳士的な微笑が浮かぶ。

「くっ！　マズい！　やめろ賀茂！」

　アブデルがそう言った時にはすでに、賀茂は菜間校長に『眼め』を張りつけたまま、頓とん狂きような声を上げていた。

「なっ！　なああぁぁ………っ!?」

「くっ。遅かったか……。この間抜けが……」

　アブデルは額ひたいを手で覆おおって顔をしかめた。

「っていうか……、何だアレ……？」

　賀茂は肩で息をしながら尋ねる。

「あの男は昔から、自分を霊れい視ししようとした者の『眼』に己の恥ずかしい姿態を『見せ』て喜ぶ性せい癖へきがあるのだ。だからよせと言ったのに……」

「……それを早く言ってくれ……。おぇ……。っていうか、あんな毛むくじゃらのマッチョのくせに、何で女物のシルクの……」

「よさんかっ！　それ以上言うなっ！　想像してしまうではないかっ！」

　アブデルは大急ぎで両耳をふさいだ。

「う……っ。っていうか、前の校長もああいう世界へ逝いっちゃったのか……。何かもう、朝飯戻しそう……」

「奴やつの恐ろしさが少しは分かったか」

「うん……。確かにアレは、手を触れたくないな……。甘く見てた……」

　朝っぱらから気持ちの悪いモノを見てしまった賀茂は、口元を押さえながら青い顔でげっそり呟つぶやいた。

「だろう？　しかし、マズいな」

「マズいって？」

「分からんか？　奴はお前の不ふ審しんな視線に気づいて、試したのだ。普通の人間なら何も『見え』ず無反応だが、何らかの反応を見せれば、奴の醜しゆう怪かいな肉体を『見た』という事だろう？」

「………！」

　苦々しく校長へ目を向けるアブデルを見ながら、賀茂はハッとした。

「さっきのリアクションで、少なくともお前が霊れい視し能力を持っている事は完かん璧ぺきに奴にバレた。今後、警けい戒かいされるのは避さけられん。ヤツの事を探るのも面めん倒どうになりそうだな」

「そ、そうだな……。ゴメン」

「こちらを牽けん制せいするために先手を打ってくる可能性もある。同じ校内にいるのだから油断出来んぞ」

　賀か茂もはゴクリと唾つばを飲み込んでからうなずいた。

　それから視線を菜な間ま校長に戻すと、ちょうど新任の挨あい拶さつが終わるところだった。お辞じ儀ぎをして下がった菜間校長には、賀茂たちを意識している様子はもう見えなかった。




　この日、この学校にもう一人の新参者がいた。１─Ｂの教室、たまのいるクラスである。

　朝礼の余り時間のホームルームで、担任の教師が皆に紹介する。

「はい。静かに。今日からこのクラスに入ってきた、菜間さんです」

　お下げ髪に分厚い黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけたその少女は、ややはにかみながらもどこか気品のある調子で頭を下げた。

「初めまして、皆様。菜間……真ま理り子こと申します。これまで父の都合で世界中を転々といたしておりましたので、時々非常識な言動もあるかと存じますが、どうか皆様、よろしくお願いいたします」

　全体的にゆっくりとした口調だが、滑かつ舌ぜつの良い明るい声で挨拶すると、育ちの良さそうなおっとりとした笑顔で教室を見回した。その慎つつましくも上品な雰囲気に、思わず教室内からため息が漏れる。女子が転入してきた時に必ずあるはずの、スリーサイズや彼氏の有無といった質問も、淑しゆく女じよ然とした真理子の雰囲気に圧倒されて出てこなかった。

「じゃ、菜間さんはあそこの空いてる席に座ってくれる？」

　担任の教師が、たまの隣となりの空席を示す。

「はい。かしこまりました」

　真理子は優雅にうなずく。

「じゃ、もうすぐ休み時間だし、先生は去りますね。みんなで親しん睦ぼくを深めててください」

　担任がそう言って教室を出るのとほぼ同時に、休み時間のチャイムが鳴った。

　真理子は担任が出ていくのを見送ってから、眼鏡をズラして裸眼で席の位置を確認した。

　他ほかのクラスメイト同様に真理子に見とれていたたまは、慌てて隣の机に飾ってあった花を見た。この席は元は死んだ親友の席で、たまは毎日花を飾って故人を悼んでいたのだが、転入生の真理子にそんな事情が分かるはずもない。転校初日から自分の席に供く養よう花などが飾られていたら、ただの新入りイビリか嫌がらせ。そして犯人のたまは十五の身空でお局つぼね様だ。

　席に向かってしずしずと歩いてくる真理子を見ながら、急いで片づけようと花か瓶びんに手を伸ばすたま。

　しかし、焦りすぎて手が滑った。伸ばした右手が花瓶を弾はじき飛ばす。

「あっ！」

　たまの悲鳴も空むなしく、花瓶は真理子に向かって綺き麗れいな放物線を描いた。

　バシャッ！

「きゃっ!?」

　のけ反った真ま理り子こは、そのまま後ろにヘタっと尻しり餅もちをついた。その臍へその真上辺りに、抱き留められるようにして花か瓶びんは落下。そのまま水がダラダラとこぼれる。

「あ、ああああ、あの……」

　出合い頭にいきなり水を引っかけてしまった自分にうろたえるたま。これなら、供く養よう花を飾りっ放しのほうが実害がない分まだマシだ。

　他ほかの生徒たちは、たまの失態はもはや日常なので、一様に『見なかった事にしよう』とばかりに目を逸そらした。

「すっ、すみません……っ！　だっ、大丈夫ですか……？」

　たまは我に戻ると、慌ててハンカチを取り出して駆け寄る。

　真理子は転んだ弾みに落とした眼鏡めがねを拾いながら、優しい笑顔を浮かべて答えた。

「大丈夫ですわ。拭ふく物なら持っていますから。ありがとう」

　立ち上がって鞄かばんの外ポケットから真っ白いさらしの木も綿めん布を取り出すと、眼鏡の水滴を拭き取って何事もなかったかのようにかけ直す。続いて、服にかかった水を拭き始めた。

　その白い木綿布を見て、思わずたまは目を見開いた。昨日の菜な間ま校長との一件が頭に甦よみがえる。

「あ、あの……それってもしかして……」
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「はい？　これの事かしら？」

　真ま理り子こは手に持った白木も綿めんをちょっと上げて聞き返す。たまはコクリとうなずいた。

「それ、もしかして『下帯』ですか……？」

「え……？」

　唐突な質問に、真理子の眼鏡めがねがずりっとズレた。そのままたまを見つめて目をぱちくりさせる。

　やがて、ようやく我に返った真理子は、何故なぜかムキになって否定した。

「ちっ、違います！　これはただのさらし木綿です！　わたくしはふんどしなんかをハンカチ代わりに使った事はこれまで一度もないし、これからだって永久にありませんわ！」

　突然大声を出した真理子に、教室内がシンと静まる。その空気に、ハッと我に返る真理子。クラスメイトたちの視線を背中に感じて、真理子はみるみる赤面した。

「や、やだわ。わたくしとした事が、こんな人前で取り乱すだなんて……」

　両手で頰ほおを押さえながら、恥ずかしそうに目だけで周囲を見る真理子。

　たまは少しどぎまぎしながら謝あやまる。

「い、いえ、あの……、ごめんなさい。その、下帯をハンカチ代わりに使ってるって人を知ってたんで、その、真理子さんもそうなのかなって思って……」

「下帯を、ハンカチ代わりに……？」

　たまの言葉に真理子は眉まゆをひそめた。

「もしかして、わたくしの父かも……」

「え？」

「もしかして、あなたがその方に出会われたのって、昨日のお昼過ぎ、お買い物の帰りじゃありませんでした？」

「あ、そうです。荷物持つの、手伝ってくださって……」

「やっぱり父だわ。生き別れた娘にそっくりの子に会ったって、あなたでしたの」

　手を合わせて真理子は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「え？　じゃ、じゃああの人、真理子さんのお父さん……？　でも、新しい校長先生ですよね……？　親子で同じ学校なんて、何だか珍しいですね」

「いえ、本当はこの学校に通うのは私だけのはずだったんです。けど、あの父は何を思ったか、突然『若人わこうどから校長と呼ばれてみたい』とかわけの分からない事を言い出して……」

　真理子はうんざりした笑顔でため息を漏らした。

「そ、そんな簡単になれるんですか？　校長先生って……？」

「さあ、どうなのかしら……？　普通は無理に決まってると思うんですけど、ウチの父は普通じゃないから……」

　苦々しく頭を振る真理子。それを見て、たまは思わず擁よう護ごに回る。

「で、でも、菜な間まさん……じゃなくて菜間先生は、私と会った時はすごく優しくて親切ないい人でしたよ」

「そ、そうですか……？」

　真ま理り子こは少し意外そうな、だが嬉うれしそうな顔で聞き返した。

　それを見て、たまは条件反射的に菜間校長の話題を振った。相手の喜ぶ話題を振るのは、お人ひと好よしに生まれついた者の本能だ。

「そういえばあの、さっき自己紹介で、お父さんの都合で世界中を旅して回ってたって言ってましたけど、真理子さんのお父さん……っていうか、校長先生……ってどういう人なんですか？」

「ウチの父ですか？」

　案の定、真理子はややはにかんだ笑顔で応じた。

「ウチの父は……」

　夢見るような調子で宙を見つめ、父親の事をあれこれ思い浮かべる真理子。

　だが、真理子は突然思い直したように口を噤つぐんだ。そして、あきらめきった暗い顔で呟つぶやく。

「……ごめんなさい。あんな父でも、今日までわたくしを育ててくれた父ですから。悪口は言いたくないの……」

「え？　ど、どういう事……」

　要するに、父について何か語れば、全すべて悪口になってしまうという事だ。だが、単細胞のたまにはこういう婉えん曲きよくな表現は通じない。不思議そうな顔で真理子の顔を覗のぞき込む。

「あの、真理子さん。悪口じゃなくて、もっと普通の事でいいんですけど……」

「いえ、ですから……」

　真理子が困った顔で口に手を当てたところで、次の授業のチャイムが鳴り、話は中断した。

　しかし、転入したての真理子はまだ教科書を持っていなかったので、隣となりの席のたまが見せる事になった。必然的にたまは真理子にとって転入最初の友人となり、四時間目の授業が終わる頃ころには家に誘われるほどに打ち解けていた。
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　その日の昼休み。

　朝のショックで食欲のない賀か茂もの隣となりで、アブデルは十二、三人前はある昼飯をがっついていた。このうちの二、三人前は、居い候そうろうにして自称妹のみきが『お兄様』のために作った分で、残る十人前はすぐ側そばに控えている自称側室一号、律りつ子この手によるものだ。

　賀茂も以前、たまに弁当を作ってもらった事があったが、諸しよ般はんの事情で現在はやめてもらっている。せっかくのたまの好意を断るのは忍びなかったが、賀茂だって長生きしたいのだ。

「しかしアブデルも、律子の事『すでに女としての盛りを過ぎた』とか何とかボロクソに言っておきながら、よく平気で弁当食えるよな……」

　呆あきれた調子で言う賀茂に、アブデルは箸はしを止めずに涼しい顔でうそぶく。

「何を言う。たとえ意にそまぬ相手であろうと、弁当の出来の善し悪しとは関係ない。美味うまい弁当を作ってきたのであれば、それはそれとして認めてやるのが公平な態度ではないか？　公正な評価よりも好き嫌いの感情を優先させる態度は、偏見と言うのだぞ」

「さすがあぶでる様。何て公平なお方！　評価していただけて光栄ですわ！」

　隣で聞いていた律子がどさくさに紛れて抱きつく。その腕が頸けい動どう脈みやくの圧迫を狙ねらっている事に気づいたアブデルは、クラッチが決まる前に全力で振り払った。

「勘違いするな、この年とし増ま女っ！　弁当の評価と好悪の情とは別物だとはっきり言ったはず！　いかに美味い飯を作ろうと、キサマがすでに俺おれの守備範はん囲い外である事実は揺るがんのだっ！」

「まあ、それはそれで一貫した主張だな……」

　賀か茂もは傍観者の立場で呟つぶやいた。

　その時。昼の放送を遮って、突然生徒の呼び出しがあった。

「えー、二年Ｂ組の賀茂君。校長室へ来てください。もう一度繰くり返します。二年Ｂ組の、賀茂是これ雄お君。至急、校長室まで来てください」

「……！」

　賀茂はギョッとして反射的に席を立つと、スピーカーを見た。その表情が無意識のうちに強こわ張ばる。

　その怯おびえたような反応に、律りつ子こが俄にわかに目を輝かがやかせた。

「なになに？　校長室に呼び出しって、賀茂君アンタ何かヤバい事でもやったの？」

　賀茂の緊きん張ちよう感などお構いなく、剝むき出しの好奇心で尋ねる。

「いや、特に心当たりは……」

　曖あい昧まいに否定してから、賀茂はアブデルに不安な目を向けた。

　アブデルも箸はしを動かす手を止めて、真剣な顔でうなずく。

「行くしかあるまい」

「でも……」

「大丈夫だ。俺おれも一緒に行く」

「あ、じゃあ私も」

　律子が、あたかも当然のような顔で一緒に立ち上がる。

　それを見た賀茂は慌てて止めた。

「いや、来るなって！」

「何でー？　いいじゃん、面おも白しろそうだし。それに、叱しかられる時は大勢のほうが怖くないわよ」

「そ、そりゃそうだけど、でも呼ばれたのはボク一人だけだし」

「んじゃ何であぶでる様はついてくワケ？」

「だからそれは……」

　危険である事を説明するには菜な間ま校長の正体を教えなければならない。しかし、身の安全より好奇心を常に優先させる律子の性格を知っているだけに、それを教えるのは不安だ。かといって、何の説明もせずに、律子だけついてくるなと言っても納得しないだろう。説明したところで引き下がるとも思えないのだが。

「いいでしょ、ついてくだけだし。私も真ま央おちゃんの事とかあるし、新しい校長と接触する機会は欲しいのよ」

「それは分からなくもないけど……」

　言葉に詰まる賀茂を見兼ねて、アブデルが口を挟んだ。

「いいだろう。ならば一緒に来い。その代わり、何が起こってもついてきたお前の責任だからな」

「おい！　アブデルちょっと！」

　賀か茂もは慌てたが、アブデルは静かに耳打ちした。

「やむをえんだろう。来るなと言っても、どうせこっそりついてくるに決まっている。それなら一緒に来させたほうが、俺おれたちの目が届くだけまだ安全だ」

「そ、それもそうだな……」

　賀茂は納得してうなずいた。そして三人連れ立って校長室へ向かった。




　校長室ドアの前に来ると、賀茂は気持ちを鎮しずめるように深呼吸をした。アブデルがそっと忠告する。

「呼び出した目的が何かは分からんが、決して恐れるな。分かっていると思うが、魔ま力りよくはすなわち影えい響きよう力。相手に吞のまれ、精神的に支配下に置かれたら、それはもはや敵の術中に落ちたと同じ事だからな」

「分かってる」

「よし。ケツの穴引き締しめていくぞ。比ひ喩ゆではなく」

「え？　それってどういう……」

　今朝けさ『見た』悍おぞましいビジョンが脳裏に甦よみがえって、賀茂は違う意味で青ざめた。

「言葉のとおりだ。行くぞ」

　アブデルはさっさとドアをノックした。やむなく賀茂はドアを開ける。

「失礼します……」

　校長室に入ると、菜な間ま校長は食後のティータイムを満喫しているところだった。

　華美になりすぎない程度に装飾された上品なティーセット。そのティーセット一式が載っている机は、いつの間に入れ替えたのか、豪華なマホガニー製の高級机である。更に気がついてみると、足元も卵を落としても割れないような毛足の長い絨じゆう毯たんだった。

　菜間校長は賀茂の姿を認めると、目め尻じりに皺しわを作りながら快活な笑みを浮かべた。

「やあ。お待ちしていました。賀茂是これ雄お君ですな？」

「初めまして……。賀茂です」

　距離を取ったまま、賀茂は警けい戒かいしながら頭を下げた。

　菜間校長は、賀茂の後ろに目をやって笑う。

「しかし、これはまた大勢で来たものですな」

「す、すみません。どうしてもついてくるって言うんで……」

　賀茂は後ろ頭を搔かきながら、主に律りつ子こを指差した。

　菜間校長は、ほんの一いつ瞬しゆんだけ真剣な眼まな差ざしで律子を『見た』。そしてうなずく。

「……部外者というわけではなさそうですな。ま、同席されても構わんでしょう」

　そう言うと、ティーカップを置いて、大きな手で来らい賓ひん用のソファを示す。

「なに、恐きよう縮しゆくする事はありません。呼び出しを食らった友達についてきてくれるなど、なかなか美しい友情ではないですか。ま、立ってないでお座りなさい」

　賀か茂もたちは勧められるままに座った。

「さて、と。一応今朝けさ全校生徒に向かって自己紹介はすませたのだが、こうやって差し向かいで話すのはこれが初めてですな。初めまして。菜な間ま尺しやく八はち郎ろうです。よろしく」

　精力的な笑顔を浮かべて、菜間校長は握手を求めた。

「あ、よ、よろしく……。初めまして……」

　不格好に会釈をしながら握手に応じる賀茂。

「そう緊きん張ちようせんでよろしい。校長と生徒の関係で話をするつもりじゃあないのです。どうせ熾し天使のアブデル君から私の事は聞いておるのでしょう？」

　ニヤリと笑うと、菜間校長はアブデルに手を差し出した。

「お久し振りですな。相変わらずお元気そうだ」

　アブデルは腕を組んだまま、握手を拒んだ。

「悪いが中年男の手は握らん主義だ。特に指の甲にびっしりと剛毛が生えたタイプはな」

「おっと失礼。そう言えばそうでした。変わりませんな、あなたは」

　菜間校長は懐なつかしそうな調子で苦笑する。

　その様子を見ていた律りつ子こが、賀茂を突つついてひそひそと聞く。

「え？　何？　校長とあぶでる様って知り合いなの？」

　賀茂が答える前に、菜間校長がするどく聞きつけて答えた。

「知り合いどころか、天地開かい闢びやく以前からの旧知の仲ですよ。もっともこの世が創つくられた頃ころには、私はすでに天界を追われて堕天使の身でしたが。初めまして、美しいお嬢じようさん」

　たとえ堕天使といえども、あくまで紳士らしく女性に対しては社交辞令を忘れない。穏おだやかな笑みを湛たたえたまま、右手を差し出す。

　律子も、相手が人間でないからといって恐れる玉ではない。差し延べられた手をがっしりと握って、力強くシェイクした。

「二年Ｂ組の佐さ々さ木き律子です。よろしくー」

「こちらこそよろしく。しかし、三人も来るとは思っていなかった。少し、このままでお待ちいただけますか」

　そう言うと、席を立って事務の人に声をかける。

「すみませんが、カップを追加していただけますかな？　それからお湯もいただきたい」

　事務の人が持ってきたカップとポットを受け取ると、菜間校長は茶葉を入れたティーポットにお湯を注いだ。

「葉はアッサムですが、よろしいですか？　香りづけにアールグレイを一匙さじブレンドしてやるのが最近の好みでしてね。ミルクを入れて、砂さ糖とうなしで飲むのが一番美味うまい」

　そう言いながら、三人に紅茶を淹いれて勧める。

「どうぞ」

　賀か茂もは目の前のティーカップを戸惑ったように眺めた。隣となりを見ると、アブデルも律りつ子こも当たり前の顔をして口に運んでいたが、仮にも菜な間ま校長は悪あく魔まである。何か入っていそうで、小心者の賀茂には手を出す気になれない。

　そんな賀茂の様子を見て菜間校長が尋ねる。

「紅茶は嫌いですか？　コーヒーのほうがお好みでしたかな？　それとも日本茶？」

「あ、いえ……。それより話っていうのは……？」

「ああそうだ。忘れるところだった。どうも、この歳としになると忘れっぽくていけませんな」

　菜間校長は両手を握り合わせると、ズイと身を乗り出した。肩幅のある上体は、それだけでもかなり威圧感がある。賀茂は気け圧おされて身を引く。

「……君の家に、女の子がいるでしょう？　背が低くて、ショートヘアの子ですが」

「……！　たまちゃんの事ですか……？」

「そう。その彼女です」

「何でウチにいる事を……」

「そんなもの、名めい簿ぼを見ればすぐ分かるじゃあないですか。それに私は一度、君の家の前まで行っています」

「そ、それで、たまちゃんが、どう……？」

　菜間校長は、少し間を取るようにティーカップに口をつけた。そして一口すする。

「……あの子は人ではない。悪魔だ。それはご存じですな？」

　賀茂はうなずく。

「知ってますけど、それが……？」

　菜間校長は、カップを置くと両手の指を組んだ。そしてじっと賀茂を見つめた。

「単刀直入に言おう。あれは私の子だ。彼女を引き取りたい」

「………！」

　いきなり真っ向から切り出されただけではなく、予想外の事まで言われて、賀茂は一いつ瞬しゆん言葉を失った。アブデルと律子も、意外な事実に驚おどろきの表情を浮かべる。

「わ、私の子って……。つまり、校長が、たまちゃんの父親……？」

　なんとかかろうじて聞き返す賀茂。

「そうです」

　菜間校長はうなずく。

　賀茂は半信半疑のまま、菜間校長に問いただした。

「だ、だけど確かたまちゃんって、ダンボールに入れられて捨てられてたって……。一いつ旦たん捨てておきながら、何で今更……？」

「そんなプライベートな事を話す必要はない。それより、彼女を引き取りたいという私の申し出への返事を伺いたいのですが」

　その時、すぐ隣となりからアブデルが断固とした態度で答えた。

「断る」

　菜な間ま校長はアブデルに顔を向けると、ソファに深く腰かけ直した。

「ま、あなたはそう言うだろうと思っていました。あなたの好みはよく存じていますからな」

　ちょっと笑って指を組む。

「無論、タダでとは言いません。引き取るに当たっては、出来る限りの見返りを用意させていただくつもりです」

　アブデルはうさん臭そうに菜間校長を見返した。

「何故なぜキサマが、そこまでして彼女を望む？　今まで放ったらかしにしておきながら、突然彼女を取り戻そうとする目的はなんだ？」

「それに答える必要はありません。ただ強しいて言えば、人間の中で暮らそうとして無理をするより、悪あく魔まは悪魔らしく伸び伸びと生きてほしいと願っている。父として、そして、同じ悪魔として。これでは不十分ですかな？」

「論外だ」
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　アブデルは吐き捨てた。

「捨て猫ねこのようにダンボール詰めにして子供を捨てたキサマが『父として』とは片腹痛い！　しかも悪あく魔まらしく生きてほしいだと？　せっかく過去を悔い改め、ようやくにして神の御み心こころに適かなう道を歩み始めた彼女を、キサマのような罪に穢けがれた悪魔の手に委ゆだねるような真似まねがどうして出来ようか！」

「神の御心……ですか。だが、果たしてそれが彼女の幸せかどうか……」

「彼女は今、周囲に害を及ぼさぬよう、一時たりとも気を抜かず己の妖よう気きの制御に注意を払っている。食事の時も寝ている時もだ。これは凄すさまじい精神力なのだぞ。償つぐないようのない過去への悔恨、そして悪魔としての自分から脱却しようという必死の思いがあればこそ可能な事ではないか」

「悪魔としての自分から脱却……ですか」

　菜な間ま校長は一つ息を吐くと、少し沈ちん黙もくした。カップを口元に運び、軽く唇を湿らせる。

　カップを戻すと、菜間校長はアブデルに向かって再び口を開いた。

「ですが、一つお聞きしたい。悪魔であって何が悪いというのです？」

「何がだと？　愚問だ。存在自体が悪だからこそ悪魔と呼ばれるのではないか。キサマのような醜しゆう悪あくな中年マッチョ親父おやじに何の存在意義がある？」

「い、いやアブデル……、それはかなり問題発言じゃ……」

　隣となりで聞いていた賀か茂もが思わずたしなめる。

　だが菜間校長は動じない。

「醜悪なマッチョ……ですか。だが、それに何の問題があるのです？　あなた方の言葉を借りれば、神は全すべての属性を兼ね備えた無限なる者。であれば、あなたが神に完かん璧ぺきな美少女を見み出いだすように、我らがマッチョなナイスガイを見出したとて、何も咎とがめられる事ではありますまい？　あなたにとって善なる神は、我々にとっては悪なる神である。あなたにとって神が美少女であるように、我らにとってはマッチョな親父が神である。それだけの事でしょう？」

「詭き弁べんを弄ろうすな！　神は『美少女である』のではない。『美少女でもある』のだ！　一切であるがゆえに、一つの属性には決して縛しばられない。それが神ではないか。それを『野郎な臭においのぷんぷんするマッチョ』のみに限定し、それだけに押し込めようとする態度が背信だというのだ」

「そうですな。そしてそれが、私が神に背かざるを得なかった理由なのです」

　菜間校長は小さくため息をついた。

「あなたの言い分では、神は『美少女であると同時にナイスガイである』事になり、『何者でもあるが故に何者でもない』という事になる。ですが、こんな明らかな矛盾を、一体誰だれが受け入れられるのです？　こんな不合理な存在に帰依しろというほうが無む茶ちやというものだと思いませんか？　真の信仰とは、理性にも納得出来るものであるべきではないでしょうか。父なる神であるのなら、それらしくゴツい親父おやじだけであってほしいと思うのはごく自然な感情だと思うのですがね」

　菜な間ま校長の言葉に、アブデルは話にならないといった調子で反はん駁ばくした。

「何を言うか。矛盾の統一こそが、神の卓越した特徴だ。矛盾した要素を完全に内包し得るからこそ、神は『妹』であると同時に『お姉様』でもありうるし、『気心の知れた幼おさな馴な染じみ』であると同時に『ミステリアスな転校生』でもありうるのではないか。こんな事が可能な存在は、神をおいて他ほかにない。これを崇あがめずして何を崇めるというのだ！」

「……『不合理故に我信ず』ですか。およそ完全に矛盾した事は、誰だれの耳にも神秘的に聞こえるものですな」

　菜間校長は小さく息を吐くと、皮肉な笑みを浮かべた。

「まあいいでしょう。こんな不毛な議論をしていても仕方ない。それより、あなた方の手元にいる我が娘の事に戻ろうではありませんか」

「だから彼女は渡さんと言っているだろうが。これこそ議論しても無駄な事だ」

　取りつく島のないアブデルの言葉に、菜間校長はため息を漏らした。

「……良いですか？　私は事を荒立てたくないから、こうやって交渉しておるのです。私がもしその気になれば、力ずくで奪い去る事も可能なのですぞ」

「ハッタリはよせ。あの、天における戦いに参加していたキサマが、俺おれの力量を知らぬわけはあるまい」

「ふむ。確かにあなたはあのサタンでさえ一いち撃げきで打ち据すえたほどの熾し天使。本来のあなたと直接闘たたかえば、私でも勝ち目はないでしょう。ですが、そちらには致命的な弱点がある」

「弱点だと？」

　菜間校長はゆったりと背もたれにもたれると、指を弄もてあそびながら言った。

「あなたは地上で活動するために、『肉体』という、熾天使の本質に真っ向から逆らう属性を帯びている。肉体の桎しつ梏こくに逆らって本来の力を発揮する事など、到底不可能でしょう？」

「そのためにこそ、こいつがいるのではないか」

　アブデルは賀か茂もの頭をガシッと摑つかんだ。しかし菜間校長は不敵に笑う。

「あなたこそ虚勢を張るのはおやめなさい。そんな未熟な霊れい媒ばい師しに、あなたの力が使いこなせるものですか。はっきり言って、今の彼は私の敵ではありません」

　それを聞いて、律りつ子こが少し小さい声で賀茂に尋ねた。

「あれ？　賀茂くんて実は雑魚ざこキャラなの？」

「ざ、雑魚キャラって、そういう事を本人に聞くか？」

「いや、だってさ。あぶでる様と校長はちょっと真ま面じ目めにお話し中だし。割り込んだら悪いじゃん」

「いや、そりゃそうだけど……。っていうか、一応アブデルの力はちゃんと引き出せるし、暴発したりしないし、そんな雑魚ざこってわけでもないと思うんだけど……」

　賀か茂もは少し不服そうな顔でぶつぶつ呟つぶやいた。

　菜な間ま校長は、そんな賀茂を見て笑みを浮かべる。

「納得いかないという顔をしていますね。ですが、力を引き出す事と、それを使いこなす事とは全く別の問題です。無駄なく使えばわずかな力で大きな事を成し遂げる事も可能ですが、その反対に、いくら強い力を引き出せても無駄が多ければ得られる効果はほとんどない。君がアブデル君の力を全すべて引き出せたと仮定し、そして私が君本来の霊れい力りよくと同等の力しか持たなかったとしても、やはり君では私には勝てない」

　そう言うと、菜間校長はティーポットから新しい紅茶をカップに注いだ。そのまま優雅な素振りで一口啜すすると、ニヤリと唇の端を持ち上げる。

「……試してみますか？」

「え？　あ、いや、遠えん慮りよ……」

　賀茂が慌てて断ろうとするのを遮って、アブデルが言った。

「望むところだ！」

「って、おいアブデル！　望むところだ、って……！」

「何を恐れている？　お前は俺おれと出会ってからわずかの期間に大きく成長を遂げた。神の僕しもべとしての自分を信じろ。神への絶対の忠誠の前には、悪あく魔まの小細工など無に等しいという事を思い知らせてやるのだ！」

「いや、でもアブデルの言う『神』は『びしょうじょ』って読むんだろ？　そんなモンに忠誠を誓う気は……」

「どうしました？　そちらから来ないのなら、こちらから行きますぞ」

　菜間校長が上体を起こす。

　賀茂はギョッとした。

「そちらから来ないのならこちらからって、もしかしてアブデルが挑戦に応じた時点で、もう闘たたかう事は本決まりなのか？　実際に闘わされるのはボクなのに？」

　高位の熾し天使と、トップレベルの上級悪魔の間にあっては、ちっぽけな人間の意志など存在しないも同然らしい。

　愕がく然ぜんとする賀茂を励ますつもりかからかうつもりか、律りつ子こがぽんと肩を叩たたく。

「まあまあ、いいじゃん。決けつ闘とうとかって、なんかワクワクしない？」

「みっ、見るほうはそりゃワクワクするだけですむだろうけどなぁ……！」

「さあ、どうしたのかね？　こちらから先に攻こう撃げきしてもいいのかね？」

　菜間校長が座ったまま急せかす。

「くそ……っ。しょうがない……」

　賀茂は気持ちを切り替えて菜間校長に向き直った。精神を集中して、出来る限り相手を威圧するように声高に言い放つ。

「熾し天使アブデルの名において命ずる。退け、ベリアル！　書にはこうある。『あなたの神である主を拝み、ただ主に仕えよ』！」

　言い終えると同時に、菜な間ま校長に向かって強制的な霊れい力りよくが流れ出す。

　しかし菜間校長は椅い子すに座ったまま、余裕の笑みを浮かべた。

「お断りします。退く気はないし、主を拝む気もありません」

　その瞬しゆん間かん、菜間校長に向けられていたアブデルの霊力は、パンと弾はじかれて消えた。

「うそ……」

　余りにも呆あつ気けなく弾かれた事に目を見張る賀か茂も。菜間校長は足を組むと、落ち着いた調子で言った。

「主が荒野で修行中、サタンを退けた時の文句の引用ですか。思ったよりは、『影えい響きよう力の増し方』、つまり、箔はくの付け方というものを考えている。だが、真っ向から力ずくで押す事しか考えていない辺りが、やはりまだ若いですな」

　菜間校長はちらりとアブデルを見てから、賀茂に目を戻す。

「では、次はこちらの番ですな」

　椅子の上で姿勢を正す。賀茂は反射的に身構えた。

「いや、そんなに緊きん張ちようしなくてもよろしい。ちょっとした戯たわむれです。怪け我がをさせるような真似まねは致しません」

　菜間校長は和ませるように笑うと、軽く口くち髭ひげをしごいた。

「……時に君、化学は得意ですか？」

「は？　苦手じゃないけど、特に得意ってわけでも……」

「まあいいでしょう。ところで、熱というものはミクロなレベルではどういう現象か、分かりますか？」

「熱……？　えっと……」

　賀茂は、自信なさそうに隣となりのアブデルと律りつ子こを見る。

　律子が顎あごに指を当てながら言った。

「物質を構成してる粒子の振動、とかそんなんじゃなかったっけ……？」

「それで十分です。なかなか優秀ですな」

「よっしゃ、褒ほめられたー！」

　律子は賀茂に向かって得意げに親指を立てたが、当然賀茂は無視した。律子に負けたのが悔しかったのもあるが、それより今は菜間校長から注意を逸そらすわけにはいかないからだ。

　菜間校長は続ける。

「熱とは粒子が振動している事。そして振動するスピードが速ければそれだけ温度も高い。ところでこの熱運動をしている粒子は、てんでバラバラの方向に動いているわけですが、もしこの方向を完全に統一出来たらどうなると思いますかな？」

「運動の方向を統一……？　ってことは、全部同じ方向に動くって事だから……」

「そう。その時、熱エネルギーは運動エネルギーに姿を変える。たとえばこのように」

　菜な間ま校長がそう言った瞬しゆん間かん、室内の温度が急に下がった。

　と思う間もなく、賀か茂もは椅い子すから吹っ飛ぶ。

「うぉあっ……！」

　後頭部を激しく壁かべにぶつけて賀茂はうずくまった。だが痛みよりも賀茂は呆あつ気けに取られた。

「何だ？　な、何も『見え』なかったのに……？」

「君には『見え』なかったかもしれません。ほとんど魔ま力りよくらしい魔力を使っておりませんからな」

「それでどうやって物理現象を……」

　頭をさすりながら問う賀茂に、アブデルが説明する。

「驚おどろく事ではない。ただ、分子の振動方向を揃そろえただけの事。この程度なら、最も非力な『マクスウェルの悪魔』でも出来る芸当だ」

「そのとおり。精神活動の特徴は情報の整理、すなわち無秩序度合いエントロピーの減少にあるともいえるのだから、精神の力である魔力にとってはたやすい話です。ただし、分子の魂が『見え』れば、の話ですがね」

　余裕でティーカップを口に運ぶ菜間校長。

「ま、これが効率良く力を使うという事です。お分かりいただけましたかな？」

　賀茂は悔しそうにうつむいた。力の差は認めざるをえなかった。

　菜間校長は、賀茂がソファに戻るのを待って口を開く。

「とにかく、これで実力の違いというものがはっきりしましたな。ですが、繰くり返しますが、私は争い事は避さけたい。紳士たるもの、暴力は最後の手段。そちらの家にいる私の娘を引き取るに当たっては、出来るだけ穏おん便びんに、双方合意の上ですませたいのです」

　そう言って、賀茂とアブデルをゆっくりと見比べる。二人は、どちらも無言だった。

「まあ、返事は急ぎません。明日、彼女の見返りを携たずさえてそちらのお宅へ伺いますので、今日一日、よく考えてみてください」

　そう言うと、菜間は席を立って部屋のドアを開けた。

「さあ、話は以上です。お帰りくださって結構ですよ」

　三人は促されるままに退室した。きちんと退出の挨あい拶さつをしたのは、どんな時でもマイペースの律りつ子こ一人だけだった。




「いやー、息詰まる攻防だったわねー。賀茂くん、青い顔してるけど体大丈夫？」

　教室に戻ると、律子は上気した顔で言った。

「うん。大した事ない」

　賀か茂もは素っ気なく答えた。実際のところ、まだ痛みは残っていたが、それよりあそこまで軽くあしらわれた事がショックだった。

「しっかし、いきなり賀茂くんが吹っ飛んだ時はたまげたよね。前に根ね呂ろって人が手を触れずに家具を操ってポルターガイスト現象起こしてたけど、今回のは何の前フリもなしだもんねー。しかも、まだまだ全力じゃないんでしょ？」

「……らしいね」

「それで、たまちゃんの身柄はどーすんの？」

「そりゃ、引き渡すわけないだろ」

「でも、向こうのほうがずっと強いんでしょ？　もし力ずくで来られたら勝ち目ないんじゃないの？　それに一応父親らしいし」

「そりゃそうだけど、たまちゃんが普通の人と同じようにして生きていきたいって思ってるのは知ってるだろ？　アブデルも言ってたけど、悪あく魔まの手元に引き渡して悪魔として生きていかせるなんて応じられるわけないじゃないか。やっと周囲に害を及ぼす事もなくなって、普通に暮らせるようになったってのに。勝ち目なくたって、なんとかしてやらなくちゃ……」

　アブデルが大きくうなずく。

「よく言った。お前の言うとおりだ。彼女に対して開かれかけた天国の門を、再びここで閉ざしてしまうような真似まねは、断じて許されるべきではない。俺おれの目が黒い間は、何があろうと絶対にヤツの手には渡さん」

　さっき惨敗した直後にもかかわらず、やけに落ち着いて言い切るアブデルに、賀茂は思わず尋ねた。

「な、何か対抗策でもあるのか？」

　アブデルは人差し指で自分の額ひたいを叩たたいた。

「頭を使え。いいか？　まず、何故なぜヤツは、わざわざ自分からこちらの家に出向くと言っているのか」

「何故って……」

「それは、ヤツの目的がたまちゃんだからだ。いくら向こうが俺たちを呼び出そうとしたところで、それに応じず家でたまちゃんの護ご衛えいをしていれば、どのみちヤツは乗り込んでくるしかない。つまり、ヤツは親切で自分から来ると言っているのではなく、どうしても自分からやってくる必要があるのだ」

「なるほど……。でも、それで……？」

「分からんか？　必ずこちらの本拠地が舞台になるのなら、あらかじめこちらに有利なように準備をして待ち伏せすれば良いではないか。ヤツは、罠わなが仕掛けられていると知っても飛び込んでこざるを得んのだからな」

　賀か茂もはあっと手を打った。

「そっか。それにもし、向こうが罠わなに気づいて入ってこなかったとしても、やっぱりたまちゃんは無事なわけだし、こっちの目的は十分果たせるもんな」

「そういう事だ。未み熟じゆくな今のお前でも、丸一日かければ十分通用する物が出来るはず。こちらの有利な環境を整えてその中に呼び込んでしまえば、後は煮るなり焼くなり好き放題だ」

「確かに。……ちょっと卑ひ怯きような気はするけど」

「なに、悪あく魔ま相手に卑怯もクソもあるか。要はたまちゃんをヤツの魔の手から守れれば良いのだ。なりふり構ってなどいられまい」

　アブデルはそう言うと、真剣な顔で拳こぶしを固めた。

「とにかく今回の事は、一冊だけ売れ残った同人誌を他ほかの客と奪い合うというのとはわけが違う。ヤツは、この世にたった一人しかいない美少女を俺おれから奪おうとしているのだ。一度、ガツンと思い知らせてやる必要がある。この俺の大事な美少女コレクションに手を出そうとしたヤツの末路がどうなるかをな！　そうだろう、賀茂！」

　極悪な笑みを浮かべて賀茂に同意を求める。

「い、いや……、たまちゃんみたいな生身の相手にコレクションって表現はちょっとどうかと……。っていうか、絶対に渡さないっていうホントの理由はそれか……」

　賀茂はガックリとため息を漏らした。

　菜な間ま校長の申し出を断った時の毅き然ぜんとしたアブデルの態度を見て、うっかり見直しかけていただけに、幻滅度合いも大きい賀茂だった。
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　放課後である。

　昼休みに賀か茂もたちと菜な間ま校長との間でそんな事があったとは露つゆ知らぬたまは、誘われるまま無防備に真ま理り子この家に遊びに来ていた。

「さ、上がって」

　真理子の住まいは、ちょっと古くなった集合住宅の一室だった。

「おじゃまします」

　促されるままに、たまは玄関で靴くつを脱ぐ。

「散らかっててごめんなさい。越してきたばかりで、片づける時間がなくて」

　真理子は脇わきに積まれたダンボールの箱を見て苦笑いした。

「ここが一応リビング兼ダイニングですわ。お茶のお支度致しますから、座って待ってていただけるかしら？」

　そう言って真理子が示したリビング中央には、高級そうなアンティークの椅い子すとテーブル。年月を経て飴あめ色になっているが、埃ほこり一つなく、顔が映るほどに磨き上げられている。

　椅子を引こうとして手を伸ばしたたまは、あまりに綺き麗れいな背もたれの光沢に思わず手を止めた。そのままじっと、真理子が戻ってくるのを待つ。

　しばらくして、お盆にティーポットとカップを載せた真理子が戻ってきた。

「あら？　どうかなさって？」

「あ、その、高そうな椅い子すだし、すごくピカピカだから、触って指紋とか付けたらどうしようって思って……」

「え？　いやだ。そんなの気にしてたら何も使えないわ。はい、どうぞ」

　真ま理り子こはくすくすと笑いながらテーブルに盆を置くと、たまのために椅子を引いてやる。

「あの、鞄かばんはどこに置いたら……」

「鞄置きなんて物は家にはないわね……。恐れ入りますけど、その辺の床に置いていただけるかしら」

「いいんですか……？」

　たまは、塵ちり一つ落ちていない絨じゆう毯たんを見て、心配そうな顔を浮かべた。鞄など置いたら汚してしまいそうな気がするくらい、綺き麗れいである。

　それでも思い切ってそっと鞄を下ろすと、たまは改めて室内を見回した。

　南洋風の彫刻が入った、使い込まれた調度品。オリエンタリズムの漂うランプシェード。アラビア風のアラベスク文様のカーテン。それらが十八世紀大英帝国ふうの豪華にしてシックな空気の中に調和していた。

　圧倒されてキョロキョロと部屋の中を見回すたまを見て、真理子が苦笑する。

「ごめんなさい。狭い部屋でしょう？　お客様をお呼びするような所じゃございませんね」

「あ、いえ、そうじゃなくて……」

「けど、父と二人で住む分には、これでも十分な広さなの。日々のお手入れを考えたら、これでも広すぎるくらい」

「えっ？　じゃ、じゃあ、この家具のお手入れとかも全部真理子さんが一人でやってるんですか？　このピカピカなのも？」

　モデルルーム並みに綺麗な室内を改めて見回して、たまは驚おどろきの声を上げた。

　真理子はそれを見て小さく笑う。

「そんなに驚かなくても……。わたくしたちなら、ちょっと魔ま力りよくを行使すれば簡単な事じゃない。あらかじめ、埃ほこりや汚れを弾はじくように命じておけばすむ話でしょう？」

　何気なく口にした真理子の言葉に、たまはギョッとした顔を見せた。

「え？　ちょ、ちょっと魔力を、って………？　まま、真理子さん……、ももももしかして、に、人間じゃないんですか……？」

　激しくどもるたまに、真理子は意外そうな顔をした。

「人間じゃないんですか、って……？　それくらいは、『見れ』ば一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう？　たまさんだって、何かしら魔物の一種なんじゃなくて？」

「あ、あの、確かに私、悪魔ですし、一応霊れい視しも出来ますけど、ただ普ふ段だんは余計なもの見てしまわないように、『眼め』は閉じてるから……」

　それを聞いて、真理子も戸惑う。

「あ、あら？　そうでしたの？　いやだ。わたくし、てっきりたまさんも分かってて近寄ってきたんだと思い込んでいましたわ。お互い人にあらざる者同士、仲良くしましょうって事なんだと……。早とちりってやぁね」

　真ま理り子こはそう言って軽く頰ほおを染めると、うふふ……と照れ隠しに笑った。

「あの、真理子さんはじゃあ、何なんですか？」

「わたくし？　わたくしは『見て』のとおり、ホムンクルスですわ」

「ほ……ほむんくるす……？　なんですか、それ？」

「え？　ご存じないの……？」

　意外そうに聞き返す真理子に、たまは恥ずかしそうにうつむいた。

「すみません……。私、オカルトとかそういうのって、怖いから苦手なんです」

「怖いって、あなただって悪あく魔まですのに……？」

　少し呆あきれたように、真理子の眼鏡めがねがちょっとズレた。気を取り直すように軽くコホンと咳せき払ばらいをする。

「ま、まあ別に構いませんわ。何を怖がろうと人の勝手ですもの。それより、ホムンクルスの説明でしたわね……。ええと、錬れん金きん術じゆつっていうのはお分かりかしら？」

「錬金術って、金を作る術ですか？」

「世俗的な理解ではそう思われてるようなのだけれど、正確には少し違いますわね。錬金術っていうのは、一言で言うと、未成せい熟じゆくな状態の被造物を成熟した完全な状態へともたらす事を目的とした術ですの。たとえば鉄のような卑金属も、より純化させて完全な状態へ導みちびくと、金になるって考えられてまして、それがさっきたまさんがおっしゃった、金を作る術だっていう一般の捉とらえ方につながっているんです。この術を完成させるための実験が、やがて現代の化学へとつながっていったと言われていますわ」

　真理子は一息に説明してから、眼鏡をかけ直した。

「それでホムンクルスっていうのは、ラテン語で小さな人間って意味でして、錬金術によって完全な人間を作ろうという試みの産物なんです。両性具有、完全なる叡えい智ちなどを具そなえた生命を、人の手によってフラスコの中に作り出す。それがホムンクルスです」

「完全な叡智……ですか。そういえば真理子さんって、頭良さそうですもんね。授業中も、当てられてもきちんと答えてたし」

「あ、いえ……。わたくしは不完全な出来損ないでして、叡智のシンボルであるホムンクルスを名乗る資格は本当ならないんです……。両性具有じゃなくて女性になってしまいましたし、完全な叡智だって具えてませんでしたし……。ホムンクルスとしては完全に不良品ですの、わたくし」

　真理子は頰に手を当てて、恥ずかしそうに微笑する。

「でも、悪魔なのにホムンクルスの事もご存じないなんて、たまさんって変わってらっしゃるわね」

　育ちの良さそうな笑顔で見つめられて、たまは何となく赤面した。

「あの、私、確かに一応悪あく魔まなんですけど、生まれてすぐに捨てられて、人間の神父さんに育てられてきたし、自分も人間として生きてきたから、だから全然そういうの知らないし慣れてなくて……」

「あ、ああ……そういう事でしたの……」

　真ま理り子こはうなずくと、ふと目線を落とした。

「たまさんも、捨て子でしたの……」

「え？　たまさん『も』って……」

　たまはふと顔を上げる。

「わたくしも、生まれてすぐに捨てられたんです」

「そ、そうなんですか……」

「ええ。さっきも言ったように、わたくしって不完全な出来損ないでしたから。生まれてすぐに培ばい養よう槽から出されて、ゴミとして捨てられてしまったんですの。ホムンクルスって普通、培養槽の中でしか生きられませんから、わたくしもこのまま死ぬんだわ、なんて思いながら最初で最後の日の出をぼんやり眺めていましたわ。そこへ通りかかって瀕ひん死しのわたくしを助けてくれたのが今の父で……。上級悪魔である父は、鍛きたえ上げた自分の右腕を切り落として、わたくしのために外の世界でも生きていられる体を作ってくれたんです。新たに父の右腕が再生するまで、五年もかかりました。今でも、父は右腕のほうがわずかに細いんですの……」

「憶おぼえてるんですか？　捨てられた時の事なんて」

　たまはちょっと驚おどろいて尋ねた。

「たまさんは憶えてらっしゃらないの？」

「はい。まだ赤ちゃんでしたし、物心つく前の事だから……。どんなふうに捨てられてたかは、大きくなってから聞きましたけど、自分の記き憶おくは全然……」

「まあ。それじゃ、自分の実の親の事も全然ご存じないの？」

「はい。全く……。それに、特に知りたいとも思わなかったし、気にした事なかったです。十分すぎるほど可愛かわいがってもらってたし……」

「そう……。でも、知らずにいられるんならそのほうがいいのかもしれませんわね。産みの親より育ての親って申しますし、自分を捨てた人の記憶なんて、あっても辛つらいだけですもの……」

　真理子はそう呟つぶやくと、少しうつむいた。

「真理子さんは憶えてるんですか？」

「ええ。ホムンクルスって生まれた瞬しゆん間かんから物心ついてるものですから。結構はっきり憶えてますわ。フラスコの向こうから、ガラス越しに髭ひげの老人がこちらを覗のぞいてて……そして、生まれたばかりのわたくしを見て、呟つぶやいたの。『ああ、また失敗か』って。……それが、生まれて初めて人からかけられた言葉。今でも、はっきり耳に残ってる……」

　真ま理り子こは追つい憶おくに耽ふけるように目を泳がせた。そして、寂しげな微笑を浮かべる。

「記憶って、自分の意志じゃ消せないから不便ですわね……」

　たまはかける言葉を失った。

「あ、あの……」

　真理子は、たまの表情に気づいてハッと我に戻る。

「あら、申しわけございません。うっかり変な話をお聞かせしてしまいまして。いやだわ、わたくしったら。いきなりこんな事聞かされても困るだけですわよね」

　口元を隠して謝あやまると、うつむいた時にズレた眼鏡めがねをかけ直す。

「とにかく、そんなふうにしてわたくしは父と出会ったんです。後で聞いた話だと、父もちょうどその頃ころ、実の娘さんと生き別れたばかりで寂しかったそうですわ。わたくしを拾ってくれたのも、初めは娘さんの代わりだったのかもしれませんわね」

　そう言ってから、少し無言で微笑ほほえんだ。

「けれど、たとえ拾った理由がなんであれ、わたくしの命を救ってくれて、今日まで大事に育ててくれた事に変わりはありませんから。血のつながりこそありませんけれど、父は、わたくしのたった一人の大切な父ですの」

　そう言って胸の上で手を重ねると、真理子は自己陶酔するように目を閉じた。

「真理子さん、幸せそうですね」

　真理子の強烈な幸せ気分に感染しながら、たまはうっとりとため息混じりで呟く。

「ええ。幸せです。たまさんも、その神父様と幸せにやってらして？」

「え？　あ、その……」

　聞き返されて我に返ったたまは、一いつ瞬しゆん返事に詰まった。

　真理子は不思議そうな顔でたまを見る。

　たまは、視線を逸そらしながらたどたどしく言った。

「その……、今は、別の人たちと暮らしてるから……」

「あら、そうなんですの？　どこかの奥様の許もとへご奉公でも？」

「そうじゃなくて……、死んじゃったから……」

「え？　死んじゃったって……、拾ってくださった神父様？」

　コクリとたまは無言でうなずく。

「そ、そうなの……。申しわけございません……」

　真理子も気まずそうに沈ちん黙もくした。

　やがて真理子は、おもむろに話題を変えた。

「ところでお紅茶。もうそろそろいいんじゃないかしら」

　ティーポットからカップに注ぐと、たまのほうに差し出す。

「レモンとかミルクとか、いかがなさいます？」

「えっと、じゃあミルクを。後、出来たらお砂さ糖とうも……」

「あら、ごめんあそばせ。お砂糖をすっかり忘れてましたわ。すぐに持ってまいりますから、少々お待ちになって」

　真ま理り子こはそう言って席を立つと、ミルクと砂糖を持って戻ってきた。しかし、ミルクは白磁のミルクピッチャーに入っていたが、砂糖のほうは売られている袋のままだ。

　真理子は恥ずかしそうに肩をすくめた。

「袋のままで失礼いたします。ウチ、お紅茶にもコーヒーにもお砂糖は使わないものだから」

「そうなんですか？　コーヒーとか、苦くないですか……？」

「たまさんは甘いのがお好きなの？」

「え？　あ、はい。すみません、お子様で……」

　たまはスプーンを手に取ると、嬉うれしそうに三杯ほど砂糖をぶち込んだ。そしてガチャガチャと一心不乱にかき混ぜる。

　その様子を見て、真理子は思わず苦笑する。

「まあ……、元気がよろしいこと……」

　たまはかき混ぜ終わったカップにミルクを入れると、両手で口に運んだ。

「お味はいかがかしら？」

「あ、はい。甘くて美味おいしいです」

「そ、それは、あれだけ砂糖を入れたら何だって甘くなるかと存じますけど……。そうではなくて香りですとか……」

「あ、えっと……、高級ホテルで出てくるみたいでした」

「まあ？　日本で高級ホテルというとどこになるのかしら？　ヒルトンですとかあの辺り？」

　当たり前の顔で尋ねる真理子。たまは慌てて弁明した。

「あっ、い、いえ、そうじゃなくて……。その、前に一度、スーパーの安売りで、ホテルブレンドって書いてあるティーバッグを買った事があって……、その……すみません……」

　語尾は消えゆくように小さくなって、最後は赤面したまま顔を伏せた。

「あ、何もお謝あやまりにならなくても……。それより、安売りのティーバッグ……ですか。一応インドにいた時に現地で買い込んできたアッサムティーなんですけれど……」

　真理子は少し残念そうに吐息を漏らした。

「そういえば、真理子さんてお父さんと一緒に世界中を回ってたんでしたっけ」

「ええ、そうよ。一応、父の助手ですから」

「お父さんのお仕事、何なさってたんですか？」

「何だかよく分からないんですけれど、世界各地の怪奇スポットの管理と保ほ護ごを任されてるらしいですわ。わたくしのお役目は新規のスポットの探索と調整です。ホムンクルスって、トップレベルの『開かれた眼め』を持ってるから、遠くを探るのは得意なんですの」

　真ま理り子こはそう言って、指で眼鏡めがねをクイッと上げた。

「怪奇スポット……ですか？」

　たまは少し怯おびえながら小首を傾かしげる。

「ええそう。色々あるでしょう？　バミューダの三角地帯とか富士の樹じゆ海かいとか。そういうところの妖よう気きの濃のう度どを調整したりとか、後は新しく生まれたスポットを登とう録ろくして、適度な怪奇現象を生じるように手を加えたりとか……。実はこのすぐ近くにも、わたくしが調整した場所が一箇所あるんですのよ」

　少し得意げに顔をほころばせる真理子。

「そんなお仕事もあるんですか」

「ええ。科学文明の時代に、魔ま物ものたちの暮らしや伝統文化を少しでも守ろうっていう運動があるらしくて、その一いつ環かんみたいですわ。人間のやってるユネスコの文化遺い産さん指定とか、そういうのと同じような活動かしらね。放っておくと、どんどん開発されて普通の場所になってしまうから」

「へー……。そういうので世界中を回るって、なんかいいですね……」

　文化遺産と同じと聞かされて、たまは少しロマンチックな思いを馳はせた。それからふと気になって聞く。

「でも、そんなお仕事があるのに、どうしてお父さん、校長先生なんかになったんですか？」

　真理子は上品に首を傾げた。

「え？　言われてみれば、何故なぜかしら？　管理の仕事は別に大して忙しくはありませんし、ちょっとやってみたかったとか、軽い気持ちなのでは？　聞いてませんから存じませんけど」

「あ、そうなんですか」

「ええ。父も立場上色々と言えない事もあるみたいですし、余計な詮せん索さくはしないんですの。父の事は信頼してますから」

　幸せそうに頰ほおを染めて、真理子はそう言い切った。それから苦笑いして付け加える。

「まあ、信頼しているとは言っても、時々変な事するから困る事もあるんですけど」

　たまは、ふと昨日の事を思い出して素朴に小首を傾げた。

「変な事って、ふんどしをハンカチに使ったりとかですか？」

　その途と端たん、何故か真理子はビクッと激しく反応した。

「わっ、私のアレはだからっ、ふんどしなんかじゃなくて、ただせっかく布があるから手て拭ぬぐいとして利用してただけなんですってばっ！　漂白剤に漬け込んであるから黄ばみだって残っていませんのっ！」

　バンッ！　音を立ててテーブルを叩たたくと、さっきまでの幸せそうな表情を一変させ、真っ赤になって立ち上がる。

　急に大声を出されて身を縮ちぢめるたま。

「えっ？　あっ、あの、ごめんなさい……？　あの、私……、今話してたのは真ま理り子こさんのハンカチじゃなくて、お父さんの事だと思ったんで……」

　わけが分からず、目をパチクリさせて真理子を見る。

　真理子はその視線にハッと我に返ると、激しく立ち上がった弾みにズレかけた眼鏡めがねをかけ直した。そして胸に手を当て、何度も深呼吸をする。

「いえ、その、ごめんなさい、驚おどろかせちゃって。何でもないの。何でも……。そ、そうよね。父の話だったわ……。父のハンカチね……」

　ごまかすように咳せき払ばらいをして笑う真理子。

「……あの、話しにくいようでしたら、別に言わなくても。ちょっと聞いてみただけですし……」

「あ、そ、そうですか？　べ、別に話しにくい事なんて全然ないんですけど、ま、まあ、聞きたくないっておっしゃるんなら、無理に聞かせても……うん」

　無理に話さなくてもいい、というのを、聞きたくないという事に強引に捩ねじ曲げて、真理子はその話を力ずくで打ち切った。たまはたまで、こう言われると本当に自分が「聞きたくない」と言ったような気がして、失礼な事言ったかな……と不必要にドキドキしつつ、その話題から離れた。

　それから二人は、夕方までダラダラと雑談をして過ごし、気がつくともう六時を回っていた。帰りが暗くなっては不安だし、真理子も夕食の支度をしなければならないという事でたまは席を立った。

「それじゃ、たまさん。ごきげんよう」

「はい。じゃ、また明日、学校で」

　そう言って靴くつを履はいた時、玄関のドアが開いた。そして、お洒落しやれなスーツに身を包んだ立派な巨きよ軀くが現れる。校長、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうだ。

「ただいま真理子。……おや？」

　菜間校長は、室内に入ろうとしてたまに気づいた。

「君は確か昨日の……」

　たまも菜間を認めると、お行ぎよう儀ぎ良くぺこりと頭を下げた。

「お邪じや魔ましてます。昨日はどうもありがとうございました」

「ああ、いやいや。お役に立てたようで幸いです。この間差し上げた下帯は、気に入ってもらえましたかな？」

「え……？　あっ、えっと……はい。とっても！」

　たまは頑張ってぎこちない愛あい想そ笑いを浮かべた。

　そのやり取りを聞いていた真ま理り子この顔面が、ピクッと引きつった。

「……この間差し上げた下帯……？」

　次の瞬しゆん間かん、メリケンサックを嵌はめた真理子の拳こぶしが菜な間ま校長のこめかみを突然えぐった。

「ぶふぉぉ……っ!?」

　いきなりの不意打ちに、脳天から倒れ込む菜間校長。

「い、いきなり何をするのだね真理子……？　客人の前ではしたないではないか」

　殴られたこめかみからドロドロと血を流しつつ、娘をたしなめる。

　だが真理子は激しい調子で言い返した。

「何をするのだじゃないわよ！　女の子にふんどしなんかプレゼントするの、いい加減やめてよね！」

　菜間校長も負けずに憤ふん激げきする。

「何をぅ？　もらった本人がこうして喜んでいるというのに、お前に口出しされる言われはない！」

「そんなもの、社交辞令に決まってるでしょ！　ふんどし締しめて喜ぶ女の子がどこにいるのよ馬ば鹿かっ！」

「博はか多たの祇ぎ園おん山やま笠がさ祭りでは、皆嬉き々きとして締めておるではないか。本来なら祭りの際の男子のみに許された正装である下帯を締める事が出来て、喜ばぬ女子がおろうか」

「そっ、それはお祭りの時だけでしょ！　女の子が普ふ段だん着にふんどし勧められて、使えるわけないじゃない！」

　真理子の口調はますます激しさを増す。

　だが菜間校長はここぞとばかりに落ち着き払って言った。

「そんな事はあるまい。現にお前だって、中学校の半ば頃ころまでは当たり前のようにしてずっと……」

　真理子はハッと顔を引きつらせる。

「なっ、何言ってるのよっ！　それはお父様が『世間で下着って言ったらこれの事だ』って……！」

　たまが驚おどろいた目で真理子を見つめた。

「真理子さん、ふんどし使ってたんですか？」

「えっ？　ちっ、違……っ！　だからっ、それは父に騙だまされて……」

　突然割り込んできたたまの問いに真っ赤になってうろたえると、真理子はたまと菜間校長を交互に激しく見比べた。

「…………」

「…………」

　たまも菜間校長もどちらも無言。

　無言の二人に見つめられた真ま理り子こは、やがていたたまれなくなって大声で叫んだ。

「……お、お父様の馬ば鹿かぁぁぁぁぁぁっっっ！」

　そのまま泣きながら部屋の中へ駆け込んでいく。

　啞あ然ぜんとしてその後ろ姿を見送るたま。

　その頭に、菜な間ま校長が優しくポンと手を乗せた。

「すまんね。みっともないところを見せてしまった。あの子も悪い子ではないのだが、まだまだ難しい年とし頃ごろでね……。淑女は言葉遣いよりも振る舞いが大事だという事が、イマイチよく分かっておらん。まあ、若さゆえの多感さという事で、大目に見てやってはいただけまいか」

　そう言って頭を撫なでながら謝あやまる菜間校長の笑顔は、真理子が取り乱したのは彼のせいである事など忘れさせてしまうくらいに温かかった。

「ところで、どうして君がここに？」

　たまの頭から手を放し、ポケットから出した下帯でこめかみの血を拭ふきながら、菜間校長は尋ねた。

「あ、えっと、真理子さんに誘われて。遊びに来ないかって」

「ほう。もしかして、同じクラスなのかね？」

「はい。席も隣となりです。まだ教科書持ってないって言ってたから、今日一日私が見せてあげました」

「そうか。ありがとう」

　菜間校長の大きな手で頭を撫でられて、たまはにへ～っと笑った。

「それで、どうだね。ウチの真理子とは、上手うまくやれそうかね？」

「はい。真理子さん、いい人ですし、大好きですよ」

「そうか。そう言ってもらえるとありがたい。転校ばかりでロクに友人もおらん子だが、是非とも仲良くしてやってほしい」

　そう言うと、菜間校長はたまと握手を交わした。

「また遊びに来てくれたまえ。……いや、今度はこちらから足を運ぶ事にしよう」

「いつでも来てください。昨日のお礼もまだですし、お家うちの人も是非お礼しなくちゃって言ってましたから。お待ちしてます」

「そうか。では、近いうちに必ず」

　たまはぺこりとお辞じ儀ぎをすると、マンションを後にした。そして、新たな友人が出来た事と、昨日の恩人をちゃんと家に招待出来た事に何か嬉うれしい興こう奮ふんを覚えながら、暗くなった道を家へ急いだ。
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　その晩。

　風ふ呂ろ上がりの菜な間ま校長は、ふんどし一丁で窓際の椅い子すに腰かけ、夜景を眺めながらブランデーのグラスをくゆらせていた。夕方真ま理り子こに付けられたこめかみの傷は、すでにふさがって跡形もない。

「真理子よ。まだ怒っているのか……」

　菜間校長は、窓から室内へと目を移した。その視線の先には、パジャマに着替えた真理子がソファの上でココアを飲んでいる。

　真理子はたまが帰ってから、ずっと黙だまりこくっていた。

　菜間校長は、安心させるように声をかける。

「心配することはない。あの子は、ふんどしを愛好しているくらいで友人を捨てたりするような子ではない」

「わたくしはふんどしなんか愛好してませんわっ！　あれはただ、当時のわたくしは普通の女の子の下着の事全然知らなかったから……！」

　パジャマ姿の真理子は、ソファの上からキッと父親を睨にらむ。

　しかし、大きく吐息を漏らすと、すぐ態度を緩ゆるめて座り直した。

「……その事はもういいの。もうすんだ事ですし、騙だまされてたとはいえ、十四の歳としまでずっと使ってたのは本当なんですし」

「そうか。それを聞いて安心した。だが、それでは一体何をむっつり黙だまり込んでいるのだ？」

「ん……。ちょっと、考え事してただけですわ……」

　真ま理り子こはそう言うと、ココアのカップを見つめてごまかすように微笑ほほえんだ。

　菜な間ま校長も無理に追及はしない。

「そうか。ならいい。……ところで話は変わるが、今日来た彼女とは仲良くやっていけそうかね？」

「ええ。人ひと懐なつっこくて感じ良さそうですし。それに見た目もちっちゃくて、本当にお父様の娘と瓜うり二つなのかしら、ってくらい可愛かわいい子だもの」

　真理子は、鍛きたえ上げられた肉体にびっしり剛毛が生えている父の姿を見て笑った。

　それから、急に真ま面じ目めな口調になる。

「……あの、お父様。一つ、聞いていい？」

「何だね？」

「あの子……、本当に、ただのそっくりさんなんですの……？」

　窺うかがうように上目遣いに父の顔を覗のぞき見る。

　だが目が合うと、何故なぜか反射的に視線を逸そらした。

　そのしぐさに、菜間校長は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「真理子？　どうしたのだね？」

「あ、ううん……。何でも……」

　真理子は照れを隠すように微笑んで、フルフルと頭を振った。

「ただ、その……、今って、魔ま物もの自体の生息数は年々減少してるし、悪魔の人口だってごくわずかでしょう？　そのわずかな中で、人間に混じって生活してる悪魔なんていったら、ホント数えるほどしかいなくなるはずじゃありません？」

「うむ。そのとおりだが……？」

「それであの、あの……、ただでさえ悪魔の数が少ないのに、お父様の生き別れた娘のそっくりさんが、やっぱりお父様と同じ悪魔だなんて、そんな確率ってほとんど奇跡に近いんじゃないかしらって……」

「……？　どうした、真理子。お前らしくもない。聞きたい事があるならはっきりと言いなさい。レディがあけすけすぎてはいけないが、むやみに思わせぶりな態度を取るのはもっと悪い」

　菜間校長は極力穏おだやかな口調でたしなめた。

　その言葉に真理子は笑顔を消し、真面目な表情で床を見つめた。

「……あの、わたくし、どうしてお父様が急に学校の校長なんかやりたいっておっしゃったのかしら、って、結構不思議だったんですけど、それってやっぱりあの子と関係が……」

　そこまで言って、真理子は言葉を途切らせた。ソファの上で膝ひざを抱いて、手に持ったココアのカップの縁ふちを意味なく目で辿たどる。

　それをじっと見ていた菜な間ま校長は、真ま理り子このほうへ歩いてくるとすぐ隣となりに並んで腰かけた。

「真理子……」

　低い、厚みのある声で呼びかける。

「賢かしこいお前の事だ。私が言わなくても、いずれ気づくだろう。ならいっそ、ここではっきりさせておきたい」

　菜間校長は、ズレた眼鏡めがねのフレームの上から真理子の瞳ひとみを直じかに見み据すえた。

　その真剣な目に圧おされて、真理子は視線を泳がせる。

　菜間校長は、真理子の視線が自分に向くのを待って、低い声で言った。

「あの子は……私の実の娘だ」

　真理子はすぐには何も応こたえず、しばし無言で父の顔を見つめた。

　やがて、手元のカップに目を落として、小さな吐息とともに呟つぶやいた。

「やっぱり……」

　菜間校長も真理子から目を逸そらし、静かに言葉を続ける。

「お前には話していなかったが、私はずっと、あの子の事を見守っていたのだ。私が第一線を退いて怪奇スポットの管理などの職に就いたのも、あの子を見守りやすくなるからだった。あの子は長い間ずっと、強烈な妖よう気きを漏らし続けていたからね。新規の怪奇スポットを追っていれば、自然とあの子の近況も知る事が出来る。そして、必要な時にはこっそりと手を貸してやっていたのだ」
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　真ま理り子こは抱いた膝ひざに顔を埋めるようにして、菜な間ま校長から顔を背けたまま無言だった。

　菜間校長は真理子の反応を待ちながら右手のグラスを弄もてあそんでいたが、やがてそっとテーブルに置いた。そして、真理子が口を開きそうにないと悟ると、テーブル上のグラスを眺めながら再び言葉を継ぐ。

「ところがだ。……この間、ちょっとした外交上の仕事で、親善大使としてインドへ派遣されただろう？」

　真理子は顔を背けたままボソッと呟つぶやいた。

「アマルナート……でしたっけ。お父様の大好きな、シヴァの氷の男根リンガが祀まつってある所ですわね」

「うむ。そこへ行っている間に、あの子の住んでいた教会は、いつの間にかもぬけの殻になっておってな。玄関のドアは破は壊かいされ、誰だれかが押し入った形跡があった事から見るに、どうやら何者かにさらわれたようだった」

　そう言って、菜間校長は少し口を閉じた。眉まゆ根ねに皺しわが寄る。

「その時は、もちろん少しは焦ったが、正直それほど心配はしていなかった。あの子は常に妖よう気きを垂れ流しているから、お前の開かれた『眼め』で探せばすぐに見つかるはずだと思っていたからね。ところが、お前は最近そんな妖気の漏れた後などどこにも見当たらないと言うではないか。仕方がないので、久々に私は自分の足で探し回った」

　そこで菜間校長は言葉を切って真理子の反応を窺うかがったが、真理子は再び沈ちん黙もくに戻って微動だにしない。それを見て、聞こえないようにため息を漏らしてから、菜間校長は独り言のように続けた。

「……ようやく見つけ出した時、あの子は非常に力の強い天使とその仲間の保ほ護ご下に置かれていた。外出したり通学する自由は与えられているようだが、だからといってとても幸せそうには思えん……」

　菜間校長は、先日買い物を手伝ってやった時の様子を思い出して、そっと息を漏らした。別れ際に「幸せか」と尋ねた時、たまは戸惑って一いつ瞬しゆん目を伏せた。その陰のある表情が、はっきりと脳裏に残っていた。

　真理子も、たまとの会話を思い出してうなずく。

「そういえば、育ての親はお亡くなりになって、別の方たちと暮らしてるって言ってらしたけど、確かに、あんまり幸せって感じじゃなかったわ……。彼女、悪あく魔まなのに天使の許もとで暮らしてたら、息も詰まるでしょうし。存在自体が相反するような天敵ですものね……」

「うむ………」

　一瞬会話が途切れた。つかの間の静寂を縫ぬって、すぐ下の道路を車が走り過ぎる音が聞こえた。

　その音が遠ざかって消えるのを待って、菜な間ま校長は真ま理り子この肩に手を置いた。そして、静かに、一言一言確かめるように気持ちを込めて言った。

「真理子よ。私は、あの子を助けたい。天使などの監視下に置かれて、ビクビクしながら息苦しい毎日を過ごすより、本来の悪あく魔まとして、あるがままに伸び伸びと生きてほしいのだ」

　真理子は父親に背を向けたまま、黙だまって耳だけ傾ける。

「実は今日の昼休み、彼らと校長室で話し合った。彼女を私に引き取らせてはくれまいかと。だが、残念ながら話し合いにはならなかった。彼らは悪魔である事を無条件に悪い事とし、あの子に普通の人間と同じ生活を送らせる事を望んでいるのだ。悪魔として生を受けた者が、神の御み心こころに適かなう存在に戻れるかどうか、あの子を使って実験しておるのだろう。あの子が苦しい思いをしている事を承知の上でな」

　真理子の肩がピクっと動いた。

「実験って……そんな……」

　伏せていた顔を上げて、父を見る。

「それで失敗に終わったら……あの子、どうなるのかしら……」

　真理子の脳裏に、生まれて初めて聞いた声が甦よみがえった。

　──また失敗か。

　失敗作は処分されるだけ。それが実験台の宿命だ。真理子はブルっと小さく身み震ぶるいした。

「うむ。ひどい話だ。考え直してくれるように一日の猶予を与えたが、そう簡単に考えを改めてくれるかどうか……。最悪の場合、力ずくでも奪い取る以外にないが、正直あの熾し天使アブデルの力は侮あなどれん。手合いをして感じたが、やはりあの男は普通ではない」

「闘たたかったんですの？　昼間っから学校の中で？」

　思わず真理子は驚おどろいて聞く。

「闘いというほど大おお袈げ裟さなものではないがね。互いに一いち撃げきずつ応酬しただけだ。ほんの余よ興きようだよ。見てのとおり私は無事だし、向こうも軽い打ち身程度しかこさえておらんさ」

「でも、お父様に対抗出来る人なんて、そんな……」

「アブデルという熾天使は、かつて天に戦があった時、開戦の一いつ騎き打ちであのルシファー殿に膝ひざをつかせたほどの男なのだ。あの時のダメージさえなければ、天使長ミカエルといえどもあの方に打ち勝つ事はなかったはず。瞬しゆん間かん的な爆ばく発はつ力なら、間違いなく向こうが上なのだよ。残念ながら」

　菜間校長はため息混じりに苦笑した。

「ただし向こうは霊れい媒ばい師しの少年を通じてしか力を使えんし、術者の少年はまだ未み熟じゆく者だから、技量では私が有利だ。だが、もし彼らがあらかじめ闘いに備えて適切な準備を整えていれば、技量の差は埋められる。そうなれば、正直苦しい展開を強しいられる事になるだろう」

　指を組んで、床を見み据すえる。そして、厳きびしい表情を崩さず、菜な間ま校長は決然と言った。

「だが私は、如何いかなる困難があろうとも、あの子を解放し、自由にしてやりたい。そして、手元に引き取って一緒に暮らしたい。そのためには、あの子のいる場所へ乗り込まざるをえない。その結果、たとえこの命を危険に晒さらそうとも後悔はせんつもりだ」

「…………」

　真ま理り子こは無言のまま、眼鏡めがね越しに不安げな瞳ひとみを父に向ける。

「……お父様。一つだけ、お伺いしてもいいかしら……」

「何だね？」

「……ずっと、あの子の事を見守ってきてたっておっしゃったわよね？　……どうしてその事、今までわたくしに一言も……？」

　眼鏡越しに震ふるえる瞳に見つめられて、菜間校長はつい顔を背けた。

「……今まで黙だまっていた事は悪かった。すまない」

　真理子は小さく首を振った。

「謝あやまってほしいわけじゃありませんわ……。ただ、どうしておっしゃってくださらなかったのか、その理由が知りたいの」

「理由……か……」

　菜間校長は小さく吐息を漏らした。

「……あえて言うなら、恐れ、だろうか。未いまだに実の娘を気にし続けている事を知られたら、お前に不愉快な思いをさせるのではないか。そんな恐怖が常にあった。それによって、今までの親子関係がギクシャクしてしまうのではないかとね。それが怖かった」

　菜間校長は一いつ旦たん言葉を切ってから、再び口を開いた。

「それともう一つは、後ろめたさ、だろうか……。私はずっと、拾い子であるお前の霊れい視し能力を頼ってあの子の居場所を探し続けていたわけだ。見ようによっては、まるで実の娘を見守るためにお前を利用しているように見えなくもない。もしお前にそんなふうに思われたら、お前の信頼を失ってしまうのではないかと…………これもやはり、恐れだな」

　真理子はしばらくじっと父の横顔を見ていたが、やがて下を向いて膝ひざを抱えた。

「……真理子」

　菜間校長が声をかけた瞬しゆん間かん、真理子がボソッと呟つぶやいた。

「ひどいわ……お父様……」

　それを聞いて、菜間校長はハッと伸ばしかけた手を止めた。

　そしてうなだれると、低く謝る。

「すまない……。私は、ずっとお前を騙だましていた。その事は、許してくれとは言えんだろう。だが、信じてほしい。私は確かに絶えずあの子を気にかけていたが、しかしそれと同様に、いや、それ以上に、お前の事も……」

「その事じゃありません」

　真ま理り子こは大きく首を振った。

「実の娘を心配するのは、親として当然です。確かに、わたくしからすれば面おも白しろくないと感じる面はございます。けれど、わたくしがそんな事で機嫌を損ねたり、ましてやお父様への信頼をなくしてしまうような娘だと思われていた事が、それがわたくしには悲しいのです。わたくしの、お父様への信頼がその程度のものと思われていた事が情けないのです……！」

　真理子の目に大粒の涙が光った。

「お父様の実の娘なら、わたくしにとっても姉妹です。その大事な姉妹を愛する事も出来ないほど、心の狭い娘だとお思いですの？　だとしたらお父様、わたくしへの侮辱としてこれ以上のものはございません！」

　ハンカチ状の白木も綿めんを握り締しめて、真理子は搾しぼり出すように泣き叫んだ。

　菜な間ま校長は、目頭を拭ぬぐいながら嗚お咽えつを漏らす真理子をしばし無言で眺めていたが、やがてそっと手を伸ばして抱き締めた。

「真理子。すまない。いつの間に、そんなに大人おとなになっていたのか、私は全然気づいていなかった。そんなふうに言ってくれるとは、思ってもみなかった……」

　風ふ呂ろ上がりの裸体はすでにねっとりと汗ばみ、洗い立てのパジャマに染み込んだが、真理子は黙だまって父の腕に身を委ゆだねた。

　真理子の頭に、ポタリと滴が垂れた。

　そっと見上げると、菜間校長の頰ほおに一筋、涙の跡があった。

　感涙に顔を歪ゆがめながら、菜間校長は微笑ほほえむ。

「その高こう邁まいな精神と寛大な心。私は、お前の父親である事を誇りに思うよ……」

「…………」

　真理子は何も言わず静かに微笑み返すと、眼鏡めがねを外して再び父の胸に顔をうずめた。

　抱き締めた菜間校長の両手には何故なぜか目薬が握られていたが、真理子の位置からは幸い確認出来なかった。




　ちなみに真理子はこの後、もう一度シャワーを浴び直して替えのパジャマに着替えたが、それは菜間校長には内ない緒しよであった。







[image: 第７章　もてなしの精神]







　少し時間を戻して、たまが真ま理り子こたちのマンションを後にした頃ころの賀か茂もの家の庭である。

　賀茂とアブデルは、地面に描いた魔ま方ほう円えんの前に立っていた。円の中には、召喚された家の神の姿がある。何故なぜかスーツ姿に七三で眼鏡めがねをかけた家の神は、アブデルにビビりながらしきりにハンカチで汗を拭ふいていた。

「……ええ、そちらのご要望はこちらとしても十分理解させていただきましたし、出来得る限り善処させていただきたいと思います」

「じゃ、よろしくお願いします。とにかく、菜な間ま校長の言う事は全部無視するようにって点だけは、配下の方々にもしっかり言い聞かせておいてください」

「ええ。それはもう、確かに……」

　家の神は、愛あい想そ笑いを浮かべてペコペコと頭を下げると姿を消した。

　賀茂は、ふぅと息をつく。

「しかし、あんなのがウチの現在の家の神なのか……。いくらアブデルが相手とはいえ、なんであんな腰低いんだ……」

　賀茂は内心の違和感を拭ぬぐえないまま、家の神から手渡された名刺を眺めた。

　アブデルがポンと賀茂の肩を叩たたいて言った。

「これで、この辺りの主要な神しん霊れいや精霊は全部終わったな。朝までかかるかと思ったが、随分と早くすんだではないか。上出来だ」

「うん、まあ、みきさんの『お筆先』で、潜んでる霊れいたちの名前は洗いざらい書き出してもらったし……。名前さえ分かってりゃ、呼び出すのはそんなに難しくはないから」

「うむ。確かにあれは便利な能力だな。筆に降りた神がちゃんとした素姓の者かどうかを、みき本人の『眼め』では見極められないのが難点ではあるが……」

　夕ゆう餉げの支度をしているみきを窓越しに眺めやりながら、アブデルは顎あごを撫なでた。

「とにかく、神霊どもの事はこれでいい。彼らが動かなければ、菜な間ま校長との技量の差はかなりカバー出来る。ヤツ自身の魔ま力りよくと直接ぶつかり合えば、戦力は五分だからな」

「五分か……。ギリギリだな……」

「弱気になるんじゃない。前にも言ったと思うが、お前の自分自身に対する支配力がヤツの魔力を上回っていれば、何の影えい響きようも受けずにすむのだ。自信を持ってリラックスしていれば、いかに高等な悪魔であろうと問題ない」

「うん。分かってる。けど、それは向こうだって同じだろ……。昼間みたいにあんなに堂々とされてたら、こっちが何やっても影響与える事は出来ないんじゃ……」

「弱気になるなと言っているだろうが。ヤツを封印するための罠わなも仕掛けたし、総合的に見ればこちらのほうが圧倒的に有利だ」

「そうだな……」

　うなずきつつも、不安を隠せない賀か茂も。

　その表情を見てアブデルは小さく呟つぶやいた。

「……霊力の本質は精神の力。怯おびえていては、その力の何割も発揮出来んというのに。ベリアルのヤツめ。昼休みにわざわざ校長室へ呼び出して力の差を見せつけたのは、これが狙ねらいだったか……」

　苦々しく顔をしかめる。

　そこへ、たまが帰ってきた。庭にいる賀茂とアブデルを見つけて声をかける。

「ただいまー」

「あ、おかえり」

　賀茂が振り向く。

「随分遅かったね」

「はい。お友達のお家うちに誘われて、遊びに行ったら話し込んじゃって、それでついこんな時間に……」

　照れたように苦笑いして、たまは頭を搔かいた。

「そっか。まあ、それなら良かった。お友達ってクラスの子？」

「そうです。今日転校してきた子で、真ま理り子こさんっていう人です。菜間真理子さん」

「菜間真理子さんか……って、えぇっ？」

　何気なく名前を繰くり返してから、賀茂は大声を出した。

「ちょっ、ちょっとたまちゃん。もしかしてその名字って……」

「はい。そうなんです。なんと、新しい校長先生の娘さんなんですよ」

　大きな目を一杯に開いて、興こう奮ふんしたように言うたま。

「しかもですね、その校長先生って実は、昨日お買い物の荷物を運ぶの手伝ってくれた、あの親切な紳士の人なんです！」

「って、それ……」

「びっくりしましたか？　私もびっくりしました。ものすごい偶然ですよね！」

「もしかして、校長とも会ったりした……？」

「はい。私が帰ろうとして靴くつを履はいたところにちょうど帰ってきて」

　それを聞いて、賀か茂もは一いつ瞬しゆんギョッとした。その顔を見て、たまは慌てて言った。

「あ、大丈夫ですよ。ちゃんと、お礼したいから是非一度遊びに来てくださいって言ってきましたから。近いうちに必ずって約束してきました」

「そ、そうか……」

　何も知らずに笑うたまを前にして、賀茂は困った顔をアブデルに向けた。アブデルも無言で顔をしかめる。

「それじゃ、鞄かばん置いてお夕飯のお手伝いしてきますね」

　二人の様子にはまるで無む頓とん着ちやくにそう言うと、たまは家の中へ姿を消した。

　その後ろ姿を見送ってから、賀茂はアブデルのほうを振り返った。

「アブデル……。今の、聞いた……？」

　アブデルも、難しい顔をして腕組みした。

「まさかすでに接触を始めていたとはな。娘というのは恐らくヤツの手下だろうが、同じクラスに送り込んであるのか……。マズいな」

「同じクラスって事は、その気になったらいつでも手を出せるって事じゃないか。授業中に教室の中まで護ご衛えいにつくなんて出来ないぞ。明日の日中に拉ら致ちされたらヤバいんじゃ……」

　うろたえる賀茂を、アブデルが制した。

「まあ待て。それはない。無理やり拉致するつもりなら、今日遊びに行った時にそのまま囚とらわれていたはずだ」

「あ、そうか」

　賀茂はハッとする。そして首を捻ひねった。

「……でも、せっかく家まで連れ込んでおきながら、何であっさり帰したりしたんだろ？　そのままどこかにさらってしまう事だって出来たはずなのに」

「甘いぞ、賀茂よ。無理やりさらったりしては、いつ逃げ出すか分からんだろう。ヤツはたまちゃんを自分の仲間に仕立て上げたいのだ。嫌われるような真似まねをするはずがない」

「そうか……。だけど、話し合いが決裂して闘たたかいになったら結局同じじゃ……」

「そこはヤツの事。上手うまく話を運んで、あたかもこちらが悪者であるかのように見せかけるつもりだろう。あの男にとってはそれくらい容易な事だ。かつて天使の三分の一が神に背いた時、そのほとんどはヤツの口車に乗せられたためだったのだからな」

「………！」

　青ざめる賀か茂も。アブデルは続けて言う。

「すでにヤツは手下を使い、たまちゃんを家に招く事に成功した。そして、友好的な関係を築きずきつつある。さっきの彼女の様子を見ただろう？　あの男はいつもああやって、相手の心を取り込むところから始める。そして気がついた時には、いつの間にかヤツの仲間に加わっているというわけだ。それも自発的に、自らの熱烈な意志でな」

「そういうのって、一番たちが悪いな……」

「うむ。最も危険なタイプだ。下手へたに奴やつらと争えば、俺おれたちが『せっかくの新しいお友達をいじめる最低な人』という烙らく印いんを捺おされかねん。恐らく、向こうの狙ねらいはそこだろう」

　賀茂はギョッとしてアブデルの顔とたまの去った方角を見比べた。

「な……！　マズいぞ、それ。もしこっちが勝っても、たまちゃんが自分からあいつらのとこに行くなんて事になったら……」

「そうだ。騙だまされているとはいえ、本人の意志であれば止めようがない。無理やり止めたら、ますます逆効果になるからな」

　アブデルは顎あごに手を当てて考え込んだ。

「……とにかく、そういう事態にならんように、こちらも慎重に立ち回る必要がある。とにかく、信頼を保つためには隠し事をしないのが一番だ。菜な間ま校長の正体や、ヤツが彼女を引き取りたがっている事などは、今のうちに告げておくほうがいいだろう。その上でどうしたいか、今夜中にしっかり決めさせる。菜間校長が絡んでくる前、自分の頭で正常な判断が下せるうちにな」

「そうか。はっきりと本人の口から『人間と同じようにして生きていく』って言葉を確認しておけば、争いになっても悪者にされる心配ないもんな」

「そういう事だ」

「けど、万が一たまちゃんが『菜間校長と一緒に暮らせるなら、悪あく魔まとして生きていく』なんて言ったら……」

「その時はしょうがない。すでに手遅れだ。わずか一日で、彼女の心はすでに菜間校長に浸しん蝕しよくされてしまったという事。潔いさぎよくあきらめ、悪魔として封じるしかないだろうな」

　冷静というより冷たいとさえ思える口調で言うアブデルに、賀茂は少なからず戸惑った。

「封じるって……」

「あの男の手に委ゆだねて、更なる罪を重ねさせるよりは、封じてしまったほうが本人のためだ。違うか？」

「う……。そ、それは……そうなのかもしれないけど……」

　賀か茂もは歯切れ悪く語尾を濁にごした。万が一の場合の話と分かっていても、たまを封印する事に同意するのは抵抗があった。

　そんな賀茂を見て、アブデルがバンと背中を叩たたく。

「心配するな。今のはあくまで仮定の話だ。彼女が悪あく魔まとして生きていく事を選ぶ可能性など、理屈の上ではあるかもしれんが、実際にはまずありえん。もっと信頼してやらんか」

「そ、そうだな。心配しすぎるのはかえって失礼だな」

　賀茂はなんとか笑顔を取り戻すと、決まり悪そうに頭を搔かいた。

「よし。それでは、夕食の後に全すべて話す。お前は一応、万が一の場合に備えてガラスケースを用意しておけ」

「ガラスケース？」

「何を驚おどろいている？　前にも言っただろう。美少女を封じる場合は、生きたフィギュアとして透明なガラスケースに収めるのが基本だ。最悪な事態になってもただでは起きん。それが俺おれのモットーだ」

「そういや言ってたな。たまちゃんの事、生きたフィギュアとして所有したいとかって馬ば鹿かな事を……。まだあきらめてなかったのか……」

　賀茂は初めてアブデルと会った時を思い出して、深々とため息をついた。




　夕食が終わった後、賀茂はさっそくたまに切り出した。

「たまちゃん。話があるんだけど、いい？」

「はい？　何ですか？」

　たまは無邪気な顔で首を傾かしげる。

　緊きん張ちよう感のないその表情に、賀茂は少し躊ちゆう躇ちよした。

「え、えーっと……、菜な間ま校長の事なんだけど……」

　目を泳がせながら言葉を探していると、たまのほうから先に話してきた。

「あ、はい。私も同じ事考えてたところです。せっかくお招きするんだからちゃんとおもてなししたいですけど、どんな感じにしたらいいと思いますか」

「え……？」

　考えていたのと全然違う方向に話を持っていかれて、賀茂は一いつ瞬しゆんポカンとする。

「どんな感じって……えっと……」

「私、よく考えたら、ちゃんとした大人おとなの人なんてお招きした経験ないし、どうやったらいいのかなって思って。私がなんとか作れるのって言ったらケーキとかくらいしかないですけど、真ま理り子こさんならともかく大人の男の人がそんなの喜ぶかな、とか……。でも、お料理とかお出しするにしても、みきさんと比べたらずっと下手へただし」

　みきさんと比べたら下手へたっていうより、比べ物にならないくらい下手なんだけどな……。

　思わず心の中でどうでもいいツッコミを入れながら、賀か茂もは困惑してポリポリと頰ほおを搔かいた。新しい友人に舞い上がっているらしいたまに、本題を切り出すのはなんとも気が重い。

　賀茂が困っているのを見兼ねて、隣となりに座っていたみきがそっと口を出した。

「是これ雄お様。ここは代わりに私が……」

「え？」

「お任せください。この手の事は、些いささか心得がございますゆえ」

「ああ、そう？　じゃあ、お願い……」

　みきは一つうなずくと、たまのほうを向いた。

「たまさま。よろしいですか」

「はい？　なんですか、みきさん」

　みきは真ま面じ目めな顔をして姿勢を正した

「客人をもてなす、もしくは返礼をするという事は、自らを誇示する事ではございません。華美に飾り立てた卓上に、贅ぜいを尽くした珍味の数々を並べ立てたとしても、かえって目に煩わしく舌に厭いとわしき事にもなりかねません。衒てらわず飾らず、あるがままの感かん謝しやの気持ちを慎つつましく形にする事が肝要かと存じます」

「な、なるほど……。確かに、お買い物の手伝いのお礼くらいであんまり大おお袈げ裟さにしちゃうと、かえって気を遣わせちゃうかもしれないですね」

　ほぉーっと感心のため息を漏らすたま。そのやり取りを見て、思わず賀茂はみきを見る。

「いや、ちょっとみきさん、アンタ何の話してんだ？」

「何のって、ですから校長先生をお招きするにあたっての心構えを……」

「そうじゃなくて、菜な間ま校長が悪あく魔まだっていう話をするんじゃなかったのか？」

「えっ？」

　賀茂のツッコミに、たまが声を上げた。

「何で賀茂さん、その事知ってるんですか？」

「な、何でって、たまちゃん知ってたの？」

　今度は賀茂が驚おどろく。

「今日遊びに行った時、真ま理り子こさんから聞きました。賀茂さんはどうして知ったんですか？」

「ボクらは、昼休みに校長室に呼ばれて……」

「あ、そう言えば、お昼休みにそんな放送ありましたね」

　たまは思い出して手を打つと、心配そうに賀茂の顔を覗のぞき込んだ。

「な、何か悪い事して叱しかられたんですか？」

「いや、そうじゃなくて。大体、悪い事して悪魔に呼び出されたら、普通褒ほめられそうな気が……」

「あ、そういえばそんな気もしますね。でもそれじゃ、どうして呼び出しなんて？」

「話があるっていう事で……。それも、校長と生徒としてじゃなくて、もっとプライベートな用件で……」

　賀か茂もは言いにくそうに後頭部を搔かいたが、じっと話の続きを待つたまの目を見て、腹を決めた。

　真剣な表情でたまを見つめると、賀茂は口を開く。

「……実はね。菜な間ま校長、たまちゃんを自分の手元に引き取りたいって言ってきたんだ」

　たまはポカンとしてから、三秒遅れで声を上げた。

「えぇっ？　なっ、なんで突然……？」

「突然言ってきた理由は分からない。ただ昼間聞いた限りでは、菜間校長は自分がたまちゃんの実の父親だって言ってる。そして、たまちゃんは悪あく魔まなんだから、悪魔らしく生きるべきだ、って……」

「じ、実の父って、つまりお父さんですか？　私の？　そ、それよりあの、あ、悪魔らしく……って……？　でも私……」

　困った表情を浮かべるたまを見て、賀茂は慌てて言う。

「もちろんたまちゃんが、普通に人と同じようにして生きていきたいって思ってる事は知ってるし、妖よう気きが漏れないように頑張って気をつけてる事も知ってる。それに父親だっていっても、これまで一度も会った事なんてないんだから、他人と一緒って考えていいと思う。だから、菜間校長の申し出は断ったっていい。ただ、決めるのはたまちゃん自身だから、こうして話しただけで……」

　それを聞いて、たまの表情は少し落ち着いた。

「それで、どうする？　校長は明日返事を聞きに来るって言ってるんだけど」

「明日……ですか……」

　たまは黙だまって考え込んだ。

　賀茂は少し心配しながらも、じっと返事を待つ。

　やがてたまは、少し不安そうな目で賀茂の顔を窺うかがった。

「えと……、一つだけ聞いてもいいですか……？」

「ん？　何？」

「その……、賀茂さんは、どうするのがいいって思いますか？」

「え？　ボクとしちゃ当然ここに残ってほしいけど……？」

　賀茂は即答した。害を為なす存在に舞い戻る事を勧められるはずがないし、もし悪魔として生きる事を選ばれたら、たまを自分の手で封じなければいけなくなる。しかも封じた後はアブデルの慰なぐさみ物だ。事情はどうあれアブデルの変態趣しゆ味みに手を貸したくはない。ここに残る事を選んでほしいに決まっている。

　たまは、賀か茂もの『当然』を微妙に勘違いして、少し照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「じゃあ、残ります。菜な間ま先生には悪いですけど」

「ホントに？」

「はい。菜間先生の言う『悪あく魔まとして』ってのがどういう意味かは分からないですけど、やっぱり私はこうやって普通の人と同じように暮らしたいです」

「良かった……」

　賀茂はホッと胸を撫なで下ろす。

「じゃあ、そう言って明日はきっぱり断るから。それでいいね」

「はい。あ、いえ、やっぱり私の口から言います。菜間先生が嫌いだから断るんじゃないって事は、ちゃんと伝えておきたいですし。それに、もしホントに私のお父さんなら、捨てた理由も知りたいし……」

「まあ、その辺はたまちゃんに任せるよ。自分が納得いくようにしてくれたらいい」




　話が終わると、賀茂は用意してあったガラスケースを持って、アブデルとともに四畳半に引き上げた。

　部屋に入るなり、アブデルが大きく安あん堵どする。

「いや、良かった。菜間校長が悪魔と知りながら、あんなに懐なついていると知った時には、正直言って少し不安だったぞ」

　賀茂もうなずく。

「確かに。あんなに校長に対して好意を示されちゃ、昼休みに一度やり合った事とか、力ずくで奪うなんて脅されたとか、とてもじゃないけど言い出せなかったな」

「全くだ。げに恐ろしきは菜間校長の人心に取り入る巧みさよ。なにしろ、仇きゆう敵てきですら親友に変えてしまうと言われる男だからな」

　アブデルは床に腰を下ろして、もう一度大きく息をついた。

「だが賀茂よ。とにかく、これでまた少し有利になったな」

「有利ってほどでもないんじゃないか？　菜間校長と闘たたかいになってもこっちが悪者にされる危険がなくなったってくらいで」

「そんな事はない。たまちゃん自身の口から断られたら、向こうには彼女を引き取る大義が完全になくなるだろうが。そうなれば、ヤツがこちらに与える影えい響きようも半減する。魔力は広義の影響力だから、ヤツの魔力の大半を殺そいだのに等しい」

「そうか。確かに、正当性がないのにゴネられたって、従う気にならないもんな」

「そういうことだ。後はお前の力を少しでも強化する事に専念するか」

　アブデルはそう言うと、ドサッと本を何冊も取り出した。

「何これ？」

「『悪あく魔まの鞭むち』、『祓ふつ魔ま法典』それから『ローマ教会典礼定式書』。この三冊は、実際の祓魔の手順について書かれた箇所に目を通しておけ。堕天使系の奴やつらには、やはりキリスト教系統の術が一番効くからな。それからこっちの三冊は、かつてベリアルを封印して自在に操ったイスラエルの王ソロモンによる、『ソロモンの知恵』と『箴しん言げん』、そして『ソロモンの鍵かぎ』だ。これを適当に引用して権威づければ、ヤツにとっては特に効果が高いはず。今から一夜漬けで覚えろ」

「こ、これ全部？　マジで？　結構あるぞ」

　あからさまに嫌悪の情を浮かべる賀か茂も。

「弱音を吐くな。ヤツとの闘たたかいに敗れれば、待つのは死だ。しかもたまちゃんがどんな目に遭あわされるかも分かったものではない。それを考えたら一夜漬けくらい何でもなかろう」

「そりゃまあそうだけど……」

　渋々うなずくと、賀茂は渡された本を開いた。




　夜も更けて家中が寝静まった後も、賀茂は一人真ま面じ目めに本の暗記に努めたが、同じ部屋で眠るアブデルの豪快ないびきが、やたらと邪じや魔までしようがなかった。明け方の四時頃ごろに自分の体力と記き憶おく力の限界を痛感して、全巻丸暗記の野望はあえなく挫ざ折せつした。
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　翌日の夕方。

「ふわあぁあぁあぁ……」

　賀か茂もは学校から帰ると、大きくあくびをした。

「眠～……。やっぱ、無理せずちゃんと寝たほうが、集中力が下がらなくて良かったんじゃないかな……」

「で、結局どれくらいまで読めたのだ？」

　アブデルが聞く。

「んー。授業中かけて、なんとか『ソロモンの知恵』と『箴しん言げん』は目を通したけど……」

「では『ソロモンの鍵かぎ』は読んでないのか？　あれが一番肝心なのに」

「いや、だってあれ、日本語じゃなかったし……。っていうか、普通のアルファベットでさえなかったぞ。読めるかあんなの」

「あれは昔、大英博物館から失敬してきたギリシャ語版だ。ヘブライ語よりは読みやすかろうが」

　寝不足の顔にうんざりした表情を浮かべて賀茂は言い返した。

「……どっちも読めない。大体、なんであれも日本語訳のにしないんだよ？　日本語圏なら呪じゆ文もんとかも日本語でいいって、ずっと前に言ってなかったか？」

「学術研究の対象にもなっている『知恵』と『箴言』に比べて、オカルト色の強い『鍵』は信頼出来る日本語版が手に入らなかったのだから仕方なかろう。いちいち俺おれが訳すのも面めん倒どうだしな」

「面倒って……」

「まあいい。それより、最終チェックをしておくぞ。まず、椅い子すの裏に仕掛けた五ご芒ぼう星せいのメダリオンはちゃんとあるか」

「ん……。オッケーだ」

　賀か茂もたちが菜な間ま校長を迎える準備を再確認しているところへ、たまが帰ってきた。

「ただいまー。あれ？　賀茂さん、四つん這ばいになって何やってるんですか？」

「え？　ああ、いや、今日は校長が来るから、ちょっと床の掃除を……。汚れてると恥ずかしいから」

　賀茂は曖あい昧まいに笑ってごまかした。敵対する可能性を知らないたまには、迎げい撃げき態勢の最終確認だとは打ち明けにくい。

「あ、それじゃ私も手伝います」

「えっ？　いや、いい。大丈夫。こっちはもうすんだから」

「じゃあ、私はテーブルとか壁かべを綺き麗れいに……」

「そっ、そっちもボクがやっとくからいいって……」

　あちこちに仕掛けた護ご符ふや呪じゆ文もんを見られて不ふ審しんに思われたら困る。賀茂は慌てて断った。

　たまはそんな賀茂を見て、不思議そうに首を傾かしげる。

　そこへみきが台所から顔を出した。

「たま様。手が空すいているのでしたら、ちょっとこちらをお手伝いいただけますか？」

「あ、はい」

　たまは振り返ると、とたとたと台所へ姿を消した。

「ナイスフォローだ。我が妹」

　アブデルがグッと親指を立てて見せる。

「お褒ほめにあずかり光栄です、アブデル兄様」

　みきは嬉うれしそうに笑顔を返した。

　そこへ、玄関のチャイムが鳴った。

　賀茂たちは、ハッと玄関のほうを振り向いた。その顔に緊きん張ちようが走る。

「来たか……」

　賀茂はアブデルと目配せすると、玄関に出て戸を開けた。

　その途と端たんに飛び込んでくる黒い影。

「わっ!?」

　のけ反った賀茂は、黒い人物に組みつかれてその場に尻しり餅もちをついた。

「久し振りーっ！　ごん、元気にしてた？」

「なっ？　ま、真ま央お？」

　飛び込んできたのは、賀か茂もの元飼い主で猫ねこ耳みみ娘の真央だった。ついでに『ごん』は、賀茂が狐きつねだった時の名前である。由来はもちろん『ごんぎつね』からだ。

「お前、一体何しに……？」

　賀茂の質問に答えたのは、真央の後から入ってきた律りつ子こだった。

「校長に面談させようと思って連れてきたの。編入の事について色々話したいからさー。校長、今日ここに来るんでしょ？」

「な？　め、面談ってまた気楽な……。昨日の校長室での事、覚えてないのか……？」

「ちゃんと覚えてたから、間違えずに今日来たんじゃない。何言ってんのよ」

「そうじゃなくて！　菜な間ま校長の正体とか、そういう事を……」

「いや、校長も人間じゃないって分かったから、直接引き合わせてみる気になったのよ。魔ま物ものだったら、真央ちゃんの耳とか見ても別に驚おどろかないでしょ？」

「そりゃそうだけど……」

　賀茂は何となく納得させられて、返す言葉を失った。

「……まぁ、校長はまだ来てないから、とりあえず上がって。それから言っとくけど、もしボクらと校長の話し合いがこじれたら、見物とか言ってないですぐに逃げろよ」

「はいはい、分かった分かった。相変わらず心配性ねー」
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　律りつ子こはヒラヒラと手のひらを振って賀か茂もをあしらうと、真ま央おを連れてさっさと奥へ上がった。やむなく、賀茂もその後に続く。

　居間に通すと、賀茂は真央に尋ねた。

「で、律子とは上手うまくやれてる？」

「それがね、聞いてよ、ごん。律ちゃんってひどいんだよ」

「ひどいって？　何かされたのか？」

「されまくりだよ。たとえば私を家に連れてく時もね、いきなり袋詰めにしてブンブン振り回したんだよ。私、目が回って袋の中で吐きそうだったんだから」

「袋詰めにして振り回した……？」

　賀茂は思わず律子を見る。

　律子は人差し指を立てると、平然と答えた。

「いや、ホラさ。猫ねこをもらってくる時は、そうやって方向を分からなくしておかないと、古巣に戻っちゃうって言うじゃない？　それで一応念のためにね」

「人一人入れた袋なんか、よく振り回せたな……。いや、それ以前に、よくまあそんな大きな袋が……」

　賀茂は、感心したものやら呆あきれたものやら分からないままに呟つぶやいた。

　真央は更に続けて不満を述べ立てる。

「それだけじゃないんだよ。私がね、夜に出かけようとしたら、部屋の外から鍵かぎかけて閉じ込めるんだよ。ひどいと思わない？」

「うーん、夜に外出するのはあんまり感心しないけど、外から鍵かけるのはちょっとやりすぎかな……？」

　賀茂の言葉に律子が答える。

「苦情があったのよ。お宅の娘さんが毎晩夜中に野の良ら猫ねこを虐待してる、っつって。それで私も何度か注意したんだけど、全然聞かないからさ。それで夜は仕方なく閉じ込めてたの。犯罪者予備軍みたいに思われるよりマシでしょ？」

　真央がムキになって訂正した。

「私がイジメてたんじゃないよっ！　この辺じゃ私は新顔だからって、みんなのほうがイジメてきたんだから！　私は仕方なくやり返してただけだよ。ただの正せい当とう防ぼう衛えいだよ！」

　そう言われて、賀茂は真央の体が細かい傷だらけなのに気づいた。

「ってことは真央、その傷って全部猫と喧けん嘩かして出来たのか……？」

「そうだよ。みんな本気でひっかいたりしてひどいんだから」

「まぁ、喧嘩もいいけどほどほどにな……。猫の爪つめの傷って化か膿のうしやすいらしいから」

　遠回しに喧嘩をやめるようたしなめた賀茂だが、真央は得意げに答えた。

「心配しなくても大丈夫だよ。かかって来た奴やつら、みんな返り討ちにしてやったから。今じゃもう、ここら辺一帯ぜーんぶ私のナワバリなんだよ！　すごいでしょ？」

　えへん、と胸を張る。

「ナワバリなんだよ、って言われてもな……。せっかく律りつ子こに引き取られて、人間暮らしに戻りつつあるってのに、ゴミの占有権とか持ってて嬉うれしいか……？」

「なっ、なによーっ？　持ってないよりは持ってるほうがずっとずっといいに決まってるでしょっ！」

「ま、まあ、価値観は人それぞれだし……」

　賀か茂もが適当にごまかしたところに、台所からたまが顔を出した。

「あれ？　律子さん？　それに真ま央おちゃんまで……。どうしたんですか？」

「ん？　今日ここに校長が来るからってんで、真央ちゃんの編入の話しに来たのよ。書類上の問題だけじゃなくて外見にも色々面めん倒どうな事情があるからさ。その辺説明するには本人がいたほうがいいでしょ？」

　律子はそう言いながら真央の帽子をぽふっと脱がした。その下から、三角の形をした猫ねこの耳が現れる。

「なるほど。そうですね」

　たまは納得してうなずいた。

　今度は真央がたまを横目に見て口を開く。

「それより、たまちゃんこそ何でごんの家にいるの？」

「ちょっと前からこちらに居い候そうろうさせてもらってるんです」

「居候？　住む家あるのに何で？」

「何でって、やっぱりあの教会に一人じゃ広すぎますし、それに賀茂さんがおいでって言ってくれたんで……」

「えっ？　飼い主の私でさえ、そんなの言ってもらった事ないのに！　たまちゃんばっかりズルいよそれ！　ちょっとごん、何で？　えこひいき？」

　真央は賀茂に向かって食ってかかる。

「ズルいも何も、真央は自分からさっさと、律子んトコに行くって決めちゃってただろ？」

「そっ、そりゃそうだけどっ。でも、そこで敢あえて誘ってくれるのが家族の情じゃないの？　たとえ離れ離れになる運命でも、気持ちの上では一緒に暮らしたいって願ってるところを、ちゃんと態度で示すべきだよ。それが正しいペットと飼い主の関係だと思うよ、私」

「そんな逆ギレされてもなぁ……」

　賀茂はその場の面々を、救いを求めるように見回した。

　アブデルが、任せろと言うようにうなずいて賀茂の肩を叩たたく。そして、真央に歩み寄った。

「君の言いたい事は分かった。今からでも遅くはない。律子の所から出て、俺おれと一緒に暮らそう」

　真ま央おは上目遣いで、アブデルをうさん臭そうに見つめた。

「……誰だれアンタ？」

「なっ？　だ、誰だと……？　二巻で変態犬マニアを撃げき退たいした最大の功労者のこの俺おれを覚えておらんというのか……！」

　この世の終わりのように愕がく然ぜんと立ち尽くすアブデル。そこへ更に追い討ちをかけるように、真央は目をパチクリさせて言う。

「根ね呂ろとパトラッシュをやっつけたのはごんでしょ？　何言ってんの？」

　アブデルの正体も知らず、賀か茂もとアブデルの関係もちゃんと知る機会のなかった真央にとっては、これが素直な感想である。そもそも真央には霊れい視しなど出来ないのだ。しかしアブデルは、口を押さえて顔を背けると、はらはらと落涙した。

「く……っ！　賀茂に力を与えているのは、全すべてこの俺だというのに……！　なんと報われん話だ。人知れず善行を積む事は、善行を誇るに万倍する価値があるなどと言われているが、現実には裏方事業など所しよ詮せんこんなものなのか……！」

　打ちのめされて、アブデルはヨロヨロと賀茂の後ろに戻る。

「己の行為が理解されぬのは、思いの他ほか孤独なものだな……」

　そこへすかさず二つの人影が忍び寄った。

「私にはちゃんと分かっております。元気をお出しください」

　みきと律りつ子こである。互いに相手がアブデルに組みついているのを見て、目を見合わせる。

「こ、こんな下品な女と唱和してしまうとは……！」

「げっ？　こんな長文でハモった……？」

　みきは激しく悔しがったが律子は虚心に驚おどろいただけ。この辺りの余裕は、高校二年にしてアブデルから年とし増ま呼ばわりされている律子の貫かん禄ろくだった。




　中でそんな事をやっている時、霧きり雨さめの降り出した賀茂家の門の前に紳士と少女が立った。

　お洒落しやれなスーツに細身のズボンの紳士はもちろん菜な間ま尺しやく八はち郎ろう。手にした傘かさは差さずにステッキ代わりに右手に持っている。

　隣となりにいる眼鏡めがねの少女は真ま理り子こである。肩口の膨ふくらんだ袖そでの紺ブラウスにフレアスカートという質素ないでたちだが、良家の子女といった立ち姿はかえって慎つつましやかな気品をかもし出していた。

「……静かだな」

　菜間校長は、皮手袋をはめた手で口を覆おおうようにして髭ひげをしごくと呟つぶやいた。

　真理子も、肘ひじまである白い手袋で眼鏡を押し上げながら、肩をすくめてうなずく。

「確かに、静かすぎますわね。まるで戒かい厳げん令れいでも敷しかれてるみたい……」

「恐らく、何があっても動かぬよう、ここ一帯の精せい霊れいたちにあらかじめ命じておいたのだろう。私に使役されるのを警けい戒かいしたのだな……。自分に使えないものは相手にも使用させないというのは、理に適かなっている」

　菜な間ま校長の口端がニヤリと上がった。

「だが、これは逆に自分の怯おびえを露ろ呈ていしたにすぎん。怯える事は、こちらの精神的支配下に立たされるという事。こちらの力に対する耐性は、この分ではほとんどなかろう。よほど昨日の脅しが効いたと見えるな……」

「でもお父様、こうやって警戒してるって事は、やっぱり話し合いによる解決はあきらめてるって事ですわね……」

　不安を隠せない様子で、真ま理り子こは肘ひじを抱いた。

「心配いらんよ。向こうがこちらに備えて準備をしているように、私もすでに手はいくつか打っている。あの天使の力を封じる事さえ出来れば、何も恐れる事などない」

「ええ……」

　真理子はうなずいた。

「たまさんご自身はどう思ってるのかしら……」

「学校では何も言っていなかったのかね？」

「今日、お父様が来る事は知ってらしたけど、それ以上はご存じないみたいだったわ。お茶の準備して待ってる、なんて無邪気な事おっしゃってたし。闘たたかいになる可能性なんて、全然お考えじゃないんじゃないかしら……」

「そうか……。とすると、彼らはあの子には、何も伝えておらんのだろうか」

　菜間校長は、再び髭ひげをしごく。

「……ところで真理子」

「はい？」

「もう一度だけ確認したい。本当に、何でも協力してくれるのだね？」

　真理子はきっぱりとうなずいた。

「もちろんですわ。そうでなくて、どうしてわざわざついてくると思って？」

「それが、たとえ人の道に外れた事であっても……？」

　真剣な表情の父に向かって、真理子は緊きん張ちようをほぐすように笑った。

「悪あく魔まのくせに人の道なんて気にしてどうなさるの、お父様？　ここに来る前にも申しましたけど、わたくしに出来る事があるなら何だっていたしますわ。人の道なんて関係ありません」

「……ありがとう」

「お礼を言うのは、あの子を救い出してからでよろしくてよ」

「ふっ。一人前に生意気な口を……」

　菜間校長は苦笑しながら、感かん謝しやを込めて真理子の頭を抱いた。

　それから真顔に戻ると、玄関のチャイムに指を伸ばす。

「……行くか」

　菜な間ま校長の指が、チャイムに触れた。
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「今度こそ校長か？」

　玄関のチャイムの音に、賀か茂もは再び表情を引き締しめた。

「あ、私が出ます」

　たまが賀茂を押しとどめて玄関へ出る。

　そして、大柄な口くち髭ひげの紳士と、お下げ髪の眼鏡めがねっ娘こを案内して戻ってきた。

「どうも皆さん。ご機嫌はいかがですかな？　昨日の約束どおり、訪問させていただきました」

　菜な間ま校長は丁寧な口調で挨あい拶さつすると、隣となりに控えた真ま理り子この背中をポンと叩たたく。

「初めての方のほうが多そうだから紹介しておきましょう。私の娘です。そちらのたまさんと同じクラスだという事で、せっかくだから連れてきました」

「皆様、ご機嫌よろしゅう。初めまして。真理子と申します」

　真理子は一礼すると、ちょっと眼鏡をズラして室内を見回した。

　その顔を見て、アブデルがハッとする。

「こ、このズレ具合にこの瞳ひとみ……どこかで見覚えが……！　もしや、先日あそこの廃校で『見た』……？」

　賀茂がそれを聞いて振り向くと、小さな声で聞く。

「それが菜間校長の娘って事は、もしかするとあの子があそこに溜たまってた妖よう気きを『猫ねこ岳だけ』に仕立て上げたって事なのか？」

「その可能性は極めて高いな。ともあれ、眼鏡めがね姿に変わりがなくて何よりだ」

「何よりだ、じゃないだろ！　もしそうだったら、あの子は十分向こうの戦力になるって事じゃないか。大丈夫なのか？」

　そう囁ささやく賀か茂もの肩を、アブデルはがっしりと摑つかんだ。

「お前が心配する気持ちは分かる。だがひとまずここは、コンタクト全盛時代の激しい生存競争にもめげず、あのような眼鏡っ娘こが生き残っていた事実を喜べ。そしてその幻の眼鏡っ娘が今、我々の目の前で生きて動いているという感動に、正直に魂を打ち震ふるわせるのだ！　全すべての学問は驚おどろきより始まる。どんな時でもこの大自然の神秘に素直に驚きよう嘆たん出来る心こそ、世界の秘密を解き明かす鍵かぎなのだからな！」

「眼鏡っ娘への驚嘆から始まる学問ってどんなんだ……」

　アブデルと賀茂がやり合っているところへ、菜な間ま校長が割り込んだ。

「失礼。座ってもよろしいですかな？」

「あ、すみません。どうぞ」

　賀茂は反射的に腰を浮かせながら、目の前の席を示した。罠わなを仕掛けてある椅い子すだ。

「では失礼して……」

　菜間校長は椅子を引くと、落ち着き払った物腰で着席した。

　真ま理り子こもその隣となりに座る。

　そこへみきがお茶をお盆に載せて運んできた。

「どうぞ」

　みきの後ろから、たまが手ぶらで手持ち無ぶ沙さ汰たについてくる。どうやらこぼすといけないという事で、何も運ばせてもらえなかったらしい。せめて空いたお盆を持って帰ろうとしたが、それもみきにやんわりと断られる。

「今日はたま様の事でお越しいただいたのでしょう？　雑事は私に任せて、たま様はもう席に着くほうがよろしいかと存じますよ」

「あ、そうですね」

　たまは素直にうなずくと、賀茂の隣に座った。

　菜間校長はお茶をズッと一口啜すすると、部屋の隅にいる律りつ子こと真ま央おに目を向けた。

「あなた方は、今日は何故なぜここに……？」

　律子が真央を示しながら答える。

「あ、ちょっとこの子の編入の事で、校長とお話がしたくて」

「ああ、そうですか。すみませんが、少しお待ちいただく事になりますな」

「あ、いやいや、そちらの話がすんでからでいいんで、気にしないでください。この部屋の隅で待っててもいいですか？　何なら席外しますけど」

「ああ、別に構いません。どうせ何の話かはご存じなのだし」

「そうですか。どうも」

　律りつ子こは愛あい想そ良く笑うと、部屋の隅の座布団に座った。真ま央おが続いて隣となりに収まる。

「ね、律ちゃん。これから何かあるの？」

「賀か茂もくんたちと、あの紳士なおっさんの喧けん嘩か。おとなしくしてなさい。声立てちゃ駄目よ」

　子供を芝居小屋に連れてきたような口調で律子は言うと、賀茂たちと菜な間ま校長とのスペクタクルの開始をわくわくしながら待った。

　菜間校長は会釈を返すと、テーブルの向かいに座っている賀茂たちに目を戻す。

　そして、鷹おう揚ような調子で口火を切った。

「では、単刀直入にお聞かせ願いたい。こちらのたまさんを手放し、私に引き渡す決心はつきましたかな？」

　口調や物腰こそ穏おだやかだが、引き渡す事を前提としたかなり強気な言い方だ。賀茂の顔の緊きん張ちよう度合いが高まる。

　その表情を見て、アブデルがそっと囁ささやく。

「落ち着け。気け圧おされて怖おじ気づけばこちらの力関係は弱くなるし、腹を立てて怒ればたまちゃんへの心証が悪くなる。平然と受け流せ」

「ああ……」

　賀茂はうなずくと、一つ息をしてから無感情に答えた。

「どうするかは本人の決める事だから、たまちゃん自身の口から聞いてください」

　そう言って、たまのほうを見る。

　促されて、たまは慌てて口を開く。

「あ、はい。えっと、せっかくのお誘いは嬉うれしいですけど、でも私は……」

「お待ちなさい」

　菜間校長が突然遮った。口調は静かだったが、有無を言わせぬ響ひびきを含んでいた。

「え？　あの……？」

　いきなり中断されて、たまは困ったように菜間校長と賀茂たちを見比べる。

　菜間校長は、賀茂とアブデルに厳きびしい視線を注いだ。その口元が、蔑さげすむように吊つり上がる。

「本人の口から断らせようとは、小こ賢ざかしい事を企たくらんだものですな。本人が嫌と言えば、こちらには引き取る正当性がなくなると考えたわけですか」

　アブデルが鋭するどい目つきで応じる。

「まるでこちらが、拒否するようたまちゃんに強制したとでも言いたげな口振りだな」

「ほう？　違うとでも？」

「そ、そんな事されてないですよ？　あの、菜間校長先生？」

　思わず口を出すたま。しかし、菜間校長は無言で制して再びアブデルに向かう。

「確かに、本来の意味での強制はなかったかもしれません。しかし、このようにあなた方が列席してては、あなた方を裏切るような事を口に出来るはずがない。この場で彼女の本心を聞けるとは思いがたいですな」

「ならばどうしろというのだ？　我々のいない所でキサマと二人きりで話をさせれば、それこそキサマに丸め込まれる可能性が大だ。そんな危険は冒せん。人を誑たぶらかす事にかけては天才と言われるキサマを侮あなどるつもりはない」

「それはごもっとも。ですから、彼女自身の言葉によって結論を出すのはやめようと私は提案しておるのです。それでは我々双方ともに納得のいく解決は得られない」

　賀か茂もが菜な間まに聞く。

「だけどたまちゃん本人の意志を無視して、一体どういう基準で話し合うつもり……」

「いやいや、言葉は信用せずとも、意志は尊重いたします。やはり私としては、彼女の幸福を第一に考えたい。だが、自分自身の幸福が必ずしも本人に分かっているとは限らない。だからこの場で話し合い、出来ればこの場にいる人が一人でも多く幸福になれる道を探りたいのです」

「なるほど……」

　賀茂は警けい戒かいしながらもうなずいた。いくら対決の覚悟はしていても、話し合いの余地があるのなら出来る限り話し合いで解決したい。

　賀茂がうなずいたのを見て菜間校長は、満足そうに茶を啜すする。

　隣となりの真ま理り子こも、父に倣ならって湯飲みを手にした。そして、湯飲みの陰でなにやら小さく独り言のように呟つぶやく。

　たまがそれに気づいて声をかける。

「あの、真理子さん？　どうかしましたか？」

　真理子はハッとしたように慌てて微笑ほほえんで見せた。

「あ、いいえ、何でも。何でもありませんわ」

　そう言って口元を手で隠しながら、一いつ瞬しゆんだけ父と目配せを交わす。

　菜間校長は、髭ひげに付いた滴を拭ふいてから、たまに目を向けた。

「それでまず、たま君。少なくとも君は今、幸せではない。そうですな？」

　唐突に決めつけられて、たまはあたふたと否定した。

「えっ？　そんな事ないですよ？　結構幸せなつもりですけど……？」

　菜間校長はゆっくりと首を振る。

「ごまかしてはいけない。君が必ずしも幸福でない事は、見ていれば分かる」

「み、見ていれば分かるって、でもあの、よく分からないですけど、自分が幸せだと思ってたら幸せなんじゃ……。それにその、今の私が幸せじゃないとか言ったら贅ぜい沢たくで罰が当たっちゃいます」

　自分のやった過去の過ちと、現在自分のいる環かん境きようを思い比べながら、一いつ生しよう懸けん命めいにたまは言う。しかし菜な間ま校長は諭さとすように返した。

「確かに、幸福な人というのは自分を幸福だと思える人の事かもしれません。しかしながら少なくとも、自分を幸福だと『思おうとしている人』は、幸福ではない。無理して思おうとしなければ幸福と思えない人が、本当に幸せなわけがないでしょう？」

「………！」

　たまはハッと息を吞のんだ。

　確かに過去に犯した過ちを思えば、温かく受け入れてくれる人たちの存在はそれだけで恵まれている。しかしその事で、自分は幸せだと思わなければならないという義務を感じていないか。その義務感が、『自分は幸せ』だと言わせただけではないのか。

　振り返って今の自分を考える。

　日夜自分の妖よう気きを漏らさぬように気を遣い、過去の罪を悪夢に見てうなされ、あちこちにまき散らされた自分の妖気が今も被害者を出しているのではと、事あるごとに不安に駆られている日々。ほとんど気の休まる時がないばかりか、まれに訪れる楽しい時間も、のうのうと生きている自分への罪悪感を募らせる。これで果たして幸せだと言えるのか。幸せな毎日を送っていると言えるのか。

　たまは返す言葉を失うと、暗い顔でうつむいた。

「たまちゃん……？」

　心配して賀か茂もが声をかけたが、たまは下を向いたまま反応しない。

　菜間校長が賀茂に向かって言った。

「お分かりになりましたかな？　あなた方と暮らしていても、彼女は決して幸せではない。あなた方では、彼女を幸せにするには役不足なのです」

「だ、だからって、菜間校長が引き取ったからって幸せになれる保証だってないじゃないですか。たまちゃんを引き取った後、どうするつもりなんです？」

「だから昨日も言ったではないですか。悪あく魔まは悪魔らしく生きるべきだと。無理に人間の生活や慣習、規き範はんに自分を閉じ込めようとするから、こうやって無理が出る。もっと伸び伸びと生きれば良いのです」

「けど、今更たまちゃんに悪魔として生きろなんて言ったって……」

「ご心配は無用です。すでに彼女は、悪魔として国際検定のＳ級認定を受けている。更に、彼女が各地にまき散らした妖気の溜たまり場は、新たな怪奇スポットとして各国の魔物から非常に高い評価を受けています。来る水みず瓶がめ座ざの時代には、それらを足場として活動する魔物たちもたくさん出てくる事でしょう。これだけの貢献をした彼女であれば、どんな魔物であっても快く受け入れてくれるに違いありません。そして、自分のした事で喜ぶ者がどれだけ大勢いるかを知る事で、彼女の罪の意識もきっと軽くなるでしょう」

　菜な間ま校長は穏おだやかに笑った。

「ちなみに君の望みは彼女が幸せでいられる事でしょう？　ならば、彼女を引き渡す事に何なんら異存はないはず。我々の許もとに来てこそ、初めて彼女は己の幸せを知るのです」

「でも……、悪あく魔まや魔物たちにいくら喜ばれようと、過ちを犯した事実が消えるわけじゃないでしょう？　それどころか、悪事を為なした事を褒ほめられて喜ぶようになってしまったら、それは良心を失ってしまったって事じゃないですか。そんなの……」

「幸福になるのを妨げるような良心なら、捨ててしまったほうがいい。この世に生を受けたからには、誰だれでも己の幸せを求める権利がある。間違っていますか？」

「う……。だけど、自分の幸せのために他人の幸せを邪魔していいって事には……」

「彼女のせいで死んだ人たちの事ですか？　確かにお気の毒でした。しかし、彼女がそれを気に病む事で、彼らが生き返りますか？　冷たく聞こえるかもしれませんが、死んでしまった人の事より、今生きている者のこれからを私は大切にしたい」

「それは……ボクだってそうだけど……」

「ありがとう。同意いただけて光栄です」

　どこかしら釈然としないものを感じていた賀か茂もだったが、それが何なのかを考え始める前に、菜間校長は素早く話をまとめた。

　部屋の隅で見ていた真ま央おが呟つぶやく。

「律りつちゃん……。なんだかややこしくてワケ分かんないよ私……」

「シッ！　ここからやっと私のあぶでる様の出番なんだから、静かにしてなさい」

「だってつまんないんだもん。ごんも無理してないで、たまちゃんなんてさっさとあげちゃったらいいのにね。そしたらすぐ終わるのに……。なんであんなに頑張るんだろ」

　面おも白しろくなさそうな顔でぼやくと、ふわぁ……と大きくあくびした。元来夜行性なので、この時間帯はかなり眠いのだ。

「そういや律ちゃん。あの眼鏡めがねかけた子、さっきからずーっと変な言葉でぶつぶつ独り言いってるんだけど、あれ何？　ちょっと頭ヤバい人？」

「そういう事言うんじゃないの。つまんないなら寝てなさい。他ほかのお客さんに迷惑でしょ」

「はーい……。じゃあ膝ひざ枕まくらして……」

　他のお客なんてどこにいるの、というツッコミはなく、真央は律りつ子この膝の上でおとなしく丸くなった。

　一方菜間校長は、すっかり黙だまり込んだたまと賀茂を見て、アブデルに向かって挑発的に言葉を投げる。

「さあ、どうです。二人は納得してくれたようですが？　もちろん私と真ま理り子こも彼女を引き取りたいと願っています。つまり五人中四人が賛成したという形ですが、しかし数に任せて少数派を圧迫するのは話し合いではない。アブデル君の意見を聞かせていただきたいのだが」

　アブデルは少しも動じず、菜な間ま校長を睨にらみ返した。

「……さすが、弁舌の巧みさでは右に出る者なしと言われただけの事はあるな。要所要所での論点の微妙なズラし方。ごまかしの論をもっともらしく飾る正論。この二人では反論出来まい。大したものだ」

「はて？　論点ズラしにごまかしですと？　言いがかりはやめていただきたいものですな」

「言いがかりだと？　事実だ。まず、確かにたまちゃんが現在必ずしも幸福ではない事は本当だが、しかしそれは過去の過ちに起因するもの。決して、彼女が今置かれている境遇が不幸にしたのではない」

「む……！」

「ならば彼女が不幸だからといって、ここから出ていくほうが良いという結論にはならんだろう。しかしキサマは巧みに言葉を操って、『現在不幸であるなら、別の場所へ幸せを求めに行くべき』という主張へと誘ゆう導どうしていった。これは詭き弁べんではないのか？」

　アブデルの言葉に、たまがあっと顔を上げた。

「そ、そういえばアブデル義兄にい様の言うとおりですね」

　それを見て菜間校長は、残念そうに少し眉まゆをしかめる。

　アブデルは冷静な口調で更に続ける。

「次に賀か茂もに対しての議論だが、こいつが幸せになってほしいのは、今現在の、過去の過ちに苦しみつつも逃げずに向き合っていこうとする彼女だ。そういう健けな気げな彼女であればこそ、幸福を願う気にもなるのではないか。平気で忘れたり開き直ったりする事が出来ない彼女だからこそ、封印せずに何とか普通に暮らせるように協力したいと思っているのだ」

　賀茂はそれを聞いて、菜間校長の話に感じていた引っかかりの正体がはっきりした気がした。その顔に少し元気が戻る。

　それを横目で確認しながらアブデルは続けた。

「第一、彼女自身の性格からして到底不可能な開き直りを前提として話を進める事自体、机上の空論にすぎん。従ってキサマと賀茂は決して合意には至っておらんばかりか、キサマの案では彼女を幸せにする事は不可能だ」

「……さすがに手て強ごわい。一ひと筋すじ縄なわではいきませんな」

　苦笑いを浮かべると、菜間校長はポケットから下帯を出して額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「当たり前だ。彼女ほどドジで健気で背伸びが似合う美少女を、そうやすやすと引き渡せるはずがあろうか」

「いや、ごもっとも。やはりあなたに対しては、口先で丸め込むよりはビジネスライクな取り引きに持ち込んだほうが分が良さそうだ」

「取り引き？」

　アブデルは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「そういえば昨日の昼休みも、それ相応の代だい償しようは用意すると言っていたが……」

「そう。私はタダであなたから彼女を引き取る事が出来るとは初めから思っていません。昨日も申し上げたとおり、それなりの見返りは用意してきております」

「何だと……？」

　菜な間ま校長は一口お茶を飲んで口を湿らせると、隣となりに座っている真ま理り子こを見た。

「時にアブデル君。唐突ですが、私の隣に座っているこの真理子をどう思われますかな？」

「え？　わたくし……？」

　両手で口元を隠すようにしておとなしく着座していた真理子は、突然自分を話題に挙げられて、慌てて父の顔を見る。

　アブデルは真理子に目を向けた。そして半ば独り言のように言う。

「間近で『見た』ところ、人ではないようだが……。それはともかく、スタンドカラーにレッグオブマトン・スリーブのブラウスに、今では珍しくなったセルロイド製の四角い黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。敢あえて、まだ眼鏡が今ほど一般的でなかった十九世紀末の良家の子女を思わせる演出がかなりマニアと見た。更に、気品を漂わせつつもどこかとぼけた感じで親近感をアップする絶妙なズレ具合。これほどの者に出会える事は滅めつ多たにあるまい。はっきり言って、キサマの手元に置くにはもったいない。豚に真珠とはこの事だ」

　菜間校長は、アブデルの言葉に心地好よさそうにうなずく。

「気に入ってくださったようですな。何よりです」

　そして、テーブルの上にズイっと上半身をせり出した。

「ところでアブデル君。ものは相談ですが、もしあなたが彼女の引き渡しに応じてくれるのなら、その代わりに我が娘、真理子をそちらに差し上げましょう！　いかがですかな？」

「ええっっ!?」

　その場の一同が一いつ斉せいに驚おどろいて言葉を失った。

　最初に声を上げたのは真理子だった。

「ちょっ、ちょっとお父様？　何それっ？　わたくし、全然聞いてなくてよ？」

　驚いて口をパクパクさせながら父の顔を見る。しかし菜間校長は動じない。

「何を言うのだ真理子。お前に出来る事なら何でも協力してくれると、確かに言ったではないか」

　はぅっ、と真理子は絶句したが、すぐさま眼鏡をかけ直して再抗議する。

「そっ、そりゃそうですけど、でも、こんな人身売買みたいな取り引きなんて無む茶ちや苦く茶ちやな事……。お父様、常識ございますのっ？」

「なにおぅ？　そもそも、人の道に外れるような真似まねであっても気にせんと言ったのはお前だろうが？　だから私は安心してこの会談に臨のぞんだというのに」

「それは……っ！」

　再び絶句。

「確かに……、お父様のおっしゃるとおりですわね……。分かりました」

　しばらく考えてからそう呟つぶやくと、真ま理り子こはおとなしく納得した。

「……って、いいのかそれで？」

　思わず賀か茂もがツッコミを入れる。

　だが真理子は毅き然ぜんとして言った。

「ええ。わたくしだってこれでもレディです。一度口にした約束を反ほ故ごにするようなみっともない振る舞いは出来ませんもの」

　それを聞いて菜な間ま校長は満足そうにうなずく。

「うむ。その自己への飽くなき厳きびしさと、それに裏打ちされた高こう邁まいなる気品。それでこそ我が娘。それでこそ一人前の淑女というものだ」

　菜間校長は、そこで再びアブデルに向き直る。

「で、どうです？　この真理子なら、そちらの手元の彼女とも十分に釣り合うかと自負しておりますが？」

「む……」

　アブデルは真剣な表情でじっと考え込む。

「……一つ、気になる事がある」

「何ですかな？　気になる事とは？」

「先ほどから見ていたが、その娘、室内を見回したりする時に自分で眼鏡めがねをずらしていた。目が悪いのなら、遠くを見る時こそ眼鏡が必要となるはず。なのにわざわざずらすとは、もしやその娘、伊達だて眼鏡ではあるまいな？」

　アブデルは射抜くような目線で菜間校長を見み据すえる。

「いや、伊達眼鏡ではありません」

　菜間校長が言った。

　真理子が続けて説明する。

「あの、わたくし、遠くは普通に見えるんですけど、近くだとかすんでしまって……」

「遠視ってヤツですか？」

　たまが聞く。真理子は手を振って否定した。

「あ、いいえ。違います。遠視って申しますのは網膜よりも後ろに像が結ばれてしまう状態の事で、近くを見る時も遠くを見る時も、常に目に力を入れてないといけない症状を言うんです。わたくしの場合はそうじゃなくて、普通にしていても遠くには焦点が合ってるんですけど、近くに焦点を調整する事が上手うまく出来なくて……。どうも霊れい視し能力の使いすぎが影えい響きようしているみたいなんですけど」

　菜間校長が付け加える。

「まあ、弱年性の老眼ですな」

　そこでアブデルが口を挟んだ。

「ちょっと待て。い、今までの話を総合すると、君は遠くを見る時は裸眼が良く、手元を見る時は眼鏡めがねが必要。つ、つまり、半ズレ眼鏡が普通だと、そういう事なのか？」

「え？　そ、そうですわね。遠くを見る分には裸眼でも平気ですけど、眼鏡がないと針に糸を通すのに苦労したり、包丁を使ってうっかり指を切ったりと、途と端たんに不器用になる事が……」

　それを聞いたアブデルは、驚きよう愕がくにうち震ふるえながら賀か茂もの肩を摑つかんだ。

「いっ、いかんっ！　普ふ段だんはしっかり者の淑女なのに、眼鏡をなくした途端にドジっ子に変へん貌ぼうするのか！　しかも半ズレ状態がデフォルトとは！　確かに基本の『ど近眼少女』ではないが、話を聞けば聞くほどにパーフェクトな眼鏡っ娘こではないかっ！」

「おい、アブデル……。まさか本気で交換するつもりじゃ……」

　不安そうに聞く賀茂を無視して、アブデルは立ち上がると菜な間ま校長のほうを向く。

「ベリアルよ！　否。敢あえてここは義父とうさんと呼ぼう！　そこなる眼鏡っ娘をこちらにくれるとあらば、喜んで……」

　言いながら隣となりに座っているたまを見下ろす。そしてハッと我に返った。たとえ眼鏡っ娘と引き換えだろうとも、ここまでモロに自分好みの愛らしい容姿の美少女を手放す事は断じて出来ない。

　アブデルは椅い子すに座り直すと、ゴホンと咳せき払ばらいをしてから菜間校長を睨にらみつけた。

「……残念ながら、そんなふざけた取り引きには到底応じられん」

「ふざけた取り引きですと？」

「そうだ」

　アブデルは菜間校長を厳きびしく撥はねつける。

「キサマはまるで彼女たちを物のように見み做なし、物々交換でもするかのようにして交渉を持ちかけた。だが、彼女たちは物ではない！　それぞれが、生きた一個の人格なのだ。その当人たちの意志を無視して、このような取り引きに応じられるはずがなかろう！」

「……ぬぅ。この真ま理り子こでさえ不満だとおっしゃるのですか……」

　アブデルはこれを聞くと、椅子を蹴けって立ち上がった。

「愚か者がっ！　本人たちの意志に委ゆだねれば、中年剛毛マッチョ親父おやじのキサマなどよりも、若く美しいこの俺おれのところへ来たいと思うのが人情だ！　二人とも手元に置く事が可能な時に、わざわざ交換に応じる馬ば鹿かがどこにいる！」

　菜間校長はそれを聞くと、あきらめたように大きなため息を漏らした。

「交渉決裂……ですかな」

　上目遣いにギロリとアブデルたちを睨む。その瞳ひとみが、妖あやしい輝かがやきに燃えた。

「ならばやむを得ん。力ずくで奪う他ほかなさそうですな」

　ゆらりと椅い子すから立ち上がる。

「いざ、夕日をバックに拳こぶしで語らうとしましょう！　これぞまさに男の本ほん懐かい！　青春の若き血ち潮しおが甦よみがえってくるのを感じます！」

　そう言うと同時に、菜な間ま校長の全身の筋肉が一気に隆起した。内部からの急激な膨ぼう張ちように弾はじけ飛ぶボタン。そしてスーツとワイシャツが音を立ててビリビリと裂ける。

「ご覧らんなさい！　この私の真の姿を！」

　破れた服から現れたのは、極限まで鍛きたえ上げられた堂々たる肉体。両手を頭の後ろに回して天高く両肘ひじを突き出す『アブドミナル＆サイ』のポーズを完かん璧ぺきに決めたその全身は、淫いん猥わいな剛毛にびっしりと覆おおわれている。そしてもちろん、その下半身を締しめつけているのは少し黄ばんだ木も綿めんのふんどし！　さらけ出された腹筋と大だい腿たい筋きんが、まるで別の生き物のようにピクピクと脈動した。

　悦に入ったように頰ほおを紅こう潮ちようさせてポーズを決める菜間校長を見て、賀か茂もは思わず呟つぶやいた。

「し、真の姿って、ただ裸になっただけじゃ……。確かにある意味、異形だけど……」

　そのすぐ隣となりで、たまが目を回して泡を吹く。

「う…う～ん……！」

「たまちゃん？」

　突如として出現した悍おぞましい肉塊に、精神が耐えきれなくなったらしい。
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　賀か茂もは慌ててたまを抱きかかえると、台所に控えていたみきの許もとへ運んだ。

「みきさん！　頼んだ！」

「かしこまりました！」

　賀茂は続いて、話が終わるのを待つという口実で見物していた律りつ子こと、おとなしくするという口実で眠りこけていた真ま央おに声をかける。

「二人とも、こっちへ！　早く！」

「へーい。ホラ、真央ちゃん。起きて。移動するわよ」

「ん……何？　話し合い、終わったの？」

　真央は眠い目をして、よだれをこすりながら顔を上げる。

「まだだけど、これからバトルが始まるから、私たちは高みの見物を決め込むために安全地帯に逃げ込むの。ホラ、さっさと立ちなさい」

「バトルって……」

　ふと菜な間ま校長のほうを見た真央は、ぎょっと全身の毛を逆立てた。

「なっ、何あれっ？　化け物っ？」

　ヒシと律子にしがみつく。

　律子は首を傾かしげながら答えた。

「化け物って、まあ間違ってはいないけど、……でも外見は普通のマッチョな中年でしょ？　見た目で言ったら真央ちゃんやたまちゃんのほうがよっぽど変だと思うけど」

「律ちゃん……、あんなの見てよく平気だね……。そういや律ちゃんて、あーゆーの好きだったっけ……。確か、部屋に男の人の裸の漫画がいっぱい……」

　真央の言葉を律子はキッと遮った。

「誤解されるような事言わない！　正しいやおいってのは、よーするに行きすぎた男の友情なの。夕日をバックに河原で殴り合う代わりに、ベッドの上で突き合ってるだけなのよ！　だから基本は青春の若き血ち潮しおの燃えたぎる若者同士であって、あんな中年のおっさんは論外。あれとあぶでる様が絡んでる様子なんて想像したって全然……」

　言いかけて律子は口を噤つぐんだ。突然、その顔にニヤッといやらしい含み笑いが浮かぶ。

「どしたの律ちゃん？」

「ん？　ああ、別に。何でもないわよ、何でも」

　慌ててごまかしたが、脳内で萌ほう芽がした妄想はとどまるところを知らず成長を続け、律子は一人ニヤニヤしながら台所の中へ入った。

　たま、真央、律子が避ひ難なんすると同時に、みきがしめ縄なわを巡らして結界とする。

　それを確認して、賀茂は急いでアブデルの許へ引き返す。

　だが戻ってみると、真ま理り子こが真っ赤になって父を諫いさめているところだった。

「ちょ、ちょっとお父様！　もう！　人前でふんどし一丁になるのはやめてって、あれだけ言ったのに！」

　恥ずかしそうに、手袋をはめた両手で頰ほおを覆おおう。

　だが菜な間ま校長は逆に怒鳴り返した。

「何を言うか！　そもそも私がこんな格好をしているのも、元はといえばお前がビキニの水着を貸してくれんのが原因ではないか！」

「ビキニの水着……？」

　一同の目が、一いつ斉せいに真ま理り子こに注がれる。その視線を感じてカァ～っと赤面すると、真理子は父に向かって叫んだ。

「なっ、何ワケの分からない事おっしゃるのっ！　お父様の馬ば鹿かっ！」

　恥ずかしそうに言い捨てると、真理子は涙を抑えながらタタタッと部屋を出ていく。

　ポカンとして見送る賀か茂も。

「昨日の朝礼で着てたのも、まさかあの子の下着だったりするのか……」

　いざ対決と高まった緊きん張ちよう感を、いきなり最低まで緩ゆるめられて、賀茂は腑ふ抜ぬけたように呟つぶやいた。

　菜間校長および台所に避難した連中も、啞あ然ぜんとして真理子の駆け去ったほうを眺める。

　やがて菜間校長は賀茂たちに向き直ると、照れたように笑った。

「……いやはや申しわけない。人前であのように取り乱すとは。喋しやべり方だけは一人前だが、あの子もレディとしてはまだまだですな。いや、全くお恥ずかしい」

「恥ずかしいのはアンタだろ……」

　賀茂が脱力したままツッコむ。

　だが、菜間校長は一つ咳せき払ばらいをして気分を変えると、何事もなかったように賀茂たちのほうを向いた。

「ともかく、か弱い女子供はいなくなりました。これで気兼ねせず、全力で闘たたかえますな」

　ニヤリと唇を歪ゆがめ、ジリっと間合いを詰める。

「最後にもう一度だけチャンスをあげましょう。おとなしく取り引きに応じて彼女を引き渡すか、それとも無益な闘いに挑いどむか。言っておきますが、私はつまらぬ騎き士し道どう精神などは持ち合わせていない。敵対した相手は容赦なく叩たたきつぶす主義です」

　そう言って、なまめかしく淫いん猥わいに腰をうねらせる。

「う……！」

　賀茂は菜間校長の腰の動きに怯ひるんで、ジリッと後あと退ずさった。

　だがその背後から、アブデルが毅き然ぜんとして言い放った。

「何度も言うが彼女は渡せん。光と闇やみにどんな調和があろう。美少女と醜ぶ男おとこにどんな調和があろうか。話し合う余地などない。お引き取り願おう」

「やはりそうですか……。そう死に急ぐ事もあるまいに」

「死に急いでいるのはそっちだろう。美少女を守る時にこの俺おれの力がどれだけ上がるか、その目でしかと確かめるがよい！　賀か茂も！　いくぞ！」

「よし！」

　賀茂が戦せん闘とう態勢に入ろうとした時、菜な間ま校長が不敵に笑った。

「ふん。確かに美少女を守る時、あなたは驚おどろくべき力を発揮する。が、しかし。守るべき相手が美『少女』でなくなっても、同じだけの力が出せますかな？」

「？　何の話だ？」

　アブデルはピクっと反応すると、賀茂を制した。

　菜間校長は思わせぶりな含み笑いを浮かべて続ける。

「この世の実相は万物流転。陰満つればすなわち変じて陽となり、陽極まればすなわち転じて陰となる。それが真実です」

「だから何の事だと言っている」

「陰とは女性を表し、陽とは男性を表します。つまり、美少女も極まれば……」

　アブデルの顔がサッと青ざめた。

「なっ！　まっ、まさか……っ！」

「そのまさかです。ふんどし祝いというものをご存じですかな？　一人前の男子になった事を祝って、初ふんどし締じめを行う儀ぎ式しきです。つまり、人はふんどしを締める事で一人前の男子となる。そう！　彼女は私の渡したふんどしによって、すでに男となっているのです！」

「なにぃっ!?」

　驚いて声を上げるアブデルと賀茂を前に、菜間校長は高らかに勝ち誇った。

「さあ！　男色を背徳であるとして受け入れられないあなたに、今のあの子が守れますかな？　愛なくして、命いのち懸がけで人を守る事は出来ますまい。ですが今のあの子を愛すれば、それこそあなたの嫌う背徳者へと堕おちてしまいますぞ！」

「ばっ、馬ば鹿かな……っ！　たまちゃんよ、ちょっと来い！」

　アブデルは慌てて台所のほうへ走ると、意識を取り戻したばかりのたまの手をガシッと摑つかんだ。

「わわっ！　あ、あの……っ？」

　賀茂がアブデルの後ろに追いすがる。

「ってちょっと待て、アブデル！　何するつもりだ？」

「決まっておろうが！　ヤツの言った事を確認するのだ。この目で確かめるまでは、あんなたわごと信じられるか！」

「って脱がすなっ！」

　スカートに手をかけたアブデルを思わずどつき倒す賀茂。

　だが、アブデルは真剣な目で言い返した。

「脱がさねば確認出来んだろうが！　緊きん急きゆう事態だぞ。照れている場合か！」

「だからってアンタが見るなって！」

　アブデルをたまに近寄らせないように、困った顔で間に立ちはだかる賀か茂も。アブデルは賀茂を厳きびしい目で睨にらみつける。

「賀茂、キサマ！　自分が何をしているか分かっているのか？　今を逃したら、二度とこんなチャンスは巡ってこないかもしれんのだぞ！　正々堂々と、もっともな理由をつけて見れるチャンスは！」

「アンタこそ、今がどういう状況か分かってんのかっ！」

　ツッコむ賀茂に対し、アブデルは逆ギレした。

「分かっているから言っている！　もしたまちゃんに『ブツ』が生えていたりしたら、俺おれの力は大暴落を免まぬがれんのだぞ！　はっきり言うが、ショタは俺の守備範はん囲い外だ！」

　そこへ脇わきから律りつ子こが割って入った。

「はーいはいはい、味方同士で喧けん嘩かしない。とりあえず、私が確認してあげるから。女の子同士のほうがまだ恥ずかしくないでしょ？　ね？　たまちゃん」

「え？　あの、か、確認してもらわなくても、私、自分で確かめられますけど……」

　赤くなって困惑しながら断ろうとしたたまだが、律子は手を振って一いつ蹴しゆうした。

「いーからいーから。本人が自分について何言ったって、信しん憑ぴよう性せいゼロに決まってるでしょ。やっぱ第三者による冷静な観察がないとね」

　好奇心剝むき出しの声でそう言うと、たまを引っ張ってズンズンと奥の部屋へ入っていった。真ま央おも、律子を追ってなんとなくついていく。

　アブデルが、その背中に向かって未練がましく叫んだ。

「待てっ！　俺は何事も自分の目で確認するまでは信じない主義なのだ！」

　後を追おうとしたアブデルを、賀茂は後ろから羽交い締じめにして止める。

「アンタ、相手が噓うそついてるかどうかすぐ分かるんだろ？　だったら律子の報告が正しいかどうかも確信持って分かるじゃないか」

「きっ、キサマっ！　人間の分際でいちいち盾突きおって……！　大体、もし本当に男性化していたら、律子のほうこそ異性ではないか！　異性では恥ずかしいというのなら、それこそ俺のほうがずっと適任のはず……！」

　激しく身み悶もだえするアブデル。

　しばらくして、赤くなってうつむいているたまを連れて、律子が戻ってきた。

「やっほー。確かめてきたわよー」

「で……？　どうだった……？」

　不安を浮かべながら尋ねる賀茂。

　律子はのんびりした調子で答えた。

「安心していいわよ。大丈夫。何にも生えてなかったから」

「ホントに？」

「ホントに。もう、本っ当に何にも。つるつるのすべすべよ」

「そ、そんな『何にも』って強調しないでください……っ！」

　たまが真っ赤になって律りつ子こを引っ張る。

「お子様。ぷぷ……」

　真ま央おが馬ば鹿かにしたように笑う。

　賀か茂もはたまを見ながら一いつ瞬しゆん目をパチクリさせ、赤面して目を逸そらした。

　その一部始終を見ていた菜な間ま校長が、信じられないといった顔でたまに尋ねる。

「ば、馬鹿な？　確かにふんどしは渡したはず……。気に入ったかと聞いたら、うなずいていたではないか？」

　たまは困った顔で弁解した。

「あ、あの、『下帯』って何の事か分からなくて、首に巻いてみたりとかしたんですけど、ふんどしとしては締しめなかったですから……。締め方知らないし……」

「なっ、何たる事……！　い、今時の若い者は締め方どころか下帯という言葉さえ知らんのか……？　嘆かわしいっ！　今時の日本男児はここまで軟弱化しておったのか……っ！」

　菜間校長は愕がく然ぜんとして頭を抱えた。

「いやあの、たまちゃんは女の子なんだけど……」

　賀茂が呆あきれて呟つぶやく。

　その後ろから、アブデルが威勢を盛り返して菜間校長を見み据すえた。

「さあ、これでキサマの下らぬ策略は水すい泡ほうに帰したな。しかし、失敗に終わったとはいえ一人の貴重なる美少女を男に変えてしまおうと目もく論ろんだ罪は重い！　もはや何のためらいもなく、キサマを魂ごとこの世から滅し去ってくれよう！」

　菜間校長の不意を突いて勝手にシリアスな調子に戻ると、その全身からあふれ出る霊れい気きが一気に強さを増した。

　賀か茂もの肩に手を置いて、鋭するどい口調で言う。

「やってしまえ！　賀茂！」

　ハッとする菜間校長に向かって、賀茂は一夜漬けの祓ふつ魔まの文句を暗あん誦しようし始めた。

「よし！　我汝なんじを祓はらう、汝最も下劣なる霊よ！　我らが敵の権現よ！　全き亡霊よ！　我その軍勢のすべてを祓う！　熾し天使アブデルの名において！」

　一度、十字を切る。

「聞きて恐れよ、ベリアルよ！　信仰の敵よ……」

　その時、玄関のほうからドドドドッと足音がした。

　思わず詠唱を止やめて賀茂が見ると、真ま理り子こである。どこで拾ってきたのか大きなハンマーを担ぎ、父を目がけて物もの凄すごい勢いで走り込んできた。

「な？　真ま理り子こ……!?」

　驚おどろく一同の目の前で、真理子は大だい喝かつ一いつ閃せん、菜な間ま校長の側頭部を痛打した。

「お父様なんかっ、大っ嫌いぃっ！」

「ぬおぅっ!?」

　菜間校長は錐きり揉もみ回転をしながら吹っ飛ぶ。

　よろよろと片かた膝ひざをついて体を起こすと、かち割られた頭を押さえてうめいた。

「な、なんだ真理子……。帰ったのではなかったのか」

「甘く見ないで！　殴るためのエモノを探しに行ってただけですわ！　これでもわたくし、敵前逃亡を企くわだてるような腰抜けではありませんの！」

　肩で息をしながら、真理子はフンと鼻を鳴らしてハンマーをドンと置いた。

　菜間校長は立ち上がって小さく笑う。

「……そうか。つまり、父とともに闘たたかうという約束を果たすために戻ってきてくれたのだな。ありがとう。お前のその気高い勇気と優しい心は、私にとってもかけがえのない宝だよ」

　真理子の言う『敵前』を強引にアブデルと賀か茂もの事にすり替えて礼を言うと、菜間校長は真理子を抱き締しめた。

　そして、不敵な笑顔で振り向くと、アブデルを見据えた。

「私の切り札が、彼女を男にするだけだと思ったら大間違いです。こちらにはまだ、アブデル君の力を封じるためのとっておきがある」

「何だと？　強がりはよせ」

　アブデルはそう言いながらも、警けい戒かい心を顔に浮かべて賀茂を下がらせる。

「強がりかどうかは、すぐに分かります」

　菜間校長はニヤリと笑うと、後ろの真理子に声をかけた。

「真理子！」

「はい？　お父様」

　菜間校長は真理子の肩を抱いて前面に立たせると、口元を歪ゆがませたままアブデルに言った。

「……あなたにとって、美少女は神の似姿。そのあなたが、この子と敵対出来ますかな？」

　その言葉に、真理子とアブデルが同時に顔を引きつらせる。

「えええぇぇっ!?　ちょ、ちょっとお父様っ？」

「きっ、キサマ、自分の娘を矢や面おもてに晒さらして自分の身の安全を図るとは、どこまで腐った根性を……！」

　菜間校長はアブデルに向かって嘲あざけるように言い返した。

「別に危険な事はありますまい。あなたが眼鏡めがねっ娘こたる真理子に手を出せるはずがない事は分かっています。そして、あなたの助力がなければ、そこの少年など真理子の敵ではない」

「だ、だけどお父様……！」

　真ま理り子こが不安な顔を父に向ける。だが菜な間ま校長は大きな手で娘の肩を抱くと、諭さとすようにその目を見つめた。

「よく聞きなさい、真理子。お前は確かに、ホムンクルスとしては不完全に生まれた。けれど、初めから完全なままで生まれる者などいやしない。生ある限り自己の完成を目指して精進し続ければ、いつかは完全なホムンクルスにだって追いつけると信じて、これまで頑張ってきたのだろう？」

「それは……そう……ですけど……」

「今がその成果を試すチャンスだ。自分の力を信じなさい。お前は今ではもう、技術面だけならこの私をも凌しのぐほどの術者に成長している」

　真理子は少し躊ちゆう躇ちよしていたが、父の愛情溢あふれる目に見つめられて、決意を固めた。

　振り返って眼鏡めがねを半分ズラし、賀か茂もを見み据すえると、決けつ闘とうの作法に則のつとってはめていた白手袋を投げつける。

「父に敵対する者は、娘であるわたくしの敵！　菜間尺しやく八はち郎ろうの娘、真理子がお相手いたします！」

「な……なんかあの真理子って子も、何となく騙だまされてるよな……」

　投げつけられた手袋を手に、賀茂はアブデルに囁ささやく。

「確かにな……。しかし、これはマズい……！」

「ま、マズいってアブデル……？」

　不安げに聞き返した賀茂を、アブデルは怒鳴りつけた。

「決まっているだろう！　悔しいがヤツの言うとおり、俺おれにはあんな眼鏡っ娘こを敵に回す事は死んでも出来ん！　いや、あんな眼鏡っ娘と闘たたかうくらいなら、むしろ無抵抗に殺される事を選ぶ！　あの半ズレ眼鏡に殺されるのなら本望だ！」

　そう言って男泣きのアブデル。途と端たんに賀茂は、自分に流れ込んでくるアブデルの霊れい力りよくが激減したのを感じた。

「な？　ちょ、ちょっと待て！　おい、アブデル！」

　慌てて賀茂はアブデルの肩を揺さぶったが、アブデルは切なく涙を流して嘆息するばかり。

「許せ、賀茂！　俺はここで戦線離脱だ！」

「な？　せ、戦線離脱ってアンタ……！」

「安心しろ！　お前が食い止めている間に、俺はたまちゃんを連れてどこか遠くへ逃げる。そしてそいつらの手の届かないところで、二人きりの幸せな生活を築きずき上げてみせる。さらばだ。お前の事は一生忘れない！」

　アブデルはくるりと向きを変えると、たま目指して走り出す。

　それを見た真理子はすかさず印を結んだ。

「逃がしません！」

　小声で早口に何か唱える。

　その途と端たんに部屋の空気が揺れ動き、突然何かに遮さえぎられるようにアブデルの動きが封じられた。

「こ、これは……っ！　馬ば鹿かなっ！」

　硬直したまま声を上げるアブデル。

　賀か茂もも驚おどろいて『眼め』を見開く。

「ボクらが仕掛けておいた封印用の結界？　何であの真ま理り子こって子が？」

　振り向いた賀茂に向かって、菜な間ま校長が得意げに笑った。

「言ったでしょう？　我が娘、真理子の技術はこの私以上だと。あなたがたの仕掛けた罠わなを逆に利用する事くらい朝飯前です」

「あなたたちが父と長々しくお話し合いをなさっている間に、この部屋に仕掛けられた術は全すべて乗っ取らせていただきました」

　慎つつましやかに微笑を浮かべ、真理子はそっとズレた眼鏡めがねを直す。

「む、無駄に議論を長引かせると思ったら、それが狙ねらいだったか……！」

　悔しそうに歯は軋ぎしりするアブデルに、そっと勝ち誇った笑みを見せて、真理子は父の顔を振り返った。

　菜間校長は真理子の頭をそっと撫なでる。

「よくやった。見事だ、真理子」

「でもお父様、ここからどうしましょう？　何とか動きは封じましたけど、この人をこのまま完全に封じるほどの力は、わたくしにはまだありませんわ。このままたまさんを連れ去っても、後々追ってこられたら面めん倒どうなんじゃ……」

「安心なさい。彼はその少年の守しゆ護ご霊れいとしてこの地上にやってきている。という事は、その少年の守護霊たる任務から解かれてしまえば、嫌でも天へ帰らざるを得ない。そうなれば、もう邪じや魔ま立ては出来んさ」

「つまりお父様、それって……」

　真理子が父の顔を見て、ゴクリと唾つばを吞のむ。

　菜間校長は、無言でうなずいた。

　真理子は思い詰めた表情で立ち上がると、賀茂に対たい峙じした。フレーム越しの目が、賀茂を鋭するどく射抜く。

　賀茂はジリっと後あと退ずさった。アブデルが結界に囚とらわれた以上、アブデルからの霊力の供給は遮断されている。ホムンクルスの持つ霊力のほどは知らないが、一介の人間である自分に対抗出来る自信はない。

「参ります。お覚悟！」

　真理子が間合いを詰めた。

「くっ！　臨りん兵ぴよう闘とう者じや皆かい陣じん列れつ在ざい……」

　賀か茂もは素早く九字の印を結んで魂の護ご持じを図る。とりあえず、相手の霊れい力りよくがこちらの魂を直接攻こう撃げきしてくる事だけは避さけなければマズい。

　だが、唱え終わる前に真ま理り子こが一言呟つぶやいた。

　その途と端たん、室内の気温が急激に下がる。

「……！」

　賀茂がハッとした時には、すでに激しい勢いで壁かべに叩たたきつけられた。

「ぐあ……っ！」

　菜な間ま校長からも同じ技を食らったが、戯たわむれ半分だったあの時とは格段に威力が違う。背中を強打した衝しよう撃げきが肺を抜けて、賀茂は激しく咳せき込んだ。

「賀茂さん！」

　台所から見ていたたまが、思わず飛び出そうとする。

　だが、みきと律りつ子こが慌てて止めた。

「落ち着いてください！　何も出来ないたま様が出ていってどうなるというのです？」

「どうなるって、そりゃ足手まといになるんじゃないの？」

　たまの襟えり首くびを引っ摑つかみながら律子が答える。

「で、でも賀茂さんが……」

　たまは壁際にうずくまった賀茂に不安な瞳ひとみを向ける。

　その賀茂の目の前に、真理子が静かに立った。

「あらかじめこの辺り一帯の精霊に呼びかけて、父とその仲間の言葉には従わないように伝えてあったようですけど、甘かったですわね。外部にいる中立の神霊を介して間接的に命じれば、いくらでも使役出来るのです。どうせなら、誰だれの呼びかけにも決して応じないようにと命じておくべきでしたわ」

「く……っ」

「これが最後の質問です。たまさんを解放し、私たちの許もとへ引き渡すおつもりは……？」

　賀茂は咳せきを堪こらえながら無言で首を横に振った。

「……それなら仕方ありませんわね。残念ですこと……」

　感情を押し殺した調子でそう言うと、真理子は賀茂の延えん髄ずいに手を触れて小さく何か命じた。

　その途と端たん、賀茂は全身が痺しびれたように動かなくなる。

「なっ？　何を……？」

「脳の命令が首から下へ伝達されないよう、神経系統に命じただけです。ご安心を。術を解けば元どおりに動けます。後こう遺い症しようもございませんわ」

　そこへ、上気した顔の菜間校長がやってきて、賀茂の体を抱き上げた。

「さぁ行こうか、少年」

　軽く頰ほおを赤らめて、耳元で囁ささやく。

「なっ、何するつもりだ……？」

「恐れることはない。ただ、君に私と同じ背徳の徒となってもらい、アブデル君から守しゆ護ごされる資格を永遠に失わせようというだけの事。君を守護する任務から離れれば、アブデル君は嫌でも天に帰らざるを得ないからね」

「なっ!?」

「大丈夫。慣れればすぐに快楽に変わる。まずは女物のビキニの水着から始めてみようか。君ならきっとよく似合うとも。私が保証しようじゃないか」

　ゾクゾクした表情の菜な間ま校長に耳元で熱く囁かれて、賀か茂もは全身にゾッと鳥肌が立った。

「いっ、嫌だぁぁぁぁぁっっっ！」

「ははははは！　誰だれだって初めての時は怖いものだ。だが、私が優しくリードするから安心したまえ！」

　菜間校長は軽やかなステップで、動けない賀茂を抱えて部屋を出ようとする。

「賀茂さん！」

　たまが必死で叫んだが、みきと律りつ子こに阻まれて動けない。もちろん出ていったところで何が出来るわけでもない。

　その時、人間離れした速さで黒い影が飛び出した。

「真ま央おちゃん!?」

　律子が叫んだ。

　真央だった。

「待ちなさいよっ！　ごんをどうする気っ!?」

　菜間校長に突進すると、一いつ瞬しゆんのスキを突いて賀茂を奪い取る。

　しかし真央には速さはあっても力はない。動けない賀茂を抱きかかえた途と端たんに、重さでその場に倒れ込んだ。

「うわっ、何かあのオジサンの汗ついちゃったよっ！　気持ち悪～っ」

　体を起こした真央は、泣きそうな顔でごしごしと手を絨じゆう毯たんに擦こすりつける。そして、取れたかどうか、臭においを嗅かいで確かめる。

　それを見て、思わず賀茂は叫んだ。

「あ、アホかっ！　そんな事気にしてる余裕があったら逃げろっ！　っていうか、絨毯で拭ふくなっ」

　その言葉にハッとして真央が顔を上げたところへ、菜間校長が立ちふさがる。

「何ですかな、君は？」

　真央は反射的に賀茂を守ろうとして、しっかり抱き締しめた。そして精一杯の虚勢を張る。

「そ、そっちこそ何なのよっ！　寝てたからよく分かんないけど、何でごんまで連れてくの？　関係ないでしょ？　さっさとたまちゃんだけ連れてったらいいじゃないっ！」

「よく分からないのなら出しゃばらない事です。その彼がいては、あの子を連れていくのに障害になる。だから、その障害を取り除かねばならんのです。そしてそれを邪じや魔まするというのなら、君も取り除かねばならない」

　菜な間ま校長はそう言うと、軽く髭ひげをしごいた。

　そして余裕の笑みを浮かべながら、ゆっくりと大きな手を伸ばしてくる。

「来たまえ。君には素敵なふんどしをプレゼントしてあげよう」

　片手で全身を摑つかまれてしまいそうなその威圧感に、真ま央おは尻尾しつぽの毛が逆立つのを覚えた。

「ぅ……あ………」

「真央ちゃん！」

　律りつ子ことみきの注意が真央に逸それた。

　そのスキを見逃さず、たまは二人の手を振りほどいた。そして、賀か茂もと真央を庇かばうように、菜間校長の前に立ちはだかった。

「やめてください！」

「ぬ……！」

　菜間校長の手が、ピクリと止まった。

　たまは涙で潤うるんだ目で菜間校長を見上げ、必死の思いで懇こん願がんする。
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「私を引き取りたいって言うんなら、どこへでもついていきます。何でも言うとおりにします！　だからもう、賀か茂もさんたちにこれ以上ひどい事しないでください！」

「ま、待ちたまえ。ひどい事など、まだ何も……。というより、ただビキニを着せるだけの事が、そんなに非難される事なのか……」

　菜な間ま校長は狼ろう狽ばいした。

　たまは動けない賀茂にすがりつきながら、無言で菜間校長を見つめる。

　その瞳ひとみに、菜間校長は思わず視線を逸そらした。

「……いかんぞ。不幸な境遇から救出しに来たはずなのに、これではまるで私たちが悪者ではないか」

　口くち髭ひげをしごきながら小さく呟つぶやく。

　様子がおかしい事に気づいて、真ま理り子こも側そばへやってきた。怪け訝げんそうな顔で聞く。

「お父様、どういう事？　本当に彼女、無理やり囚とらわれてる身ですの？」

「そりゃ真理子、住んでいた家が荒らされ、天敵である天使の許もとに暮らしているとなったら、それ以外には……」

　菜間校長の言葉を遮って、たまが泣きながら否定した。

「囚われてなんかないです。私は、育ててくれた神父さんが死んでからずっと独りぼっちで、自分が漏らした妖よう気きでお友達もすぐに死なせちゃって、だけど賀茂さんはそんな私でも普通の人と同じように暮らせるようにって協力してくれて、一人で寂しくないようにってこのお家うちに居い候そうろうさせてくれて、一度は私のせいで死んじゃったのに、それでもまた戻ってきてくれて……だから……私の大事な……」

　しゃくり上げるたま。真理子は目をぱちくりさせてから、横目でジロッと父を睨にらんだ。

「……ちょっと、お父様。どういう事？」

「ど、どういう事と聞かれても……」

　菜間校長は真理子の剣けん幕まくに怯ひるんで、こめかみの汗を拭ぬぐった。それからたまに向き直って、動揺しながら尋ねる。

「だ、だがしかし、君の住んでいた教会は巫女みこ装束の鬼女によって壊こわされ、君自身も襲おそわれたのではなかったのかね？　その鬼女は明らかに君を敵視していたし、しかもこの家に暮らしているのでは……」

「……どうして知ってるんですか」

　しゃくり上げながら、たまは大きな目で菜間校長を見つめる。

「ああ、い、いや、まあその色々あって……」

　菜間校長は再び視線を泳がせる。

　たまは、少しうつむいて答えた。

「……確かにみきさんは、私のせいでお兄さんを亡くして、その復ふく讐しゆうに来て……、だから私の事、恨んでましたけど……、だけど私の事、赦ゆるしてくれて、私がお兄さんを死なせてしまった事は一生消えなくても、それならその事は一生赦し続けるって言ってくれて、それで今は一緒に暮らしながら、色々家事とか教えてくれたりしててお姉さんみたいに優しくしてくれて……」

　再び声が上ずってくるたまを見ながら、菜な間ま校長はみるみる青ざめた。

「という事は、全すべて私の勘違いなのか……？　いっ、いかん。これでは私たちは悪者に加えて、ただの愚か者ではないか……っ！」

　たまはうるんだ目で菜間校長の顔を見上げて逆に問い返した。

「どうして菜間先生は、こんな喧けん嘩かしてまで、私なんかを引き取りたがるんですか……？　賀か茂もさんたちにこれ以上ひどい事しないって約束してくれたら、おとなしくついていきますけど、でも、どうしてそんなに私なんかを……？」

「どうしてと言われても……」

　菜間校長は困った顔で真ま理り子こに目をやった。

「ここまで迷惑をかけておいて、今更ただの早とちりだったなどと言えようか……」

　真理子が囁ささやく。

「……でもお父様。たとえ恥ずかしくても、このままじゃ、強引な略奪に来たただの悪者って誤解されてお終しまいですわよ」

「そ、それはそうだが……」

「お父様が言えないのなら、わたくしが代わりに言います」

　たまが真理子に視線を向けた。

「真理子さんは知ってるんですか……」

「ええ。昨日の晩、父から聞きました」

　真理子はうなずくと、眼鏡めがねを軽く押し上げた。

　そして軽く息を整えると、たまを見み据すえる。

「たまさん。そちらの賀茂さんやアブデル様がお伝えしたかどうかは存じませんが、ここにいるわたくしの父、菜間尺しやく八はち郎ろうはね、あなたの実の父ですの」

「それは、昨日賀茂さんたちから聞きました」

　たまはうなずく。

「でも、今までずっと会った事もないのに、どうしてこんな突然……。どうして、捨てたはずなのに今になって……」

「あの、捨てたって言うけど、それは事情があって生き別れたんじゃ……？　どんな事情だったかは、聞いておりませんけど」

　少し戸惑う真理子に、賀茂が口を出した。

「いや、だけど、みかん箱に入れられて『誰だれか拾ってください。名前はタマといいます』なんて紙が貼はられてた時点で、明らかに捨てられてないか？」

　賀か茂もの言葉にたまも無言でうなずく。

　思わず真ま理り子こは賀茂をまじまじと見た。

「な、何ですの、それ？　っていうかお父様？　本当にそんな形で……？」

　信じられないといった顔で、真理子は今度は父のほうを向く。

　たまや賀茂たちの視線も、菜な間ま校長に集中した。

「どういう事ですの、お父様？」

　真理子の口調が、少し厳きびしくなった。菜間校長は、やれやれと首を振る。

「やむを得ません。全すべてお話しましょう。何故なぜこの子を手放す事になったのか……」

　皆の注目が集まる中、菜間校長は長いため息をつくと、静かに語り始めた。




「……あれはまだ花冷えのする春の宵でした。私は縁えん側がわで、風に舞い散る桜の花びらを横目に眺めながら育児関係の本を読み漁あさっていました。妻は娘を生むと同時に他界し、私は男手一つで育児をせねばならなくなっていたのでね。

　襖ふすま一つ隔てた隣となりの部屋に寝かせて読書に耽ふけっていると、ふとどこかで赤ん坊の泣き声が聞こえた気がしました。娘が起きたのかと思い、襖を開けてみましたが、娘はちゃんとそこに寝ています。その時、再び赤ん坊のむずがるような声が聞こえました。窓の外からでした。

　私は、誰だれかが赤ん坊を外であやしているのかと思い、窓から覗のぞいてみました。同じように育児中の人と知り合えば、これから娘を育てていく上でも何かと心強いと思ったのです。

　ところが、窓を開けて下を見ても、人の姿などどこにも見えません。奇妙だと思いましたが、空耳にしては余りにはっきりと聞こえていたものですから、気になってしばらく通りを眺めていたのです。すると、しばらくしてまたもや泣き声が聞こえてきました。聞く者の心を奇妙にざわめかせる、むずがるようなあの声です。

　私は夜道に目を凝こらしました。そして、意外な事実に気がついたのです。その声の主は、赤ん坊ではありませんでした。もちろん人間ですらありません。猫ねこだったのです。発情期の猫が、異性を求めて発する声だったのでした。

　そこで私は考えました。猫の鳴き声が赤ん坊そっくりに聞こえるのであれば、逆もまた真ではないか。赤ん坊の泣き声も、猫そっくりに聞こえるのではないかと。

　そこで私は早速、自分の思いつきを確かめるための準備に取りかかりました。まず貼り紙を用意して、そこにまるで捨て猫のように装った言葉を書き連ねました。ついでダンボールを拾ってきてその中に布を詰め、そこに娘を寝かせました。そうして箱を閉じると、貼り紙をして近くの道路脇わきにこっそりと安置したのです。そして私は物陰に隠れ、誰かが通りかかるのを待ちました。泣き声を聞いて足を止め、猫だと思って箱を開いたら赤ん坊が出てくるわけです。これは驚おどろくでしょう。その光景を想像するだけで、ゾクゾクしました。

　ところが。予想だにしない出来事が起こったのです。泣き声を聞きつけて足を止めたのは、猫ねこが好きな事で近所でも有名な桂かつらさんという神父でした。そしてなんとその神父は、中身の確認もせずにいきなり箱ごと持ち帰ってしまったのです。私は慌てましたが、どうする事も出来ません。こっそり後をついていくのが精一杯でした。中を開けば赤ん坊が出てくる。しかも服を脱がせば、羽や尻尾しつぽが生えている。それを見れば、いくら何でも慌てて元の場所へ戻そうとするでしょう。私はそう期待しました。ところがこの神父は生来のお人ひと好よしで、なんとそのまま自分の養よう子しにしてしまったのです。それも、『たま』などというふざけた名前そのままで。

　私は為なす術すべもなく、ただ事態が進行するのを黙だまって見ている事しか出来ませんでした。当時の私は魔ま物もの界ではまだ現役の大臣でしたし、昨今の政策上、悪魔として人前に姿を現す事は極力控えねばなりませんでしたから。娘が悪魔と知られている以上、その実父であると名乗り出るわけにはいかなかったのです……」




　話し終えてしばらくは、呆あきれて誰だれも口を利かなかった。

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは真ま理り子こだった。

「っていうか、何それお父様！　他人の人生で遊ぶのも問題だけど、まさか自分の娘の人生でまで遊んだりするとは思わなかったわ！」

　淑女には似つかわしくない大声を上げて非難する。

　だが菜な間ま校長は諭さとすように言い返した。

「そりゃだってお前、紳士たるもの、自分がされて嫌な事は他人にもしないのが当然のマナーではないか。とすれば、他人の人生で遊ぼうと思ったらまずは自分や身内の人生で遊ばねば、言い訳が立たんだろう？」

「なっ、なんでそんなに得意げなの！　ちゃんとお謝あやまりになって！　ホラ！」

　真理子は父の頭を摑つかむと無理やり下げさせる。

「本当に、どうしようもない父で……」

　真理子は一緒になって自分も頭を下げた。

「あ、いえ、あの、そんなに気にしないでも……」

　恐きよう縮しゆくする真理子を見て、たまは反射的にそう言いかけた。

　だがその後ろから、真ま央おがムカついた口調で突っかかった。

「サイテーだよ、そんな親！　って事は何？　遊び半分で勝手に捨てときながら、今更恋しくなって連れ戻しに来たの？　何それ？　わがままだよ。そんな人に、今更親なんて名乗る資格ないよ！」

　菜間校長は、胸を突かれたように、苦しそうな顔を浮かべた。

「……確かに、今更親として名乗り出れた身ではありませんな。一度捨てておきながら実の父だなどと、おこがましいにもほどがある……」

「そうだよ！　捨てた時点で親失格だよ！　分かったらさっさと帰りなよ！」

　真ま央おの言葉に、菜な間ま校長は一言も反論出来ずにうなだれる。

　それを見て、賀か茂もは思わずたしなめる。

「真央！　お前部外者のくせにちょっと言いすぎじゃないか？　大体、相手が弱気になって謝あやまった途と端たんに攻こう撃げきするなんて、みっともないっていうか卑ひ怯きようだぞ」

　だが真央は、おとなしくなるどころかかえって激しく言い返した。

「だけどひどいじゃない？　遊び半分で捨てて、それで十五年以上ほったらかしにしておきながら、今更現れて勝手な都合でたまちゃんの生活かき乱して！　大体ね、ホントは捨てるつもりじゃなくて、家族として大事に思ってたんなら、もっと早くに会いに来てあげるべきだよ！　今は事情があって一緒に暮らせないけど、いつでもちゃんと見てるからねって、それくらい言いに来てあげてもいいんじゃないの？　捨てられたって思ったまま、ずっと独りぼっちでいるのがどんなに寂しいか、このオジサン全然分かってないよ！」

　真央自身もかつて親から化け猫ねこ呼ばわりされて追い出された経験を持つだけに、その発言には実感が籠こもる。

　指を差されて非難され、菜間校長はますます小さくなった。

　賀茂はそれを見て、もう一度真央を諫いさめる。

「そりゃまあ真央の言うとおりかもしれないけど、でもお前が言う事じゃないだろ。第一、たまちゃんは育ててくれた神父さんに娘として十分可愛かわいがってもらえてたから、少なくとも神父さんが生きてた間は……」

「そんな事ないよ！　だって、それだったらどうして今でも『神父さん』なんて他人みたいな呼び方してるの？　ホントに家族同様に十年も暮らしてたら、普通『お父さん』って呼ぶようにならない？」

「………！」

　賀茂はちょっと虚を突かれた。真央に言われるまで、その事は考えた事がなかった。

　だが確かに、たまは羽根や尻尾しつぽの生えた異形の姿。しかも、自分が人間ではなく悪あく魔まである事は、育ての親の神父から聞かされている。自分は他ほかの人たちとは違うのだという疎外感は、心のどこかでずっと感じていたのかもしれない。そしてそれが、未いまだに養よう父ふを『神父さん』と呼ぶ事に現れている可能性は十分ある。

　チラッとたまの様子を窺うかがうと、それもあながち的外れな推測ではなさそうだった。

　真央はますます憤いきどおる。

「思いつきで捨てて、ずっと寂しい思いさせっぱなしでほっといて、それでまた思いつきで父親面して迎えに来るなんて、絶対こんなの無む茶ちや苦く茶ちやだよ。子供の事なんかちっとも考えてないよ！　こんなのが親なんて絶対に認めないからね、私！」

「いや、お前が認めるかどうかは無関係だろ？　気持ちは分かるけど……」

　思わずツッコむ賀か茂も。

　だが、菜な間ま校長は神妙な態度でうなずいた。

「……いや、その子のおっしゃるとおりです。確かに、私に親の資格などありはしません」

「菜間校長……」

　その寂しそうな声に、賀茂は思わず同情の目を向ける。

「よく分かりました。もう、実の娘として引き取りたいなどという戯たわけた事は申しません」

　菜間校長は気持ちを入れ替えるように深く息をすると、改めてたまの手を取って言った。

「そこで一つ提案なのだが……」

「はい？」

　首を傾かしげるたまの目を、菜間校長はじっと見つめた。

「………実の娘ではなく、養よう女じよとして私の子になる気はないかね？」

　その途と端たん、後ろから真ま理り子こがハンマーで頭頂部を殴りつけた。

「もう、お父様！　いい加減にして！」

　そのまま心底呆あきれたという顔で、頭といわず胴体といわず、ボコボコに殴打しまくる。

「ごふっ！　げふっ！　ぐふっ！　がふぅっっ……!!」

　血ち反へ吐どを吐いてピクリとも動かなくなったのを確認すると、真理子はハンマーを置いて額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「ふぅ……。ホントにもう、困った人だわ」

「あ、あの、真理子さん、それちょっとやりすぎじゃ……」

　たまが汗を浮かべながら、菜間校長と真理子を見比べる。

　だが真理子はレディらしい品のある微笑で答えた。

「大丈夫。気絶してるだけですわ。それに父は、これくらいで死ぬようなやわな体じゃありませんもの。たまさんも十発くらいいかが？」

「あ、い、いえ、私は……」

「とにかく、本当に申しわけございません。あんなふざけた理由で手放した父に、あなたを引き取る権利なんてございませんわよね。それに今は、どうやらいい人たちに囲まれてるみたいですし……」

　真理子は頭を下げてから、賀茂や真ま央おを見て笑った。それから、少し真ま面じ目めな顔になる。

「ただ、余り弁べん護ごしたくないけど、父がずっとたまさんの事を気にかけてたって事は知っておいていただきたいの。たとえ姿は見せなくても、何かあるごとに陰で手を貸してたのは本当ですから……」

「私に手を……？」

「ええ。そもそも父が第一線を退いて怪奇スポットの管理なんていう閑職に回ったのも、たまさんのためですし。たまさんの漏らした妖よう気きが新規のスポットになってる事に気づいて、これなら仕事しながら常に見守っていられるって考えたんですの……」

　視線を逸そらしながら、どこか淡々とした調子で真ま理り子こは続ける。

「他ほかにも、住んでた教会の不動産関係の手続きとか、編入学や進学の際の事とか、全部陰から手を回していたみたいですし」

　賀か茂もがそれを聞いて、納得してうなずく。

「そういや、たまちゃんにそういう事務的な事が出来そうとは思えなかったけど、そういう事情だったのか。なるほどな……」

　たまも質問した。

「じゃ、じゃあえっと、実は小さい時からいつもプールの時にみんなの水着が盗まれて、水泳の授業は取りやめになっちゃって、そのおかげで今まで羽根とか誰だれにも見られずにすんできたんですけど、もしかしてそれも菜な間ま先生が……？」

　真理子は顔を引きつらせて苦笑した。

「そ……、それもきっと父の仕業ですわね……。ただ、多分に自分の趣しゆ味みが入ってそうですけど……」

「自分の趣味って……まさか……自分で着るんじゃ……」

　つい想像してしまって、一いつ瞬しゆん青ざめる賀茂。

「……申しわけございません。わたくし、父の趣味については余り触れたくないので……」

「あ、ゴメン……」

「とにかく、お騒さわがせして申しわけありませんでした」

　真理子は大きく頭を下げる。

「今回父がこの地に来たのは全すべてたまさんの事が目的でしたから、たまさんがここで暮らしていく以上、とどまる理由はございません。今回の後片づけが終わり次第、他所よそへ旅立ちますわ。本当に、ご迷惑をおかけしました」

「後片づけ？　そんなにお部屋は荒らされてないですけど？」

　たまの言葉に、真理子は首を振った。

「そうじゃなくて、前任の校長を復帰させたり、後は私の編入の記き録ろくを抹消したり……。他にもマンションの契約とか、色々と。父のいたずらの後始末はいつも私の役目ですから」

　ちょっと呆あきれたように笑って、真理子は横たわる父を見た。

　それを聞いて律りつ子こが口を出す。

「あ、そんな事出来るんだったら、一つお願いしていい？」

「はい？　何かしら？」

「真理子ちゃんの籍せき、抹消する代わりにウチの真ま央おちゃんのに書き替えちゃうって事、出来ない？　ついでに学校の先生の記き憶おくも」

「いいですよ。それくらいでしたら。お騒がせしたお詫わびですわ」

　真ま理り子こは微笑ほほえむ。

　そのあっさりした態度に賀か茂もは驚おどろいて聞いた。

「そ、それくらいって、記き憶おくの改ざんなんてすぐに出来るのか？」

「簡単ですよ。改ざんなんて大おお袈げ裟さな事する必要ありませんから。私の名前と顔を思い出せないように、そこの記憶の連れん鎖さだけ断ち切ればいいんです。転入生の名前が思い出せなければ名めい簿ぼで確認するでしょう？　その時に、そこに真ま央おさんの名前があれば、それをそのまま受け入れてしまいますから。顔も同じです」

「なるほど……」

　賀茂は感心してうなずいた。

　真理子はそれから、まだ賀茂にかけたままだった金かな縛しばりを解き、アブデルを封じていた結界も解除した。

「それじゃ皆様、さようなら。もうお会いする事はないかもしれませんけど、お元気で。ごきげんよう」

　真理子は笑顔で会釈すると、父をズルズルと引きずって立ち去った。

　その後には、菜な間ま校長の汗かん腺せんから吹き出した汗が、ヌラヌラとナメクジの這はった後のように続いた。

「あれほどの眼鏡めがねっ娘こが、あんな濃こい親父おやじの側そばにいるせいで脇わき役やくに回ってしまうとは……。惜しい……」

　その後姿を見送りながら、アブデルは切ない瞳ひとみでそっと呟つぶやいた。
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　次の日学校に行ってみると、前任の校長が当たり前のような顔をして職場復帰していた。二日間有給を取って南の島へリゾートに行っていた事になっているらしい。もちろんながら賀か茂もも他ほかの面子メンツも、校長に特に関心があるわけでもないから、何も言わずにそのままにしておいた。

　放課後、アブデルが律りつ子こに拉ら致ちされたために賀茂が一人で帰宅すると、家の前に見慣れた人影があった。口くち髭ひげにオールバックのナイスミドル、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうだった。

「やあ。お待ちしていました」

　少し決まり悪そうに会釈をする。

「昨日は、何の挨あい拶さつもなく別れてしまったものですから。ここを発たつ前に、是非とも一言謝しや罪ざいをしておきたくて。お一人ですか？」

「あ、はい。アブデルはちょっと……」

「そうですか……。まあ、かえってそのほうがいいかもしれない。あの方とは昔から、どうもすぐに対立してしまって、話が拗こじれてしまうのでね」

　菜間はそう言って笑うと立ち上がった。そしてまっすぐに頭を下げる。

「昨日は申しわけありませんでした。こちらの下らぬ誤解でご迷惑をおかけしてしまった。赦ゆるしていただきたい」

「あ、い、いえ、その……。そもそも、たまちゃんを心配する気持ちから起きた事だし、悪気がなかった事は理解してますから……。それに怪け我が人とかも出ませんでしたし……」

　そう言ってから、賀か茂もはハッとした。

「……あ、菜な間まさんは大怪け我がしてましたね……。真ま理り子こさんに殴られて……。大丈夫でしたか？」

「ご心配なく。あの年とし頃ごろの娘となら、親子喧げん嘩かは日常茶飯事。あの程度で音ねを上げていたら、到底娘の親はやっていられません」

「そ、そうですか……？　あそこまで殴られるのが日常……」

　賀茂はツッコむべきかどうか分からず、曖あい昧まいな笑顔を浮かべる。

　それには関かかわらず、菜間は暗い顔で沈み込んだ。

「私には、真理子の鉄てつ槌ついよりもむしろ、あの猫ねこ耳みみ少女の批判のほうがこたえました。確かにあの猫耳少女の言うとおり、親たるものは常に身近にいてやるべき。側そばにいるだけで、子供は安心するものです。そんな基本的な事さえしてやれなかった私に、今更親を名乗る資格などないでしょうな……」

「あ、いや、あいつは感情的になると考えなしに暴言吐く時があるんで……。両親を亡くしてまだ間もないし、それでついカッとなっただけで、あんまり考えて発言したわけじゃないと思いますよ。だから気にしすぎないほうが……」

　うなだれる菜間を見て、賀茂は慌てて慰なぐさめる。

　それからさりげなく話を逸そらした。

「それより、この時間ならたまちゃんも、もう帰ってるはずじゃないかな？　呼んできましょうか？」

　呼びに行こうとした賀茂を、菜間は慌てて押しとどめた。

「ああ、いや結構。今更会わせる顔がない。だがありがとう」

　そして、ふと真ま面じ目めな顔になった。

「……いい人だ。あの子が、あなたを慕う気持ちも分かる」

　そう呟つぶやくと、自分の靴くつの先に目を落とす。

「……やはり……我が子の幸せを第一に考えるのが親というものであるのなら、やはり私はおとなしく身を退ひくしかないようですな。すでに父親失格の私ですが、これ以上更に親としての資格を失うような真似まねはしたくはない……。少しでも、あの子の親として振る舞いたい……」

「菜間さん……」

　菜間はくるりと賀茂に背を向けると、空を仰いだ。

「私はね、賀茂くん。私は、あの子が生まれた時の喜びも、幼いあの子を抱いた感触も、みかん箱に詰めた時の無邪気な笑顔も、まるで昨日の事のように鮮せん明めいに覚えています。忘れようとて、忘れられるものではない。ですが、あの子の記き憶おくに私はいない。あの子にとって私は父というより、先日会ったばかりの他人でしかないのです。それを昨日はっきりと思い知らされた。自業自得とはいえ……寂しいものですな……」

　そう呟つぶやいて菜な間まは寂しく微笑を浮かべると、再び視線を地面に落とした。

「……本来ならば、会うべきではありませんでした。これまでどおり、陰から見守っているべきだったのです。ただ、少し目を離した隙すきにあの子の家は荒らされ、あの子の姿はどこかへ消えた。それを知って私は俄にわかに不安が募り、いても立ってもいられなくなってしまったのです。無事でいるのかどうか、ひどい目に遭あってはいないかと……。そして探し歩くうち、私は偶然にもあの子にばったり出会ったのです……」

「買い物の帰りですね」

　菜間はうなずく。

「……初めて交わした我が子との会話に感激するあまり、その晩は寝られませんでした。間近で見たあの子は、今までに見た誰だれよりも愛らしかった。何故なぜ、この子を捨てたりしたのかと、今更のように激しい後悔に襲おそわれました。しかも懸け念ねんしていたとおり、あの子に接近していたのは悪あく魔まにとっては天敵である天使、それもよりによってあの変態、熾し天使アブデルではありませんか。私は、あの子が囚とらわれの身になったに違いないと思いました。無論あの子は『幸せに暮らしている』と笑っていましたが、それでも不安は拭ぬぐえませんでした。あの子が内面の苦悩をやたらと他人に見せたがる子ではない事は知っていましたから……」

　そこで菜間は少し言葉を切ると、靴くつの先で地面を擦こすった。

「……しかし結局は、あの子の身を案じてというより、ただ私があの子と一緒に暮らしたかっただけなのかもしれませんな……。会って言葉を交わしたせいで、あの子への想おもいが抑えきれなくなっただけなのではないかと……。今になって落ち着いて考えれば、そんな気がします。自分の一方的な気持ちに衝つき動かされて、肝心の娘の気持ちをどこかに忘れ、平へい穏おんな暮らしをかき乱してしまうなど、ますますもって父親失格ですな……」

　菜間は一人、自じ嘲ちよう気味に笑った。そして姿勢を正して賀か茂もに向き直る。

「私と真ま理り子こは今日ここを発たちます。二度とあなたたちの前に現れる事はないでしょう。お別れです」

　そう言って握手を求める。

　賀茂が差し出した右手を両手で包み込むように握ると、菜間は真剣な目で賀茂を見つめた。

「あの子を頼みます。たとえ善意からの行動であっても、知らないうちに周囲に害を与えてしまうのが悪魔の性さが。それを避さけるのは大変な苦労だし、良心を捨て去る事さえも出来ない以上、己の罪悪に苦しみ続ける事も避けられない。ですが、あの子が敢あえて苦難の道を選ぶと決めた以上、私にはもう遠くから見守る事しか出来ない……」

　そこで菜間は握った手に力を込めた。

「……だから、私の代わりに君があの子を幸せにすると、約束してほしい」

「……わ、分かりました。ボクに出来る限り……」

　その眼まな差ざしに少しどもる賀茂。

　菜な間まは威圧するように、その手を一層きつく握り締しめた。

「出来る限りではない。絶対だ。もしあの子を悲しませるような事をしたら、私は全力をもってあなたの人生を破滅させる。いいですな？」

　低いが迫力のある囁ささやき声に、賀か茂もは唾つばをゴクリと飲み込みながらうなずいた。

「それでは、ごきげんよう」

「は、はい。さよなら」

　菜間は再び紳士然とした態度に戻ると、軽く会釈をして踵きびすを返した。




　しばらく歩いた時、菜間はふと背後から足音が追ってくるのに気づいた。

　振り返って我が目を疑う。

「菜間先生！」

「たま……！」

　追ってきたのはたまだった。菜間に追いついて立ち止まると、ゼェハァと肩で息をする。

「ど、どうして君が……？」

「はい……、あの……、賀茂さんが教えてくれて……、それで……」

「彼が？」

「はい……。それで……私、お別れする前に……、ちゃんとお礼……言っておきたくて……それで……」

「お礼とは？　ああ、焦らなくていい。落ち着いてからで構わんよ」

　たまは無理やり呼吸を整えると、早口にまくし立てた。

「あの、昨日真ま理り子こさんから聞いたんですけど、その、ずっと菜間先生が私の事見守ってくれてたって、つまりその、お家うちの事とか学校の事とか他ほかにも色々……。それで、私には、拾って育ててくれた神父さんの他にも、こうやって見ててくれる人がいるって思ったら、すごく嬉うれしくて、生まれた時からずっと菜間先生がお父さんとして見守ってくれてたんだって思って、だからその、えっと、……とにかくっ、ありがとうございました！」

　言いたい事はたくさんあったのだが、上手うまくまとめられずにたまは強引に頭を下げた。

「………」

　菜間は何か答えようとしたが、口を開けば泣いてしまいそうで言葉にならなかった。

　複雑な表情で黙だまり込む菜間に、たまは少しためらってから付け加えた。

「……それからあの、余計な事かもしれないですけど、真理子さんの事、大切にしてあげてください。今回の事で、その、気まずくなったりとかされたら……」

「大丈夫だ。心配いらない……」

　菜間は一つ深呼吸してから、優しい声で答えた。

「真理子は、たとえ何が起ころうと私を信頼してくれている。そして私は、あの子が信頼してくれている事を、絶対に信じている。あの子は、私の自慢の娘だ」

　そう言ってなんとか笑顔を浮かべると、菜な間まはたまの頭を軽くポンと叩たたいた。

「君も、あの少年を信じなさい。これからの長い人生、本気で誠実にぶつかり合えば、時には対立する事だってあるかもしれない。誤解や行き違いが生じる事だってあるだろう。けれども、一見相手が自分にとって不快な事を仕向けてくるように思えても、そこには何か意味があるのだと信じなさい。相手が常に誠実に振舞っている事を、そして常に自分の事を思ってくれているのだという事を、決して疑ってはいけない。この信頼を持っているという事こそが、人と人との絆きずななのだから……」

　たまは素直にうなずいた。

「はい。分かりました」

　それから、人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべて菜間の顔を見上げる。

「じゃあ私、賀か茂もさんだけじゃなくて、菜間先生の事も信じてます」

「ん……？」

「えっと、昨日、あんなふうに喧けん嘩かになっちゃったのは、菜間先生がホントに私の事を心配してくれてたせいなんだって事は、疑ってないです。ホントはちょっと怖かったですけど、でも菜間先生の気持ちは、これからもずっと信じてます」

「！」
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　屈託のない調子で言うたまに、菜な間まの声が思わずかすれた。

「……そうかね。……ありがとう」

　囁ささやくような声で何とか言葉を押し出すと、くるりと背中を向けて小刻みに肩を震ふるわせる。

　たまはもう一度頭を下げる。

「一緒に行けなくてごめんなさい。ありがとうございました」

「ありがとう……。君の幸せを、祈っている……」

　菜間は背を向けたままうなずくと、上うわ擦ずった声でそれだけ言った。

　そしてそのまま、大おお股またで歩き出す。

「ありがとうございましたーっ！」

　たまは遠ざかる背中に向かって、最後にもう一度大声で叫んだ。

　菜間は振り返らず、片手を上げて応じた。

　その後姿が見えなくなるまで、たまはずっと見送っていた。
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「お父様。挨あい拶さつはすんだ？」

　駅のベンチで本を読んでいた真ま理り子こは、スーツに麦わらのポーターを被かぶった父の姿を認めて立ち上がった。

「ああ。ちゃんとすませてきた。残念ながら、アブデル君には会えなかったがね」

「どうしなさったの？　目が赤いわ」

「いや、何でもない。風に煽あおられて、砂が目に入っただけだ」

「ふーん……」

「……？　なんだね？」

　真理子は笑ってごまかした。

「え？　別に何でもありませんわ。それより次はどこへ行くの？」

　ベンチの脇わきに置いてあった荷物に手をかけながら尋ねる。

「ん？　ああ、とりあえず、フロリダへ行こう。バミューダの三角地帯が最近妙に平和すぎるからな。ちょっと確認しに行きたい。飛行機の予約は取ってある」

　菜な間まはポケットからチケットを二枚取り出した。

「ところで真理子。立ち去る前に、もう一働きしてもらえんか？」

「何かしら？」

「いつもの後始末と同じようなものだが……」

　少し言いよどんでから、菜な間まは言った。

「……あの子の妖よう気きで出来た怪奇スポットは、全すべて押さえてあったはずだね」

「ええ。その気になれば、今すぐにでもいじれるとは思いますけど？　それが……？」

「実は……それらを全部、浄化してやってはくれまいか？」

「え……っ？」

　菜間の言葉に、真ま理り子こは驚おどいた顔をした。

「で、でも、いいのかしら？　だってホラお父様、あれは二一六〇年に水みず瓶がめ座ざの時代になった時の……。お父様の独断で消しちゃったりしたら、お友達への裏切りじゃなくて？」

「何、裏切りは悪あく魔まの美徳。褒ほめられこそすれ、責められはせんさ」

　菜間はそう言ってダンディに笑った。

「ホントに、よろしいの……？」

「ああ。私があの子にしてやれそうな事といったら、これくらいしか思いつかん……」

　真理子は少し躊ちゆう躇ちよしたが、『眼め』を開いて各地の怪奇スポットへの連れん鎖さ経路を確定していく。

　わずか数十秒で、真理子は顔を上げた。

「……アクセス出来ました、お父様」

「相変わらず、大した『眼』だ。それだけならとっくに私を越えておるな」

　菜間は感心しながら嬉うれしそうにうなずく。

「ただ、お父様。私じゃ、これだけ圧倒的な妖気を消してしまうには力不足ですわ。少しいじって、妖気が勝手に自浄作用を起こすようには出来そうですけど、それだと完全に浄化されるまで何十年とかかりそうですし……」

「そうか。では、私も手伝わせてもらおう。どれ……」

　菜間はそっと真理子の肩に手を置いた。そして、真理子がすでに確定した経路を『眼』で辿たどっていく。

「……今から私の力を送る。準備はいいかね、真理子？」

「ええ。ただし、お父様の全力は刺激が強すぎます。わたくしに制御出来る程度に手加減してくださいましね」

「分かっている。安心しなさい」

　菜間はうなずくと、真理子に触れた手から魔力を注ぎ込む。真理子は瞬しゆん間かん、ビクっと顔をしかめた。

　菜間の魔力は真理子があらかじめ確定した経路に従って流れていき、妖気自身が自らを浄化するように影えい響きよう関係を調整した。

　真理子がホッと汗を拭ぬぐう。

「……出来ましたわ。これで一週間もすれば、自浄作用で勝手に普通の場所になるはず」

　菜間は笑顔にほんの少し寂しさを交えて呟つぶやいた。

「良かった。これで少しでも、天国への扉があの子に対して開かれる助けになるのなら」

「………」

　真ま理り子こは、菜な間まの横顔を黙だまって見つめた。

　その顔を見て、菜間は苦笑する。

「おかしいかね？　まあ、おかしいだろう。あの子が天国に入ってしまえば、その時はいよいよ、私はあの子に会えなくなってしまうのだからね。それこそ永遠に。それをわざわざ後押しするなど……」

　語尾が寂しげにかすれた。

「お父様……」

　真理子が眼鏡めがね越しに、菜間に心配そうな瞳ひとみを向ける。

　菜間はその顔を、大きな両手で挟んだ。

「……だが真理子。私にはお前がいる。それで十分だ。何人もの子供を同時に等しく愛せるのも親心なら、たった一人への愛で満たされてしまうのもまた親心なのだから」

　そう言って、快活な笑顔を浮かべてみせる。

　真理子は父に負けないくらいの元気な笑顔を返した。

　そこへ、電車がホームに入ってくる。

「行くか」

　菜間は荷物を持って立ち上がった。真理子もその後に続く。

「……ところで、ねぇお父様」

　車内に乗り込みながら、真理子が口を開いた。

「ん？　なんだね？」

「せっかくフロリダに行くというのに、実は水着が見当たらなくて……。お父様、ご存じない……わよね。昨日はふんどしだったし……」

「ああ。あのハイレグビキニかね」

「え？　し、知ってらして？　ま、まさか今その下に着てるとかおっしゃらないわよね？」

「はっはっは、安心しなさい。今日は普通にふんどしだ」

「良かった……。で、でもそれじゃ、どこにございますの？」

「賀茂家の郵便ポストだ」

「え……？　って、えええぇっっ!?　ちょちょ、ちょっと！　どういう事よお父様！」

「いや、昨日迷惑をかけたお詫わびにな。詫び状と一緒にのし袋に入れて放り込んできた。あの少年、見事着こなしてくれると良いが……」

「なっ、なんて事するのよっ！　娘の水着を晒さらし物にして何か嬉うれしいんですの？」

「だから昨日の詫びだと……」

　菜間の言葉を待たずして、刺とげつきメリケンサックを嵌はめた真理子の拳こぶしが脳天を貫いた。

「おっ、お父様の馬ば鹿かぁぁっ！」

　真っ赤になった真ま理り子この絶叫と、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの頭ず蓋がい骨こつが陥没する音を不協和に響ひびかせながら、二人を乗せた列車は遠くへ走り去っていった。




　なお余談だが、真理子の懸け念ねんとは裏腹に、水着は衆人の晒さらし物になる運命を免れた。いち早く見つけたアブデルが、いち早く人目につかぬ所へ隠いん蔽ぺいしたからである。己の欲するところと美少女の願うところが常に一致するアブデルは、さすがに全天一神に忠実と言われる熾し天使であった。





終









あとがき




　どうも。佐さ藤とうケイです。

　実は今回ちょっと私事で集中を妨げる事がありまして、とうとう締しめ切りを破るという大罪を犯してしまいました。

　といってもまあ、これも一種のイニシエーションみたいなものですからね。物を書く仕事をしてれば、誰だれだって必ず通過する道です。これでまた一歩、一人前へと近づいたという事で、あまり気にしない事にしましょう。これもまたいい経験ですよ、あっはっは…………などと自分に必死で言い聞かせないと平常心が保てないくらい、胃が痛かったです。やはり締め切りは破るもんじゃないです。体重計ってみたら七キロも減ってたですよ～。うぐぅ。

　って、私の心労は自業自得だからいいんですけどね、別に。

　それより担当の徳とく田だ様、ご迷惑をおかけして誠に申し訳ございませんでした。二度と破りませんので、どうか見捨てないで下さいませ（平伏）。







　というわけで、例の如ごとく解説をば。

　今回出てきたベリアルという悪あく魔まは、もともと有名ですし本文中にも少し説明しましたから、特にあとがきで語る事はない気もしますが、一応少しだけ触れておきます。

　ベリアルは聖書の中ではサタンの代名詞として使われるほどで、ヴァイヤーさんが言うにはルシファーの直後に創造されたんだそうです。ルシファーはご存じのとおり、元天界トップの天使で一番に創造された事になってますから、そうするとベリアルは年功序列でいったら元天使のナンバー２。巷ちまたでは何故なぜかベルゼブブなどという蠅はえの親玉ごときに知名度でも人気でも負けているようですが、やはりソドムで人気者だったのがマイナスに響ひびいているのでしょうか？

　私としては、世の男性愛嗜し好こうの方々のためにも、是非とも頑張ってほしいところです。







　続いて「アブドミナル・アンド・サイ（abdominal and thigh）」とは何か？

　これはボディビルディング競技における基本七ポーズの一つで、両手を頭の後ろに回した姿は「うっふ～ん」のポーズのように見えますが、実際には腹筋（アブドミナル）と大だい腿たい筋きん（サイ）を見せるものです。

　ちなみに何故あの場面でこのポーズが出たのか？　これは単にいやらしい感じがしてイイというだけではなく、実は隠された意味があるのです。それを知るには、アブドミナルという語に注目する必要があります。

　よく知られているように、接頭辞のアブ（ab-）は『離脱』を意味します。たとえば『アブ・ノーマル』といえば普通じゃないという意味になりますね。続いて、ドミナル（dominal）ですが、これは語源的には『主』を意味するドミヌス（dominus）の形容詞形（-alは形容詞語尾）がそのまま名詞化したもの。

　つまり、『アブ・ドミナル』は、『主からの離反』と読む事が可能であって、彼がこのポーズを取ったのには、まさしくこの意味が引っかけられていたわけなのです！　…………って、うわ～、なんかすごくもっともらしい説明が……。あの、念のため言っときますけど、ホントは全然そんな事考えてなかったですからね。今、ちょっと思いつきでふざけて書いてみただけで……。っていうか、このこじつけ、せっかくだから本文中で使ってやったら良かったな……。







　まあ、そんなこじつけはいいとして、目のお話を少し。

　近くに焦点が合いづらい真ま理り子この目ですが、これは正確には老眼じゃありません。老眼というのは、老化が進んで水晶体が硬くなり、その結果ピントの調節が上手うまくいかなくなる症状を言うのですが、真理子の目は水晶体の厚さを調整するための毛様体に麻ま痺ひがあるのです。これは調整麻痺と呼ばれます。症状としては老眼と同様なのですが、悪くなっている箇所が違うのですね。若い人で老眼と同じ症状が出たら、調整麻痺を疑ってみましょう。

　ちなみに遠視や老眼用の眼鏡めがねは凸とつレンズなので、かけてる時のほうが目が大きく見えて円つぶらな瞳ひとみになるんですよね。眼鏡をかけたら美人だった、などという、少女漫画の定番と正反対の真似まねが可能なのは遠視と調整麻痺と老眼だけ！　是非とも、選ばれし眼鏡っ娘ことしてどんな時でも眼鏡を外さずに生きていってもらいたいものです。







　というわけで、今回は話の都合上、親父おやじがメインだったので、いずれまた眼鏡っ娘主体の話も書けたらいいなぁなどと思いつつ、さようなら。また次の本でお会いしましょう。




　……でもホモ臭い親父って実は大好き（ボソッ）。





佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理をはじめてみようと思う今日この頃……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない④




男だん色しょく一いち代だい男おとこ








佐さ藤とうケイ





電撃文庫





2015年7月23日　発行





©2001 KEI SATO





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『天国に涙はいらない④ 男色一代男』

2001年10月3日　初版発行

2004年6月5日　9版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/p083.jpg





item/image/p043.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p035.jpg
d

o L E NI NS =

¥





item/image/p233.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p155.jpg
d

R~ wINSADT O

¢





item/image/p117.jpg
4

Rop- HS OIS SRR —

9





item/image/kuchie-003-005.jpg
MARIKO-SAN





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p101.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p189.jpg
&

ook M~ /7~ =~ TN TN —

¢





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロロゴス　教会寂々として人無く、紳士焦々子を求めて去る



		第１章　レッドゾーン・アニマル



		第２章　下帯と我が子の面影



		第３章　元・校長、人生に目覚める！



		第４章　レアアイテムは渡せない



		第５章　お父様の馬鹿っ！



		第６章　父と娘



		第７章　もてなしの精神



		第８章　失意の熾天使



		第９章　アブドミナル・アンド・サイ



		第10章　父として



		エクソドス　紳士は水着を以って詫びと為し、淑女は憤りて彼の頭蓋を没す



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p263.jpg
=~

B o =D p < P DU
= oI O\ X QIS HE I P o

NN

=





item/image/p063.jpg
b

— USRI THR > A - Ao

0





item/image/p261.jpg





item/image/p179.jpg
/
. ////@
/ /

%
//,,
Z






item/image/p211.jpg





item/image/p011.jpg
4

. ‘\ S GAEE DY »J <<
7%0_,2 Bl = Ty OB S NI





item/image/p139.jpg
=

HOC wos

S





item/image/p017.jpg
d

R NN — N\ Dy =

¢





item/image/kuchie-001.jpg
||||||||||||





item/image/photo.jpg





item/image/p251.jpg
d

wom O J NS

¢





item/image/p173.jpg
d

om- {< Iy S ESHS BX

¢





item/image/p089.jpg
4

Rt S I~ I~\— I~~{ ek ) o

¢





item/image/kuchie-002.jpg
CONTENTS

70072 RERZLLIARG RTRITERDTE D worvveroes
by £ S e o T =2 fororssrnrmsnesmsninen
L 1 T————
R ATLORDS Lo
IRDRPIN3 .27 EEEE
S I TS

f1E
2%
HIE
HAE
HOE
H6E
H7¥E
HoE
iR
H10¥

RS ST T
U] T T
FTEITR - TIE - T oo
QU L Tovromeroessoessoees oo
177K RIERBEL-TRUCAL. MREBICHOMEER T 263

Designed by YUJI OGIKUBO( bee's knees)






item/image/kuchie-006-008.jpg
,'&j"’ =

| RfART

!






item/image/p009.jpg
T E NG O K U

IN 0
N A M | D A
W A

I R A N A |1

=4 S

Presented by
KEI SATO





